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こ>に收めた諸縮はし、 ヰ化と水艾挙ヒの丈歛である。地ヒの氷 

の俺々超や,その詰・果としておこる諸琨家まで永文営として販扱 

うのは反毕ア乂 ！)ガ忆おける顏何のようぐある。

この意味から理次冲砂防ほ米文孝あ技斬ビいってよし、°そして 

アメリカで庄年盤亿衍の陀てし、る水攵孕の研卷はこ此うの技斯の 

钦逐M氐’るさのか、易い。この数論お二紀わの丈献忆援する槌会の 

少い万々之卻涿老工及ら成逐亦のよろこ又である.

飜択ビレて糜看趋の意な.囱鹿,ほく枳えるこ匕は芯末氷［う・氷 

支弟の秘ほほいま波厳格・反意味の糖駐宿・留の域亿達,レてし、ないも 

のザ詞いの氏,打「說仁推定え夜丸そ部分ああり、表現の;徴妙は百 

のが、あるのマ.なるべく原若看の督さくヒなそのぎゝ辰える二と 

匠努めえ泌、推,稿が、不花分有;ため生硕な失す移匕二みざ、君い匕あ 

るラな、、肇卷の蕙W ズ衆さUl E '、、・
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の兀Q一州 以え一。况£上 々/Iレuい のLc'WlG "〇»七 以匚0河"盛

流出グラフの例であるく日・平切•流毫ハらプCT、フkしと凉図・なピー 

クが、頑段の起つ逝日・の苹勿淡壅よリ忘い二匕泛補正し杉古の.)。 

先き・勿論艾くつスら・ノクノ)マ者者成次@二ピ史禾し｝e。 g) 

藏癢址渍流Eは雨" の止ん成馈直きrz•終るー 、時匕レて金S1よソ歩 

し前H ,直樓也東流下の止•わ日、馬刻博普通登永曲線の疫統※S) 

<戶ノ写ノ)玄そ版その飛・垃である。<ノの懲永妝、涕、波歳、’为 

よヾ沼地な父の無:い療域で、直接流玉沁•便ク巳檢の測米折-まには 

放は匠ビ与えう以だ也慕Nあ庁◎全部の潴放な、次の碑頓の勒響 

水氷洗え宏わ坦るまぐは、 取不永洗出・まえは河(d踱消(Z帰ならH 

るるの还ある。

产ノうノの蔑線•W示さ氾・るよラだ、驱下水ぎたW曇底・流泛地:成 

添下肇から,分・离する後生揩くこ松は 一彼亿裡々の方该マ行うこ 

とか、可能ぜある.

ー灵しえま匕わぼプ、一定しピしー｝、の地下・ざ、水流Z扶詔さ旭 

卷とし、、う画冰の場合汐あるザ、河道貯油は或痔断ヒ排出し、日尊 

Zの)2馬で終り、こゝもは强永部の傾ぎ歩惫亿单に反る二Z・が'身 

杭:Nよワて禾さ径る。

河遺购淄流よの終素、からさかの斷って浏リ.F j 3 ノの该、之施し 

fe.画,模ほ、或時・亥Uたノ亿おし、て文系の集永制上後・航寸べての水蹈 

え殘游する洒直財滝の全墨と元すニとポ唐易亿判る。

また貌座.樑bケ或全河葢貯置於陰・液しie画穢で表わざMる蒔の 

河道軒潞の流出しーNえ液わす。さて墓送淹範切奴pお星公スの 

同"のケうつの面・頹をbわ’・びゅ,dd ’涛の縦座糠群の者々rz必 

b沃舟じ・てカ,うの云ーターセづロ、、ノ Xす江ピ逝直貯潘流岐レー 

Xと河煮貯淄の全毎匕の密像の法則を•禾すで初うう。刑流の巾が 

永泣の虧箪•坎艇數なめる戻わず、洵・道賠滝の容稿は窗当•の基準直

へa〜

、火上の永也の府箪沃指数活數であ母こZはネ谊えよフて禾さ此る. 

地下・水流蚁が'版い府会は、これ.は与えあれ艺測米姉ま匕わ出口之 

お、ける流竜クの面ぐある。

・蹈は普・題深いに乙ろと滋いところとか友互)2•反って1\る、与 

えち以え測米沂泌栄し、ところ)zあり、流虽つのとき亿あ河あ也•殖 

るよWみがあっても利YZ産交え〇:ぼ5 9

か、る昼忻侄芝水位一広童舸様な添昼つの面,ま乏ば急:溢岌坛 

uておるド漩の豉双の永踏の底亿よって決足ざ血る水、わである・ 

曲下"永流股成同直貯湖の盜取クの面芝高める占のと卷えてよい。 

夢くの自密河道はほす拋物謀形の断面と祷つ。顔斜が一定であリ、 

帀・は水饱の所単ぽ宿敏豳薮であるとするビ・火4也一潴建密係は常 

だ次の形の夫で液盼さ灯る。
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こ、でえば流量クの旬匚の・也応ある。顕斜・が' 米也の笛単迓函 

敬«演や 翳合をや、同株の弍び盧用さ虬歩护、也敬M &隹ラ七道 

左持つ。河直神潘潴出つの面反匕の・但ー潴蕴阕係広次の 为て 与 

えう也るe
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そうすると河恒笛潘流出し-ドは残涌河道貯滴璽の腐箪累指数 

函数と苣り、次仞我で表ゆさDIる,
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犬(Z )は殘淄河道貯濫量のj貢や河道貯溜流股のしーNを羨め 

す。この情i单馬指数極敖阕係:於与丸ろnえ篆永翩の永系だお、ける 

河・墮羔潘・に対して真である旅ちば、、こ>旧述べた方泼式頃水の最 

永由線の虐,永都から度日し匕亍仁の直でプ匸［ッKし匕が〇の檀は、 

河・敎緣の上.で一直線となジ、海 とMの強とは售眉を浜定さ屹る.
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E 以・£• S/Ed 砒久・匕’ 〃,①,タ仁。し,0xニレ,/夕&め 

た增・氷を対するグラフ/易数あ広てある.これ_らのブうフは・ 

£teXス久久 の 以•mb — gい久pれ 法の研宏/z梗う匕めzプ 

t!、ツNレヒ刃忑ある。この目的亿对しては地卞永/地表流卞の欠 

略の合禹<国泛合う。後亿諦するようだ、この原因よる誤左玄 

老えて、こ(Kうのグうフは、河道感2涌流収曇の関株な、事美多くの 

塲合・商単な指敬函数であるかを決定し、令つ常数/く$ ［力

(6うの［の蘆エ疫花と/決定する食好対基睫を与え奇。

グ、ラフの虚次部が残・涌兩墨からの地表流卞が'類エいきのグラっ 

セ援んで、河道新淄覺セ決定b .姓数景上)zプロ、ッX Vて醬た線 

攻、戸ノ、乡 ユだ禾し后。(がゝる煉をプロ、フトすみ蹶、ブラフの 

唆甸萩、の匠亿許尊を換叢节るこNう蟻,いよう注意/要する二の都 

分ぜせ地表流下公次応に加・わリ、馬盛痔汚毫改潴蚁しーゝ・但飼愉 

苞く殺わるからである)へ輝窗繭涵派蚁閥徐は、成、 全•て加直線 

であな華が比目占脂る。ななぎ杉.朝一酒"也の同一廁氷断の各グう 

フはほヾ同一頼料を椅つ二ビN気•甘く 〇

〜g〜

7a.bLe. /

T^bLe. / 歩 =K§W のK&ヒ忸刀値,MS F 772 の 漆是クラブ、から

(ノノ q) (S ) 3) 炊) <哉 <7；

F卜e)icft Br8d 饥由 &ぐぶ〇 Aug u / 夕 ユ / • ノス,屮 か

at"心みノ吻•2.丑財
仍・〃 ク Z夕ユ2 U /

勿フ/4

S-e.Pt 210 ノ s 9 £>・ろ・

足»と イ ノ■?、?/ Q. Q €>. 3gよ

但/ Z ノハ2 Z / Q. 4と 〇

4i/e.h^ e //. &ヂ 〇 〃。ノ & 93 G/Q

K&d Rルeい父 &牙CM jvine. z<P / 93。 "ノ 〇.^-/£>
Dze 7 ノダ9ク ノN M グぐR»Demノ〇九,Texas' J1471 ク ノケ い ノコ・、? 〇・庭〇

Sepむ S• ノラ3ス 少・”、P

初e尸ヴ e /Z椅 かメ只ラ ぶ/只 。.ノM
兴们€んえ万心1幻妃卜 7.つ 7。 Oct ク ノ 9 /「 6 Q只 "クA

at Ton/a.YLcla..pa. APr 4 / 少、? ノラユ つ・舞よ
Oct / /9之r N勺ノ "・ cP/Q

!
”〇/ 2 / ノす貝ピ 恐フ4" 1
たオ く ノ ラ貝ラ’ 々・4/ "クナイ 1

1
"C ご ワ z ? 3> J? y ノタ でずノ。

1

4レ fe 匕”r 4フィ夕 2夕S "・0々ノ

Del<z由a"於レ心'at 3・つW "〇社 〇»Z ノラノク /ふ ク只?

“代jev・ビな,〃y QUビ ク / H ,タみ ク.ラ纣

ん°户 3。 /ケスS 久ケ9 eフ久タ

4cと / I ノマ2上 S.M Q・ cPe

クc Z ぐ ノラ2 7 多宀 ".R4

喝pt: ぐ•ノラS白 4 Kぐ 乙/舟

メ、e»久けe. 6‘住ノ ク・<r<fk> R.9U 〇・ミ U。

Evnbo 卜"眼 R*r パ" 腿Qと / 7 /gスQ いス X ノ 9

a よ以e M心'/e, ノ/ ノ Jンたu /« /ケコケ り・冷 0, ワ心

ノ"e・尸ス §(2 £>. m ノ"<2グ つ一矢・

&kレな芥加5 a-t 久貝弘 3y -?K ノ 92 / り,クク2 つ,9g

イ〃,加な んん任
ノu"e v ノ Pヨク ”・ノぎ ノ,ろ〇っ

3-e.pC 2 /夕 け/ Xクヨ 〇.ダワ"

4 E Vo.普 タ弓,々 ノ "0 ノ ”

加"$K； ng u次幻 ' レ冷 、号 <PQ June. 4 ノ夕2 ク ク〇 匕?ク24

at DP e. s d e,札 J^ne ユフ ノラ2ワ N心 Q・〃ぐ
■1

r-A 7 〜



ノセ 4ク

j^/y /丸ク

AuJ 2/, /ヲ・

ju/y 3. ノ ケN
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〇心テ
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クぐ

/・シ&
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ク,〇〇/* /,"ね

"刀

〇,ぐ〇

〇・初一1 支39〇 や,2对

Ta.b/<2. / )2 /<s•と/17のこ拍うのグラフかし決定し泛値,セ示

す’指払〃の値は同一有•川の異ほるグうフ以対して氐戰的一定し 

ている。夢くの恒T川Z対してMはお匕 W"の同、ま杉は河面カヾ 

・測貌困內でば一定巾•をるち,援斜は一定で、 流建枝/為え泊財, 

丈 % = く/, v3へ)"カ材み・ と渲接・指点D、かク河廷慰滿 

は莖一也の局道之植ボする。换言すれば好湖•鑑は永位とN比例し 

て增す埸合亿痔クベヨ值く必ー ノ丿となビく蔼Mる二とは浸1ゝ。 

或勉の同】"な対しては指数Mlまノよリけレ大きしゝ値を者っこめが' 
ろ
注貪さえる9 «

同一測:K折Nおける瞳々の・ケうブN封する孫薮Ksの禎・Mの 

旗よジは夜生がXさい’Ks玄らな)之Mの値沢、水下氷流収!・消玄 

することの誤差rz・鏡・え易蛰さ悦る匸匕が、分折E明かえざ忆た. 

この二匕於M匕匕の麥化の法あので説响すゐ。河"寅购潘塹咬 

ノであるときの洵處貯淄からの潴欢レー、之素わす«sの商化の 

主反な理由ば、この分拆・え用いら松た普义の旻くぼ全流域かわの 

流汲崔を派わしてし、ないこと.)zあも。
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VJABA—HR)ver JSar//v aboue h&aa/sPort / md

Drainage - area 井弘 竭、m/

F/& 9 — TOTAL VoRM RAlNFALL AND /RM
WHiGH PRODUCED R1&E つ尸 メレ 6r Mー ノ卫,ノラヨケ

THE / ー・・ 77 一 RATION - CAPACITY "?c ク・S 一//UCT
PER Ho映

若君の養永曲饌の分折えっいての潦蓝款< Pt^b ！〇! )の盅弔な 

よって、与えら此昼場合)2地我流Kカヾ起つに流域內の匏分を決定 

すること米式来る。削えは・ヽ W久ヾh R"dい の場合え尸ノ‘身/ 

に示しヒグ、ラフW生じ匕您表流ド口戸ノ‘顷タの癥な癒し石部舟、す 

底!?ち潴域の业方部え眼うれ,ノの’、心ノ邳ノルe以久Riv^.Y' 
反全く險・れ・てし、な。直城の玻宏泰下・城流域の〜都炉らの砂施っ 

N場念の層永セ都 分増永まヒ甘部分決永»呼・坨る’ 妃といー 

s・ンノp1y ルタピ尸rz出ている添>K蠻グラフのKoR分は、弱分増

永セ.淚りすX 工は展.け右し、こめぐ訪るC

IVa."----如P P丨、)爲ド巳わフフ2亿出ている〃ク小t —
"久FMは險んビ全てが大:あ域である。淡威が大きく后るほど、径 

宛域,からの地.衰流下たよ枠增水の起る頻废所就ずる二げ代ー抵屹 

正しし、こNぐある。廠域の下流禍分か由のみ危®癥政崔|Zよる塲

ヘ〃



でg全逐直率抗'同直貯潜を博っこと比板らない•流KしーX は二 

のゼ紡イ增し、根數父宁は局ー刷)Hの全域增"太Z対すろ宣よりも 

大きく反る。出表旎下ペ潴域〇) t流都か力、 らのみ題る湯合の空,瞬 

はー眉複推しており、こゝぐ論じ点し、於、ー锻E孫数父つは全戒 

增永の場合危最爪疽と成る。このこ歩はの最爪ほび、かなリー 

定しているこヒN.よつ ても明うかであり、ーかっこの檀.はJ破忆全 

城渋永の凍［7起る大決永«阕写る計鼻I二鹿用すろこと東、版来る.
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睫Pt 我 ノデ&/ ノ&コ t 3V 〇 2エ 0"N ¢3ノ

腿Pt 老 ノ 90/ っを> タスP つ.ク站 貝冶ノ§ Q.4-力

化レ /涉貝 3沽 K方 つ・ど3テ 3q7& C 0X

Jル几e ノノ ノ "2 ん扌フ ク,眼っ 車腿卓 d キコ

Jレ/Y /〇 ノヲさコ コフ。 ク七o のよノケ
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A m2 / ノラ至 ほQ 乂,舟 Q・クa *,三・〇 い"!

A レ eと 〇. ョ,兼 Q,ワイ/ 一?,«u / gを:

i

河道貯淄流戒蠻の節保は Z 〇由久州 しa t{/ a. Cit}Jにおける

Ra I Mホ C»eoKの夢敎の熠永)2ついて,よって冤七。そか 

緒果E戶ノ写 々 そ示してある。各碧永に对する係数•0と指数〃 

のW 72? 6 / eヨは示してある。この流域は種亿3平オハノノeの 

面襪ぐある拭、流域の或都余は裏季渗遮雀生大である泛め忆‘・多 

くの増永ほ部分増永である。けどし全威増永は磷雨カ磯反び流城 

内の最大滲匿能え超過・するXき)そのみ理る:i、らで訪る。

戸/ « , 荆 <

我e/oみえ 3<e以におけるグ、 ラフく戸ノ乡な>の漉斜・お［ 

び指数冲の匯用、而f死さた泛大癒域く尸ノ百ユ)広対するあの・と园 

一 ・程役・の這を术I)、またぼヾ同一の福差を示す-Ta. b /&スでは

バ



fb ノd/ と同様Mの值の多く总ク’ふクとク,ぎクの国泛ある。 

«そして履・$ = ノ匕すると

S/ = "W/kミ く.)

乞与える。弍<厅)寸河道貯淄流浪しートあノであるとさの府恒 

爵・溜臺を与える。二の崔は会坡增永z过レて最大偵w特つ,穢マ 

の増永に対するこ0贋ぼ相ら/,ノの欄(ク) 工らb ]e Nの梅 

<8)セ与えてあな。

こ超までの論老«タ$は扶とン？e仁,よどS、c息スわノe ノさは 

C. f.疽ウ-d久が, 为WeN还’は己伫亍:一々つ々と〇ぐあを 

/ Cチ.S ーゴ久yなぽフ、、 林c* - ft 比号しいからU£ 

S' - d^yで与えヒ河商貝中海玫こ勿式亿NIと乗じてczcr e -St 

て表切すこめざ、驭耒る°

ォ挡ノ c, £, S — da y =ク,ク3フ/ター虹 < ノ平方Mileは, 

対する深さ)で物るから、洵"道貯湖は流域上の深さ(え で表わさ 

也る.

制えば、、De /迎Ware た,レeビの云ー]<尸ノけ2)はこの洞 

の大決永だ拎し、洵・直.貯滝崔ばノクク,クノクえをe — f・お 或云流 

域ヒハス九の柬れと同殯であW。

単也溥茴流收しートに对する汗萱期激は(？)我で与えT死、 

ご担は由が亿ぷえう屹忙河糸の篆ポ紹・の皆游熊の物理翁簪法であ 

る。己の量之ノ 〇, K,说・刃河"度溢出レート忆オ目応・する平方次;/e 

当りCLCYQ. - ftで羨わし杉,河"鏡貯油の塞盧え直ず方公夷に食 

ぐ甘崎壮W禾すであろう。
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C

FIG占一 Correction of crest开 &raph 
PLOTTED F"M PAIL Y AVERAGE 

DISCHARGES

①,4をこの蟹エし、4を:平方"3仏弔示しと流域画讀匕する。

(质)武力、ら

曲=スぐ $/ ,珥> < 9>

汶n)ビ(ワウとを結な、つけて

& =ユ行 <〃_ノ>/ ^/7<7 〇

こ約え全城増永に適用寸ると、この式四河虐添よレート/,C,

S g 更梢芯する流域ノ平万つ"/任当リの最大河道對海セ与えあ・ 

丁久,Z ノおよ公スの ’云ーダはノ3 栏N切が反な比函裱する二 

めの或或系匕反ゐ。ニの慌宠)2•含まれ,る增永のいくラ力、の部分吋 

部分曾・であることのえめた,二れうの重の活［の阕係まをぼ全域. 

塔セN対すあ ％ 0眞の漬てついて検話するこ匕成レない。これ 

哉で傅危データほ、 魂の人が、 同樣の貌督と行い、 がつその祐・累セ 

報告して、二股,うの崔ビ离裸とを、更rz•厩災u評硕ずみこと状、 混乗 

るようたする壌みNよ君もの恣あ偽。

ノフへ



或淅宠ぜ成、河度貯湖舸横病、増水のグラ"の退永,測から、与 

えら龙た米系に対レて一度禧う彪ると、»くどお近愀妁たは全域 

增永の場合の.全埴・セ區じN適用さ米簿なこめ上禾し匕。

會単試菱約すると.财ヒの河"道贖油の分折"W、ぞの応用)zつい 

て次の目能性あるてめを海寸と恩わ汉る。

く/) 少くとも述披的えは、地很淹下グラっが河道系乜卞 フて鬣 

劾の尚庵由の次げてし、る部分之植う。

<2)二讪、亿よって河・苣黄潘・量:を決定し、かつ決永亿おける河・遺 

曾湖の謁飾知・衆・透単にして直援的&方法を与える。

<S) <?Z切④ん れる蓬:の値ぼ与あわれた流域のー崖物理的聴・桂: 

での?？Xヨるれる9

1 必片・: 本編の目細は蹺測から直接誘、勢さえ七爭熒を羨 

わすだ枝って、向題の埋論的琶取松じは,着いヒ。与えみ旭 

を式の基本的な充分点勿枕約統一於行わ坨て令、彼の論次亿 

窓液さ屹る ぐ あろラ。〕

/<Pへ

树’蘇—日流畳かWブ° 0、、ノ Nし巨姦

よ谨ブラフの頂鼠補正

3号を預短日の平均流:崔、弘 匕外とをノ W預髭日の前・、勉 

ぺ

はその翌日の裔いW"匕氓い方の平・均流痺ビするビ、

た=ノ2〔ぐ釣一新)/ぐ介一gピ)) '

このとは慎髭日と昨L\ Bのキの高い方ビの臓养爍かめ測フビ慎 

えの博刻である°尸专 ぐせ参製して,領寫は古を通る奎直線ヒZ 

あ』«かつ久ガ ヒわび刀回お』虫'、スノU のヒと下の间・刀诿え拖 

し秒撕分の面"稽が同一であるよう杖短之あみ•この％"法ば连ピぜ 

敏で藏はー、二回の就みで後セ施しE国磯水、ヰ衝するよう上衣め 

う紀る。

意澱東ヒ昇の初"K•时して洛、こ迥匕同樣氐盛正,浅骤ポさ»しるQ 

補正した届と,狼の臼の中均3釈憂区幅応する更ピ¥鹿じ、 てみい見 

平・滑傲・棣ほ、段ゾ瑯永の正・しいグ、ラブ片与丸,區:永部にち、けあ疫 

向屍が応族的"に洪定さh.、貯(渔流武しートの阕係iマ針算す&に 

検”忆る多 の道の娘琢を与える。
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2 負然;水流の’河造貯海童(才Z報)

Robe/T E. Hortoz) : N <t t u y*?> I 5 t re m

G A d. nil & I S じ Qド ユ身巳•CxSeco 5〇/ pepev)

〔TY^/iS, Az/iek、G 8.h s、仅»い’0九;/ 9 3 7

:¥ w 一心 b〕

案 、略 流^K、箍の出日・我はス点に花けゐ流,出し-卜お広び、济し四 

曲誅は、二の点から上・流・の区域から の直接の池表说下の レー卜と曲 

U<と同一で、はない。それ13•直接の地表汰は河道.野海也Iニ依って 芨え 

ら»!しる。ゝらで、 めう,

皆杳・の二の即終匸ついこの 沖～の論文<フy3is冃弘巳ヘ G?- 

ophs、Union,ノケmg,+。8 - ・心)ば昭>Kの既水賄i二だげる 

河近術親發S決定 丁う方法&与え争 地:下水セY余外し匕河逼貯海か 

ぢのを出 匕そのレー)〜とは次勿式の向探W挎つ二めき示した・

な=べく h R (1)

3 c - 1^ z. h s m>

故は ん=1%°}-c>、/貝=Uおcjヾ丑)ソs (3}

岌仁 % c = NcC£し ノ KW)% 二Ksg£c" (9

こ二に M =卩/s c 3■•仁

S c =(矛 c ノ成 e C ) /以 二 K c 5 が C ’/" 5

ここI二 /a/二書ノ只 4)

Y\SC二Iくに/択&人’ ‘刀

また K c s = N z. / K c ’ ほ)

ニニて、、预c =な方ナヒて、、表わした河道.貯淄の容模、n =明制跻面 

匕於け杏充山 <。の水・必}スヒの水位を广ヒて、、 表的したもの、例cニ地 

トベ五除い匕柯這,安扌淄冷らのm出< E尽杪乏方扩 ご、表わしたもの。

(君ふ号と次の如く改めに)

キー論丈 才二論文

K’sZ ' Nz•ノ(Mgv'KmItS のJ)

务 S を 疚 C, くさc=lで、SCvScMの)

)\ c E K3C,C^C ニベ、SC'Sc"’の)

コ/へ



汗ー論えのIS) 去・の鼓後の瓊な昧ユ3.なその次ざ、のn M - (R-SJ 

はロニド/s 工し,また汁ー諭文中の次の 成訂正/妥す乱 次 

の二こが次いて、、示これな.すはわう、产水期中河債,貫芋消の辞し出し-

(り u。〇 け兀.ビe qレi11 e ノ 1ゝ1 e w 丫クビペ,

、せ地F火流入択一"定を击る苞らば・泰初の"次»路 し一也有阻咤市玮!ー衡東食小なI、。 

しかし昔邁.は地下氷侥入L—卜が»浪ず勾 かう 倚展B刼二年值と臣羣 オー論 

文［二与えられた万法て、、導・々、むた退水期に对"すう河匹貯滴流出の闻床 

Iユヒ界夏月IこIユ国用し得ほい.

(/), <-2),(い'« 玲ユ び、 5 と岗じ、 型 の 我、 茅、也F氷 を 会む仝沆 E乙 貯涵 

适にも芍ては5.Q.

キー謫文ぐ、増水の分侑の藉果は席故?•〔とイ系教べsし の値&示すこ 

とん見た。二つ論文だ、、二のMの晚測值は水理学的考察びう予期め41 

V匱,ごぶく 一致すう二とを示先んとしている.

増水の分柏•から誘暮したデ、ータは河适対海流・レートが、'/ CS况め 

ずるる匕さの退水期の貯淄登のイ直.&示す。そしてニれらの容オ責は桌 

水地の六土ごと水流宏度い二闵係す才二こを示した.5•仁完全な厝 

水に片する河苗.飴・汨彖出レー卜曲株.u上希期!～も必水明にも常:ニ履 

つく お汛=十七3丿$匕干),,しズ丨匕

建曲棵の輪の衫と取るニニな示し仁:。河道貯ラ苗はそめ会卷,賞か•'‘単一 

の貯小地匚集中 した匕冋樣のイ力さW 示し、その 酒水池は河通貯汨g 

て咎横歩よひ、'、、窃・橫仁っいて 同一の 、,玲性を插• ちヨ伫・流・出容量:も’寺、し、、 

もので、 ある,この二こは河道貯洶|ニ似せ匕节し古グ、 ラフの向毯・待弓推 

的・匕,我扱う二とを可沌仁した。

淀水のT画点、え応ぐしヨヒ溢出と調節すせ河迪賄血の劾推は乡く・の 

埸烏也ド水流入玲よび、流出のあるここて、',谡雅にな饥貯狷流出、グ 

ラフのヒ畀あ、 よび、延,(側に冲节◎貯俎流・出の玄、が,誘辱ごれ,まら地 

下水の一定泡入の効聚を示す例び、导えらこの誦文に与えsn 

る’舌果は,"っと「セ■•'は"もpれ の万疫,その他のオく文’学讷 '充、荒に肉

へ去〜

して& 2 >1！た仮定,の正しさについて蛍要&肉連な捂つ.

指歡只と>3 导えられた流^<陪'Iミ於ける全時港芬後は流踏の長 

さに等しい一定.高・さの角推で、 あ凯 楼:水口 ユ匕13.測水氣•に於け〇孚 

えらn代水な:二讨づラ河还旳郊の全溶#買は束ン】く地中の丁ベ、 ての爪流 

I二梢当する尙锥.の咨横め加で、ある. 貯河弍づこ二KZ » 5め宿汶S 

の値.ほ 水路 埒•面 の 平ア号の 形 に 依 って 決.定 され う. 例)え は、、炬形泌T面・は 

らば、 3 - J,双曲様断面 在ら成、 じ=V-2 ノ三茵形術厨ならは、' 3 =-2 

ずある。

全'流港に遮用したこさの水位-就量弍カ=|詩れRの宿熟氏の值 

は,水危nと京百己すめ 空準個苗仁於けう横謝r国の形 ず床定ご凯吾, 

基卑傾?frこ測水点との间の水浴の傾魁だ粗度が財く位口よって 废えう 

HIない湯合I二］コト'|五れれ、7［牙 式。、ら

g二(人けゴと/凡)人丫・E
ここにA二水位几ぐ、径深广に杉ける粉陶横ら平・万J"て'、表わした 

もの。

帼の広い炬形由T面て、' q r二)® ハ)ユhにエり吱リ、R = 0m , 

双曲線折面'で、はぬ浦 は、、、れ二共に・’茨り•人はZ!约 にょり羨リ.

r = ノシ伝(,約),三倒衫折同で、 旧にはんによって裝リ. A h2- lz 

よって,須:リ.尺二ラほ〇

河水ケ力Tユえは祚水口［ニ於,ける塁準森は浏>〕く沛蔺!二あ巧こともあ 

リよたこ心エリ少しF流にある二こも万羣 水;上hは基坪、笥の淅甫 

う宛量つの本坦以上の深:ミて、、あリ、測乎-点ゝ［二於けW探さエリもZJ、さ 

い二二も丹リ待わ・ 基岸点ゝの底铜は水但とNもに菠わここもある. 

もしれとこもに推す氏らは、'精敬Rも增し・そめ反迂もあ羣

河度貯滴の容偵え詞卽すう平ん水河洲r商の形.ら' よび溢ふレート 

を3习湘マラ 蹇葬点、の,】く附辫面の 形は)司一ご、はいニエもちヨわヾ、、一敏 

に1时以た.形ぐろ凯 琶茬W、の成斜が'芥衮で、かつ代め5匕五銷節すう 

淅西の可3び、同一 ・&らは、・ 匕£この尚に次の肉、 く釆び、あるで、 めろう,

ハ-ス&〜



断 函 R 

(お堂)

S 

(舟南)

提)S) 3 ノ RJ> く Sーめ

炬 形 勺3 / か mは ツ

玖 曲綵 饵丿よ シ2 ノ 3/9 V/3

三 街形 外 N U/G * % ー小
ニれうのイ亙り、うの偏屋もノMり彳岑Q. 二»nは 尺の埸合に IW碣斜の娈

化がしう京幻。 例えは、、 P e t |'t R \Y^Y て、、 はRは! に血,い,指

敗おの 笈化Iユ決水宗V恭けう溢流や・咨3分決,Kの埸0U河适貝亍淄た 

含な族降の長さが’. 或豆沆に逆水貯油!耘すため|二長く巨ゐための 

結緊ご、ある.

上咨己の袤ぐ、 く S - R クは帶に實:て、、 ーイ3の一定俺で、 ある. しな、し. 

或塚合に侄くおー R>［ユ正.て、、ちろ二こ也 あリ復・乱 それは 正涔状、飕〃、

らの编建の結果Rが、,卜ごくるり•3疥、六さく后司ここもああ々、らで、 

あ3.また『匚<カ尺)はり、くつ,ケ至・つ、フさのイ盐をノ毯'う二こが、,- 

の匱以下になるスリも程リ乃い。次］二導げ、C S/l< )の值,は堤実の唐 

ポう、う訪暑ーLたもので、才一論文に示し・てるQ七のU、、あ勺.

丄。ル义沏 Rえ丨ほ捉れ Cveeペの33回の漫水中(s/r )か、' 

ク、幺ひヒク、ぎクの向|二あう二匕ユ 5回,〇、8 Oドらノ・ククのI古!口ある 

二こS回ユた.J以上で、るラ二匕3回で、 先った.

ぎの 六在 仕河匚於 け否双争回・の決』<て、' C s/氏)|ユつ・b。以 卞/回 

0ゝ<$"〇乃至〇.^ 〇 3回ノ 0. &ひ乃至.。. お ひ ノ&回,ひ、&ユメ至ノ•〇。 

孑回,ノ、つク乃至人ユク "・回ノ /、スクN何て、、おった.

なお、,次の二ビは夫殊あ灯ニニで、め峯 下食わら• ニれらの値戚 

地F水色除タトした.デ、ータカ、ら峰いた・もので、 ある喚:丸’おし二代c£ 

% C如治用い地下』<は勿に咎3.れて店ゐ匕してや顏伊れ司適こよ 

く一次す咨こどで、める, 二の二匕はカ&F水の一建貌入步gと池F氷 

のほ、、一定の海出のあ否二こは洵道,貯润U彩智=れた増水の涙_水例 

の式の訪幕IUIよ歴視してもよいこいうここを示菠すうもので、おセ.

冋度貯酒の容横 C - K S 6ざこ Mの式わ、ら

S C=：”G ｝、<S»'')'/M = W 、「成 5C~ % (9) 

ハスケハ・

妄徊・め、 hsc 工Iの值成キー論丸I二示した.方法て、、量:氷曲咏の!^K 

慟〇、ら'荐苟I二訪辱甘る二と疥出率宀 衣、巧)は叵痉の也表:をFが、終 

っえ彼の是フ|く側］I二は敗駐、に曲用伊れう.す或わらを由ッ'、 ラフの夜向 

忌のウトの訶分従って最高点エリやや下のポ位に画用ごn否.Aを集 

フ・区域&平方"い’I e ご、表わしたものこすめエ,

乡く 二人 とし,0C/K二KCごとちけは''衣、馈)は次の ようになる.

h\ cs -C /A ) % ノバ

室！ \ G 3は河道,貯油の麻出レートが、 / C S M.て'、あセNユのポ位に 

披ワむ河画带润の容禎な 卜万刀い’Iビ若リ泣方寸七て''表わしたもので、 

あつ。 二の式は槌マの流氷の集水纳Iこ不わ河适貯油のに較的のお憤 

と:・裡yの返水觀に於けろ［司一河)｝)の河通岡・酒の整債の度く匕とえ氷 

定・す刀昼喪,を与え否。弍</って、、与えら』Iも平方刀I i I <!当'リれ方/•と 

す表わし仁須坦旳口の容備は次の式C'就域上の深ご!'-n I二改め匂二 

ヒが’出来乱

3 〇 = 〇、s w s Sg//,つク0,ククぐ ふ,尺cうニク、«ヨクs、、

ミ"/、〇".。Q〇 (ハ)

ナ一滴Mて、、珂道.貯淄t玄c-^s-d a ; または くナe — hour で、 

ラ歩の 河"｝および、昭ノ KU可レて示し泛。T< b I e /は更(二追ノノ"し 

匚ものさ承す。 「んと！ e /の搠くつは流・出レートが、/ぐ5皿 のヒ三 

の混.ノK期I二於けう’貯涵蜜セ辱牛方mile 骂リ乏方ケ七て、、示す. 

丁ふbl ノ I二表記し尽瑙』くの肉の或、わるのは部分決ポこ、、 めった,す

なわら姦戚の一節ずは峰兩は隋晦米剰し Wって地!表藏ド左ぢ二す 

陵こ、、仁亢分強 < はないつに•何知洪水へ哦W沃定し得疋ものは酒 

心)に記入した。同一河川についても単位旳润は桂々の塔永.|二万へ、 

Cり、成,ノの幅て、、菠くしアヨ二とO特'に注怠され已い。二の废勁は水位 

二・注の性馈に阂係して.い弘

T < t i e 亠 座 I stmし Cree)\ 某氷弛感の号歎の増水 

に沖すも 同規のラ、、ータえ含 んて''いち。御道,貯ラ・の塲会 kcsは車实 

な口久学的示療て、、あう。これは希域狀オ或は流域均!汗木,)M想妥約し 

«単一帖双二したもので、あヨ。同一梢•木捎に K・して崗樣の角瓶.上

ヘス令〜



复および、也形全拝"つ六流痪は,淺通I二は小、流・擬’;二松け合エ冋 

>比;E当リの长この片ー級の吏双または小文流会含み•ひつ 

ミ呆流、殆の辰でと窓、植二£令む・それ蚊 Ku3は沆域の六さ 

増矿 ニの也力口は小滅埴、 に甘してj 了なあ尸、、が:；・［流域ダN.植マ

に比較的水さくなる

砌/ピZ 別牆

7U/eス 別橋

種ぐの潴成かう莲い互Kc/3の甲国植を次に、示す

じ、 牛方 

ー用大 

ご共に 

わてき

2 g へ

3. 0 S 午万»t ' I eのRcし卜5如门Cree kはKgう～ J 6 S' 〇ザ七ッス「/己ユ 

〇莅,を棉ら・ 辰中の 他の网〃|は束水面横が、何れも/〃〃 0邛'万"し"e.

流 城、 載檀 修 雨 平 ・勻

応leユ 回 以 心.ナ％砂

ton C r e e k 丨〇、,电 ci/y. 1 のyj 手クs 3 3 /6～5〇

^Y>ib4.rr<tS5 R., s|*e、び以パ仁,I llinoiS 估と〇 N / 2. SS•〇 D

白«〇、/a..、でi?.. Jerri'3. r/^.\v Y<?kk 30 ノ", 幺 /以g Q0ク

W^bssh R.,丄年え7i点尸orT •1 nd心ij 5830、 ェ / 3 つ〇 〇

•SNuz»i< R、, A t~^-, lowん 心弘, 3
ノ 3ノ さ〇"

F re n c-h Broad K., D<L y ；d ? e•站〃 essee Q.U 50. 々 ュ睥费〇

M u s E、れax"L R,, Dresdeへ ひh g M Si〇, 心3R 〇

3レ,万人 e n土?】刀・i R,, 77?w3"da ^e?,ns^ //inQ 777〇. & / u / S3•〇

遊7が’K Q 5 めほIユ"ク・クつク十c /nv-v仕二以• 士.で、かq• 二の二と 

り、i -漫水の殮废〇<・条・ホ・曲德,の大さが、增11-1^って戒す、る理南・の一

ノ ・.示咬し・リ、つ7司虽オあ律數K c s バ束水庶竜本、の内に金ユれは 

け)は、、 注ラ母い困子の一って'、 うさこごユ示唆すち•穴亞&河)い二つ 

い飞は表はKu s は策水田城の六さの通太に可し・ホンの侄わ、塔大- 

らn句也ホす.表中の六流広に叮してはKきこの影缁は>Kc s は 

え:が床度.す墊わら流域の平方つい’I七 当リの流・洛の長,ごえ反.吹すっこ 

y Cほめにボ,ごれるのご、 めろ一?： *?二ヒはSKu.71 « RJv6 く«ユヨ匕平オ河吏> 

てn Acs =ノさ5衆つW,アシうLCん分。a」ん0eア 化幺〇や乎オmle)ではKcJ1=ユ宁«/“ 〇 

でわるのを比較す改心阳りか千ある・必S々々ノノ わは大平原上にあリ、その 淀 

"、•ユヰ•垣反濫地・こ、、帝两童ヨ2岳 ご流浴を度さノトて、、あ乱 rye. neb

K >' v e r は的ル,fT以如扑i d门 心&・也にめリ,ー耐幻こ混・
- ------- - -------  - ----—---—. - - -.- -- -  

咚忠横,は大さいし.・兩重はso |' nさ•超、丁・

平方M ； I e 当り河区し旳粕堂は'S IE n K 収i材e r の それのn •詹以エ 

で、 うQ.

茨中のK河)りに料-しては河道・貯ラ苗汚.)X 〇 は一版|二ノ C S刀しの 

河 溢?W•お苗淨レートI二洲・レて/Qつ,〇〇 〇 H 2~OQ> 00 0 fe.3Z刀」/ e-2-の 面 

二ろリ・ 挽苫すれは、、流•域窟積士ク、ク" 乃金ク、ク8iれの涕ごて、、あ3

へえクへ



海道賠海澄:は進,水制よりあ E辱・期二冷して六 であリ,水位よりも隹 

かrz增大下るび’、音亙戒出口匚於 ける米L墅よ.リは者/;が距いO表中 

の六・说成の组ユ溢碰に於いてIユ兩画.貯淄堂口!マこう のノク焙,ユ〇 僧 

ま匕Iユユ0借以上の 二とごえ主、令会澄水の頂点Fitjfrで、 ロあ待' 二也 わ 

か、る流成の决永の健小のもT)或全流出諏)涙さ利祁至«い挞す二とな故赤,る。推匕全 拝永 

容横のN 3乃至5ク"/っが’河逹房亍淄色あたすの匸京するここに•ふ玲・ 

二のニニは建らに洪水族度な戒デ、る顽曲貯補の該扣効果を示す。

ラ可画貯滴は車-' 新水池に泉稚、した,ドごイ以たg立,する. 河慮貯

テ宙匪と流出墮との闫係志 c =- |-\ s c- Sa M ユその谷河川|二疔する 

游裁成色接地袤旅の每く 5.った底心賜！-をける淫狗デ、ータ。、ら建泰 

訪洛ごれ白•これこ丁度同じ、衫の弍が同株成糸咛の下にこの河塹貯 

為こ辱しい商横ニ容・匪五痔ら々、つ水位と流必愛C肉探曲線lの同樣3 

出,口の壶匸匚集中し匕貯水泡に通用ナるここが、出来皐 二札うの栄 

ノ件・の下て、、 河・道,貯酒が、革一号ノk池仁 奈中M nた水工同様j二&キニ この 

寺英!s,いって、、も简単に,詭啊之れめ二iよ云え版い。4^-1-M w3lx ； n ^-- 

以フ几 また版De盅v/も广ぐ River の煽合の如く流裕が、敷ヰノm i - 

le I二えって分忻し. かつ流陪中匚沿うて急流や秘のある環念の如 

き・底城、の河遂艰・望&たえ司M容场で、るい・

上肝期I二泠しては後に示すふうI二河道・旳為量と流母レート:と、が’呉 

セニとを除いて)ユ同榛の肉係が、成良つ。次のよう直ー微的昆いい方 

は寞・で、<6る、 增ポカ通,遏の同源城の水系に於ける河迫韻・潴堂は、上 

昇期u1ユ击口にを,る単一貯水池と同孫I二,ヨ仁里,水期中|二Iコや、小 

さい容墮の再水池ビ同稼巨仿・さをすう.

かカ、る結果を予期づも ニニ|ユ国晩つ、と用,Rまい、集中明永池の场 

合t二は游k出は姦入のいかはる袤イ5二も直らに拘応する反陕が‘ろ否疥、 

河逝贖滴の楊合q二は曝、,)小丸狼から共、ゴ!二水が’遅は、"もの)二數Iヨあ 

妥うるニュもある.完全な説明は永ピ'、止く来换いが、次のようr汚寮は 

この注目イベ’さ寺実に沖う否主実•成理由色示す!c役辻っず、あろう。

貯ポ氾は岡一水位に於け为河道,君量に务しい自由流,出tr w待ら、 

かつ流陷の与えられた点I二任§(こあえ凯 !/ q j および、刈,はそ

ハスp
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れそ、、れ对,ド泄の 範入玲ふび、あ出 レートん、 よび、表丽植で、、増ノK迎强中 

のめろ与えられた時亥1tにおける値匕すると•二のむ水池に貯消式 

を西用ザる二

】/c/t=0 ノグt•十厶/决b く々)

を傳る.オニの盼ポ泡が、直<、' M淞I二在・り・流,入レ-b1, 徹出し 

ート臼ユ, 曲横 や 2杓オー酎』く池と同一水位に沖すゐそれそ'、れの晅 

とすもと、日苛刎七匚於ては貯潴式

12 aft-^2以士ナ为2 メ h

£冷る。二つの貯水池y氷踣のっざ、つぎ、の易ユI二おヴ父河迺貽油|二 

驻しいとあえ会ニごが’出季汉上疏xの时水池が、F姦の貯水池［二M、崔 

渝出づる 云らば、下刀织亍水池;；しの流•入は(-h-12 +なユ)て、、あり,弍 

如)ク、らQス以t二(2 2 d*t -Azdh )て、、め©. ニの绿佇のFM下の刊

水池の祚・用(二对して阿福A'は

(I / -12 ) dt "+ I 2 t 一 A2c?Ul=Q/七十 & ノり (必) 

ニノ｝しから

,I ノノ七二Q- ■七十C.A ,十対2)』h. ”め

二こで'4は下の苟』く氾の流以 レートbわ玲• 二つの時'』く池以一緒 

に修び、 つ、)ており尊,ー貯水池こして。P•用する5mは"*,面植は(A ノ寸 

2 ),洗»レートIユ1ノで、 あセとづタ匕旳耕弍’か5
上ノ以t = ・京t十ぐんノ十治ユ ) 〇［ h (以)

二の式はc/s)乙会く同一で、 あら’単一或U紹;さ吋,ド勉う、らのA 4- 

,七られ伫卩ヰ刻I二於成否充出レー卜は, 二つド剔マ\～・用し匸から下 

のもの|二宗出づわ工して、 下のく池びらの流•出し.ートと同一ピ云 

E 二の誕:明は凡イ固の次 ぎ次き、 の貯水池に舟・しても初ほ長すさニこび、 

出来る.二の埸令各就水マ浦芙流»スは二つめ調齢&闽の主流の艮さ 

に旋ける冲跋貯禍に等しいめすう.しにか、って二の5正明Iユー蔽的ご、 

舟り、かつ增水の通圖中集,ド地の河価.貯志の会瓶が:仁こえせれが 

苍穴旋向や溢出調術、県て、'分陶でノIし合即分つ長さ〇、功"い刀,い二氏って 

いMも,金'河通旳涸が、単一旳扒池に集中でれたこ同様に俳くニこ左 

示すのて、、 める.

へm/〜



えだ、 し二の法則は一つの商または殆水池々、らの流出と•次ぎ、の 

泛尚 立 日ス下の 貽水池に於,けるその彩誓の起るニ松との间に.商・間 

のおくれが、起らほいユいう笑求、 にしほが、わ惊う札は史ら云い,

Xさ云洗域刀埸合匚は盛囱のあ、 くれの园テ龙美おか、れ&いのず• 

クジこ二仁彳导先・吉呆を 爱えQが、.それは亍憩ユれる ようタ六さ&も 

のご、 は旨い,

浴・冊の刃<道管が出日まて、、』くが、だた兰札てら、もこさ［8仇"t のイ 

ンクを頒口匕反对の端に入れ、オくは直う u上,リ官・を通して疏し机出,々 

とイレクが'出> 口に宜すOの匚致啼•佶］を、をする のC、比)うう。 二の埸合 

に惡る二こは波の伝播て、、水の移動て、、は巨い。切淌刃くの移勤もめるび’ 

巳尾、•府殊の移動で、あ今. 波はラ気の波のようにその形な保ら•波ら・氐 

す故)ユその隹む、キの令忌で、捐隹3可• 家水戒や河直宵滴の或な、悠な 

理解す否 目の誅リは.ー郃は乡くの 人が’フドの芙療の杉勁として 专え 

る演さりゝら起ゐ。液は移動寸う流・カしの内て、、も 静よのがの内て、も同策 

に起りかつ 、同じ、水深仁沖して口成、、、同じ、述反て、、劾く。探い静止の,く 

中て、、は波の迷.废.は毎抄ナセ で、ぜラ刀 て、、 ある。たま、、し 以 はナ七で、表, 

はした水深で'あ我

流•箔の一案統企ノ、〇"!),ククつナ七或は佝ユク夕刊,i‘le の长さ、幅ノQク 

ft, 深ご23•ナ仁の史E く池て、'遣,会按えにこ肉える。 かひ、白貯水池ご、 

波は每初ノん ノナ右 ユ匕は約毎日夺ノクク儿"仁 4L行・了るて'、菸うう。

水地の上湍仁洗入すす水の彩響はn蒔简以內に出〇"に反缺顶よで、万 

ろう。水理学灼宛れの、荚蘇の速・収はは松ノQナ也 或成济時二 

ズヨと 一'•句燃初)>!の茂ノKご'港 これ を走X、す二こ は稀•〇、あ る —— 貯氷 

池の氏ごぎ宜勺水の実整の杉勁はW 3負・嘴•商岌妥' すさで' うろろ。

上弄网と皿ポ削この河対明涌の肉係 應水仙)仁宪いc行つ匕よ 

うに沆・出グ、 ラフ〇、ら上样中の羽貝貯対の卷'權五精中に伏定!・う胸草 

气为泊;はるい、延水羯のそれに甘・-3 9上,界あの;河堕貯涧の肉係t盘 

明写る目旳に沖して.仮定的の場合ん用いるここ匚し叮。戸)、身Jほ 

三角衫の地畏宛〒堂に刃通.流凹ノ、、ラフを示すが' 両看共に会洗螢啓 

ク・ £ ,’れ て、、ある,阿直宛出は况入から半時・周後に始乏るこ依定ヨも. 

3ス～

実楽］二は両宿は同・賃导Uスな点るが、河通舟演の影響て、、河近流出レートは 

しは、、 らくの向は&裙してよい.河鹵_貯涵の線・は深ごしnて、'表わレR 

河道虧3淄の容椎食示了ものこ'、、橫導流入墮义は槓辱地T東流戸璽の預 

応、 丁る值びら據第•河曲瑕虫螢さ泛3丨いて崗いた.つで'万る. この謙Iコ 

魚六河适.祸出の順・刎;こク、3 5「れの嵌ス河蛍旳淄を示す.二の河道旳 

对はお蠻旳点、5I。、い 財ノ丸ひソ尸或は二タよcl5 5しう、らク、之 

ル刀7パに或はノノOしづ"しに戒じた。F,、»M二示づ如く河通流由 

しー卜て、、數紙12.プ、コットうヨ乙珂追貯海昧 m机出須(点、に汩松プ〇> 

点、て、、父舎二つの師分も示す.エ畀期二汩・しては河宜貝亍润は简岸&个 

函敎で'液わされ场いこ'、勿C・の"-來【二成、、、 北洌する.すなわろ河並^流 

出しートI二Iま’''、 直條也列すぎ C延』く期 中に鼻旭表湘Fゲ、終ってう、ら 

河迫貯瓶弍は矛C・ニク・3ゲ5c・ク、S2Sこ、、、ゆ5•わら河迫貯润は二の磁 

‘ふ洗出レートの料司来匚ぶ・って茨る•

ド涉 3 t二示したエうUフ"ロット・!セこ上、再砲卸二ほ河道.二流入 

3る氷Iユ流,むFめ3のは、)もすく・革の期に成その反冲て、、ろる奇茬 

の仁め|ニノ袤歷:闻線の陶(IT ys teビe5 i 5 /つク尸)を府く二ご或叫うい 

で、めち,二の蛹は視入ご通古の肉峡刀'冷我て、あり•その侍隹はえ!追 

の’将沃ヤゝ紀土侦く:立の岗係！・二Iユ工ら或、)ニこび、注怠ごれる、 -の荊皿 

衣坨面u於けるを出レートの曲絲須、府「二平也の流,れて'ほ•沃氷の芝 

'点、前の流出レートが、 司じ' 刀く位に荷寸う戒 、虽,愁、 して俄の流> 出より七 

辰ミいことえ示す輪と囱亦•・らつび’、 こ亿ユ全く知一ご、は项い・二 

の恣の現篆の泊食旳淄竈の歸この肉係顷後t二あ'/L :m •??て、、ちろう,

へ93〜
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7=,罗 ノて、、直,根d,し,をむく匕, これが、•し料の初めのケトなエ畀再 

I二丹-)ーうM直貯荷童こ【ま'、、一致する二こが、注し目されう•この塚念'上, 

"曲向中;可度吋泌堂・ふ間适;え、の初め|二オ住いてク〇、らユ 3こ、', 琅大 

昇しょ〇用には［’め殴穴ほまぐ、、時启ヒこも匚ー棕｝二増丁こ仮定.して 

巳穴三・知汲差は奴い.上・・期中の河道,繭・滴のな瓶は也我危Fご河道 

流出とは固府にノ鬆9とすう よら)じ 三笥杉の流・入お よび'流,玄グ、ラフ 

になし扁南I-直孫Hし例して;甘刀二と尽雀り'ご、万うう・り、 かな矣件の 

在で、 河道,施入と月竝利出のし一卜は应怠の阡刻I I二砖.い

こE t•こ｝j Oぐめ‘丿,t i-^けう里危、膏曲当リ河迪,貯河の盅加 

貝(!・く,-)J )ず红わうー定敏で、 めう•,匕’｝二於づる河近貯洵は永 

如ぐ、あり 戸’けWのあカ<期の袱の点繰の延長釦く''示•さオしる戻しに 

b にをうろ河通,酎荷の容捜は退"、期のそれこー或レ互い。流出商 

点、」二让け〇双血、底瓶Iこn必・r$泣皆冠水同の曲味を延長し矽貯・耋 

ノノ、つ.・か・土い鼠ぶ、と河遂.;え入の辎点、c尸方ノのヨ点、つ匕の陶の中点、(s 

洗1■)•なた土XレートI二橙/も、丁る河适•断岩愛をぎ)在云わ二こで、得,らaる 

二こ成明らかこ、、ある.流亶ク、 ラフの泊、通のあずは後呑は洗よケ'ラ) 

の東小倒の度的点、项已はその附近・ずめら

s Iて、'm夭汎卜流出皿本 て、、終り、を、巳収ノこcの中间で、ろる. 

二の场・おニの、版(尸ノ房! >己)匚於け°流・巧レートはク,2 N ユこ、'、 

こ壮に|匂志了 る河辺财淄以式力Cニ"う'S C "V、カ、らク•3斗2 

,,しCろリ,c ’にたける波大商®"前淄産は,'5ざ;れでめも、こ 

の・団任一蜜の発辰乙涌桂とな•要-する扩’珂道前・滴が上旱期中拷间と 

ほほ、直稼的委I’匕,-｝•わ二にに図財して、 ヒ羿韻寺の河迎貯淄の志出 

ノ、、ラJを蜻正一するための簡車ほ概•略の痘、確二 〇 それは量.メ<期I- 

っいてう亍つ仁に同棟ご、びつ流出グ、 ラフゑ把表,売下ま矽ユ宛入のグ、ラ 

フに検えもニニの、、、出玫ろ..二のこ匕は我''に实用灼Iこ里啓・なこ・ヒご、 

ある・オー匚地袤流下あ、公s二)* J "の係號島 5旨牧Mこ在、 

・る摂か、他の匕ころご、示した。 5"l\fac巳一に化れクテナpb巳フ10刀槌ー 

7しえ 尸え厂七/ . A ncL.\y of hノ dr。牙に电ph ノ P以b,

wんi&"〃ハ h/dr•〇/り•ノ’c /えド・ ’。ふす,小双戚に对づる万汶

へ鴻へ



て、:X流盛’に 甘しーこわ橘し穆c'\-kち司クヾ•巨珍I二沃 え,すさ二匕之•’福七な 

っしめう。河道^了遛は井・ろ・、正,I二ついてク、かQ方茂グヾ专、リ21は- A 

流境i二充げろ地表洗下の成則口流出グ、 ラフから直核に停る二とは击 

来或I).

上帛-貽中の祠道貯丽U為・する晚、答の補正・法に っいこここに柬・・ヾど 

方玄は.頂点の顎昏な流出ノいラフ注な成に較均定力、I｝「年旳ゆ賜合に 

Cみ逾用丁るcな舟この方法1或,レし攻めこ冋适流よか’辰,1くの始まう 

洪n二相当舟肉ぼY' 一定仁氐ゐXうな艮い南匚も宓聚万る二ごび’LH來 

渤で、あうう,

河道,貯淄‘致だ流出レー卜この肉イ系 二の阳顋I二ついては度に粉

抑的rこ取扱うて、•あろうド・-の岗係は例示の万まて'、雀疡に了解し?尊 

ろ,斉「身 3 に兆いて七a ノ松。成 工はそれそ、、れ返.•が、期と虹界期こ 

の冋ー沆出 レー卜/二担庇»、下る祈道,貯淄亶は上祥期の方が•退小期より 

も矣夷&9c大で、 うう. 蒔としてはその及河も熨ぐ、めすこ液定=,1Iる、 

それ顷エ畀窯には傾料が•同一水位に 冷づる逐,K其冃よリも択きく.従 

って或’測,K点、に光顷タ術迷も示れさいこし)ろ理由に基 < のて•'める・ 

それ故に习直旳淘ケ闵省匚同一で、あうなうは、',与えられた流,むレー 

卜に计すゐ河洎.灼•羌jの蓉穢は)K刃く期I二沖レてよりも上再期の方うぐ 

〇、えつ"りない二こもめうう,それは河直首汨の.宕、橫はヒ科期には 

阔御び、増写績果こしこー版に流出しートノリも大いに潛ノノロするから 

て、あ氣

Fi#, 3 H/sferes ；s -Loop of Cha/me I - sTomge

ハJg~

Fig、4 Stre^m-Pxo-^i|e dur；nj Kisin?

な对 Receding Stijes

下自4 港上昇賄あよみ罹水期の水表の湖 面を棋四的

に示す。J！軒卵の絳負は厝・オ<はSあ、出口 。の上密のポ 

路にわ(丿・区永朝1てば沃水波の大部分は。小ら下託K通 

損し天っこいる〇 〇町では水位ビ充置匕の関凍は音通多c 

二Kc 交表はされる。二NのMほ河遂此•面の矽ぐ・よる 

のごある。 H^tn n | n 弍还はKc=/、4 8 メ 叩/Iで 

める6

通常・河域の畏さ Lは/;ni I e«测リ 水皿の正 階鲫面カ、

らの柵差日 i t を趙さ:ない。 也D 〇 Iて於ける正崙傾科

は(H ーれ)/厶 をある、ぜ血故,涙斜の囊大ヒ设"、匕|寸

最穴顿斛=C H - n T <厶/Z7ヽ)/厶 

最/］、殯斜=C H — h - < Az Z2) ) / ZJ

与・えられた永也仁为・寸る海星レー xは 舟"仁旋・って我るノぞ匕 

之ば中軍:ク大芝さつ丹五・碳耕ヒ平等で/ク3/ヒに つ苦オK 匕寸 

石と、l = /°2ククタ «と,H = ノつ匕ずノれず、 れ=ノQと

し、 増永中・△ノM/ろ S = くつ。/。 昼水期には △2=スヒす枫 

は S = “〃クび牙ら 同一永&仁K・寸る正営•顔斜は〇、。〇 〇 ー 上 

呼期"Iでは傾斜はノ/ %暗し也』く爾には ラ、3%戒ずるニ匕にるる. 

ー脣岳な・习・てはれk A匕はHに2しては非常匚ノ)、さく咨い•塔』く刀 

膜®中つ添墨仁均・する頓斜の夜化の彩響はし羯るAうになる. 

出日に於ける莉覺し-卜におする傾斜の茨比の急はの?。G %鷲は次 

表に示寸如乙をある。二ごて撅斜の扳化は国j木由に於ける正常頒



斜の％'にしで表わし,宋:母の袤化は同一日く位に於ける正悟複斜|く討 

すろ袱箜の％て芸わしてある,

熾斜の茨花ク技の彩轡・

正辞順斜からの,編

M. % レ)

正端浇适から G隔差％

上昇期
<2 )

下會期・
,3 \

〇

え

4 

ち

.3

ノ Q

ノ ス

ノタ

E

ノ K

NQ

〇

ノ、“6 

ス,・〇

N・弘 

3.テ之 

タ、ノ 9 

^83 

くワV 

ク•クク 

3,ハ 

ラ、矣q

〇

ノ 0 〇

又,。 0

m.バ

久V 3

4-. / ?

&、ノ 9

フ、次

Z, 9 &

9、斗な

ノ ・、ぐ &

与・えら归点頫斜•の友此匕为寸る充・め奈化は上昇期よりも下降顚 

K大で形履斜の正渤から勿漏茬は下睥期よりも上"昇朗な妇する方が一剿二大さひ,F/冰から僮 

々つ順料による河曲君他の菠化は5^黛の校化よ,)も比敵的大玉いM 

匕か•晃ら灯る〇ぞ匕えは•三街泌のズく路ではH = ノ 〇 , L. = / P 〇 〇 〇 

ん榻 W 〇は歩C7乙:2”。ft匕する匕,河盧貯曲T正常水にに对 

しては ,/a W。flL =よよ,/メくタク” ±z.方｝ t である。

沃水戒の長を曲普通芝:勿茴W匕対しこは比較釣か活に夫ぎいの己禳 

合しち天永液の曲・華は袈現さ/1‘式ノ断面は三食形匕考えてよい。 

今、考える塔合には正帯水也以•上の複合河詹貯洵は3グ筲锥Iで分ける 

二ビが出养る。姪の篦容演は2 /> 33 3" 〇の血方十七 或は団一永 

位.に於ける正常•断面に詞・寸る艺汎ゆ的る勿ナ曽机!であオ。匣』く朝に 

対しては河屋貯消は正陪の旅よりセ.上将铜で若すろ疽ビの阕探を

へ

A = Z △/刀密株ヒほほ•寄しいな積有けケるい。僧水の通過財の倶 

斜刃莎比は赛気点りも河度貯滞箋匕ー •耆大芝を筮也之耒すこ、と公 

充分了鮮Wれるも

可道貯泪菽永は为•寸ろ一式あ入源の勃響

善者は,他刀論艾C P(a 13- !〇! > H。"〇 )1Ry 』 丫 〇なヨi cほつ、Sia- 

Wa.c こk u n 〇 H he 1I 〇 vx e ?t a , parti,/ク3寸) て 卩|似,;— 

幻・&卩hビ、 渗爱能・(・匕、 地表東•式0ぶ=Ks$m の常教 ね ヒ" 

とを与えるヒ地表流,下•逾の グラフを朱定する 二と舟六耒る こ匕之示 

しち。河度/出グラフナ有わら普晅の蕙味て量永曲、京は河度貯话ヒ 

地下ポ流入とで夜改き机专她表充下永つアラフ板多み。ニゆ論又の 

魔りの鄙分ては抠•表流K量或は河尚表入グラフが与えら成ヨ匕 さは 

河)苞姦出ブラフの天定jて貯泪式の同苗・匕っし)て述べる二匕仁オる3

ehe崎血幻し のし771u-ヌレapR まて若ま若y

l^e? biy<\のpj山レi吳pap性 抜ノまそば蕃者ーの方法匕よる堂永曲 

漆の分・种麦マピカ,他の万文写弟阿るに於t)て, 痛,くあ、譲の下!で世・卞 

从成永曲・諒を巩 いて,宣水心徐刀せ 刀 淺' リう詡分が.比下水べ彩響 さ 

れるい痼永の樓樑を示す匕你定しこいる。二奴は河茴前润かない疡 

合!-?は正しい。河查貯苗のある場合には束らガ、二頷ではない。ち匕 

之:・池下术の」也M玄る源からjえしートの可愛;夜入びめる易る史考 

スる匕’必下木を或瘤・ス 中り、 ら策去っろ らは,,漩.出レートっ すべて 

び地下ネ流入のし-K rz導しs豈だけ隸ずる刀、企疑何である“二の 

發冋の件殊の湯合ニおける増ポ日衬しこの斉えは次の如くである。

比,斐志ドと可遂貯為•匕ば共匕浦国N比冽して増-ずヒ反食.する。二 

归はすwに里だよラヒ三苗珍の充»およス羨山グラフに於い乙は吱 

顷・正しし、地:素床下匕ほる殉•菌表入のしートは Is =1く,匕は哥しく. 

まち可道貯泪の杳積は & = K2とに等しいヒする〇なお之の上.匕ー 

定.原力、ら噂ヨ レー |、の惹入があるヒすみと 貯期夫はC Is十る皇) 

d t = n d t T d Sd , 或は K'td に十彳式d(l=0<at 十［<2dt ぐノ

かつ

へ・へ



= く K/七—K 2 )十q3 (/ワノ

こ也は板定した倏件をはー岌勿菰入源は上昇中一民衰人しー 

卜匕正し厶等しいを’け可度蘇沮しーRあ営す二ヒを示す。换言寸皿 

は・・處測しぞ丹道:穴/グラフの上で一走読入レー卜彳ヨ に相冬する基 

諜を引く J この基襟以上のブラワの械産糠は一起來入京の姪し)匕 

治の河道充出刀ク-ラフを正しく丟すeろろう。二梁特殊な.冋題浦 

La. Ke Mi < ・し、ダa >i •から 1』八竹の£ ・レピビ へヒ拼•水の勃督 

セ岡琦して起る。

次の例はこの腐様についてる:た也を祈だかう辞が、,れる。爵海式匸 

密し一定時冋落呢の方表を甲・いて鮮武し得る。二俱を一敏化する自 

妁n —装流入源かのの水を香しI永と呼んwtt•麦宛下 による亦uヨくと 

区别する二匕|でする.

計鼻の玉夺令耗巣はF%・女に示してある。線Aは全潴、量,のブ 

ラフ还青い术全含去セの,譲らヒdとは責い水キ m を沅よヒヨく位 

匕のグラフ、 錄と匕Eとは青い寸くか無()匕したにきQ海よ匕水心ヒ 

つグラフェあみ。線う匕•Eビの间の面養は青い永のある二上の七め 

の水fi!刀变化.盘0ヒと匕の®H&流しよの後化え示す刀て,二mを别 

々r:涂F匕令ヒに示しぞ。

棟戸は青()水の袴•在.のを刀の泰・よ水位,の層刁口て,練什は 気.出しf 

Kの道仙を示す。

挡水の逼.画中青u永のJ定の亮入は湍永の水位.を一羨璽なけ樽オ 

二とに的・徐らるい日,瓚水の焰あに电ラ口か最大を、 瑁水頂見モ瑕/)ヽ 

r?有り、 Nの頒殊々心増す。

この例ぞ 河宣贏出し-卜に関しては肯・しj水の一足しー Xの表入は 

亦I)永の兼出しー卜 日若しては増水の康上を秘しち.,羨註M はホンの 

穂つ(D形譽あもつのう丕ある.>式(/クノも二の冽も比衣說下が終っ 

ぞ後刃!g永ゆ庆終匕は痛回・しZ5 〇 -ビは注意すべきWある。

削瘪の辭拆的う阪扱いに国虐して〜宏.の地下氷宠入の有在母、比 

下永流入が一定である賜含ヒニれビ尊しい姦よレート談て很永する 

時间をkい茯ひがせる二匕が•味ユ/tるであ労うレー粼に地下水次入 

へ<Z"

しー N I・娼水ク很•水期冋中"匕滅少・し・づつ平戚圮下オ、淀人レートに 

容しく若る#石売.よし一 kか・我:gするに車・する時日は.、流入しート 

舟一定下あるヒしを谒合よりも著しえ迨/AZ宜る.

以上刀ービから一定氏?五ヨ<の京,入や河・1S刀、ら勿贏みfc価しては. 

亦い永、E音い永匕か•・别々匕ほっこおりかつ育I以くは河・适の虛切ー戻 

部分な日めること、同じよラベ待勘するように見える。址下水济入 

对音璃一定ではない > しかし匣永阙には地ド永肃セ甫抽の我衰ヒ时 

.差今比制的のレートに互る・二勿李実尚国.』く狀態ヒ於いては位下水 

の澈督ほ河超のT畐をー耘分滅じらQに似ぞ,二切に.夸リ、U拜鄭には 

この周・保び・さ11,よう夜傾気|で・な為-

ー蔻地V%,入かあ空Z琶の一喜期の河豪流由 羨前の会期に

おこるような"価・涙東下ベ我る流.>,>ヽ・ー泛レーX % $ 巫ある有らは’貯 

湿式<"b=(gs十％建)ヒし、氐栏は、 全一美皇すなわう芸窟尧義之 

bd t = ^ccl t rdsc必すずz 式(と)のSc =|くぐ£ 毛・.お 

よ・ds「= llく cs/m ) 彳尸 d%e / ら左し'/ ~i)/m = 

M"から

弋=¥( Kc s /m ) 0¢ M'd 赤 / (らーな) I /ぎ)

ハ"/へ
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二 れか・〜汉同・瓮恣入のわる匕芝刀;充涙ブう・フの上奔便)

の弍をある。あし疥ノ次式の分骸ならI井Zに=3ピ,七玲しy w 

Z ‘の分々匕しこ,二他をノ弋ノ、して談分主行う二とか・歩乘る。を沢 

取式は汚に坏分分及义のう・之演分す为二匕外F来る。

二の式は联向顔の岫非帛に墾鬓なあのであるが,.二二には謨分を 

示寸二しは出糸ない。-般に獲、表な杈度近志寸のは咬丽つ鳴合て 

あろから、氏(/3)は与えの既自元成、の黄久齊雨によっであ二る乙 

いろう姦ベ河萱志本しー卜、 す存わち波系浅葭皂次定すス> ニとを可 

能なるしめる.

定い降葯の睥合<尺虱の初期で於け・るよう态地去沅玉屋びー喋に 

制せビ巻,、する/〇う0s = at ノ (角は第数)の瘍合には,河萱永.払 

ブラフの上拜网の徹分方穗衣は

(a-t r ) d： = ふ 公父 5

乙,辟而•酒幾の一走,るビ芝勿灵雨に河寸る地衣試トグラフす下ら・ん 

め oa_ら諜ざ示すような矽匕な・る° ー敝”河竝兖入.［寸クから<r= - 

濤丽禳浸一參後能く乏左・‘し時刻もの) ませぼほ軍一し一卜て媚し、 

艺の檢テに等しレI幣数で"0づくとノ艮Wして［1> •こ爪ヒ相・応する河 

登流_沮グうフを忍ぶす冋題の解は•式、 1ノナ)をt,の製向に为して 

損分し・かつ式(司)を孫乾璃間の残りに为〔て後分する二士カ、哽 

窘てめる,

へ么ヾ～ /

"
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J凡壮天永花入くノのめるy を刀區永弱の・有宣題流の蔵舊

良水羯(地表表下爲了核)の 貯演瓦はも腫=1くピれ-d f rd sc

近める.

しカ、るにSc = K N RS ごかつ dれは夷であ・り〔可通.歹痼が滅哀し

つつある) すを< S —

分ち

R )= ーふノm (寸ペ.ての 塚合匕)でめる

KcM/^kz = h3"' dK / (h,十‘3 - g夂/灯
くス“)

($ -/ )と七 5 f 2/3 ■) •0河"鱼眄面の建々の 型jておする區做

米の如くである,

•断面 ( S - ノ ) <一十％ )

炬形 〇 %

次曲線 々 必

三再形 ノ

ら=%刍/ /くd とし 、続形 についてy z a =代, ヨぐれ=,れ

M,

(Kc/s 代Z)2 二3乙 之a z/(/ーい (冬/)

双油課衫ほっし］では ,Z * =k , ふ N*dz = d 』て,

(Kc/gkz ) d 七 =ZN 义 d z ノ( Nろ一b) (Nス)

三奔矽匕つレ)でほ ぐ』 '3 乙 2 d Z = d h.で・'

(K c A kN)イ 七 =3 Z 5 d'Z (N 呂一b ) (N3 ノ

これおはすべ、 丁封建分液る部分分敎は竦<二匕仁 Jって滴分する

こヒが和耒る6二の泰0河環断面の形Iマラ寸して七囲株仗積分式公 

得・つ肮る・万ピえ成泥彩ヒ々由粽形Xグ中!STのおのに•相当するK 

=ん。るらは 0 二"/t.2, h=/^c. Sc = KM % ヨ…覧

耐式から膈d七=Kcれ2 dt1-(幻く之/3)な均』れノお« 

次希渣艮裝躬仁はd hは興还あるガら a d「/冬［く 、Z = h ’治d人 

/(歸れI察"相采Lて分母をIくくを称して、

3 Kcd 七 /系 Kn =/t 4 d h / (h?- C Z孕 ノ Kc)〕 iE) 

Z,=れおよみ• 3 Z?Jz =』K匕するヒ

/く C 七“ 1く2 = 5z 3」z/〔Ng-(察/奴)) *)

へ&4〜

HiUSch の i 11 " 3 Aん I tbtbbrLonHoTL, /&Z3、 P、//) 

7)\ら

づぐい/〔逐一 (%/KC)〕=-(ん占/く')｛必)Li,〔 (Nq 十 

！くあ Q)/ く Z>- Iく')2〕ー 7<デベ 5 〔 VT NZ/(Z ぐナ

Z ■) 〕 ｝十 CJnS 七・久’it.

ニニで K = ^/bf &= _ 焉 / S ノ h>=/ ,散 に ヽ k = 7^：

K匕Zになする辰を代、しで

J Z,dz /( N,- 0g/Kc>= ー〔Z(% 彳//く c>レヨ〕((名) 

妇〔(彳/心)％十し％%/Ko )なナ［箱/KC )为 了/',

｛ C も /1くで "- I % 自 1ゝくい’73 ｝ 2一 k "州一’(ZT <$/k 須 

/ I い舞/J)々十(彳/奴)刀))｝ Tぐ聞Sてa R I二 

で二也=r, % = % く なお

CひU但土项t =〔え(鴻/Kc)乃)〔Iみ)/)I〔W/")% 

+ (験沪/" 、ソ3 -(策官、め)/

(/ぐぐ)々3 r 十 w "卩 ー/

(た〔件［い)リ3 / ［Z罚％旻)彳ナ(頂ノkc>名))｝

I % 3 /1<い为=金’("ご)％ f ( %。ノ“)％ = ぐとず套と・

(z Kc a AJく之)七=(%)£れ 〔 ce十艮ぐ十&')( b-a)ソ

(く ー丄广(b七&ら寸a：)〕ー w t &れ一/ぐはぐ/

(z & 十«)〕ナ <3" そ an 一’ < b / く:2% + b)！ 七ス g)

J走他ド术 志八が洎去 を灰ると臺永曲強:の 国永 測 の弍の 誘•尊は大％ 

節単バるる。

地・下水を令む河道貯濁式 貯汤弍から d 1գ は箕てみつd£じ

=s k 久 Iが一/ a/t=KchRJ七 矿また

t =( kz /« c ) ( H.い / /I R ) d A. 3ワ)

て"’无?«^b 〇

(S ~ K 、二一/の蔑含の0は(Kz /Kc ) ■= Cc史する匕

七二心J "れS_R- / d/x=l3 /(勺・一J))h’氏十C〃兀S ～

た6 ピ&独七=ひ



のとき、れ=h’乙 に。ハSta.71七=〔Cc/く S-K-/))れs-R 

おot 3

t - Cc/( S-K -/)ch.^~ 代 s—R) /£)

(3 一尺-/) = — Z 摩らは・

七=Cc 5： ( 2 比/n)+ Constant 二乙いI( h “ //i.)B) 

-の2弍はあうI歩そ易合〃つくし、かつ忽衣づらカ馬入”、終つ左 

猿う隹竟持刻tヒ公ける河"晅何涸我裏に峑く屋永水位・を与える。

己wの毫は誓鱼h.,匕hタヒでほるく/ひヒgg匕であ)る二ご刀 

の％。|ゴ河道:貯沮ガらの紀がの初あ刀しー Xごある。

式Iノ J力、 ら

れ=</ご//站、’ノ尺 (3 一)

—浪カ、ら

い〔ぐc/<S-R-/):〔(なビノく C)*2 一( / /戏 淫 } (3/J

ここ«Z=('S -尺)/Rでそる.

(5 - R _ / ) = -/ の:し てD

七=3( S-2 /R 5 1I 〇/い し3之)

すだIマ示［.ら』う匕(5 —R >成正常•我・態は於いては一弘 てあ 

る。瘤数Nは故K負数て あり.弍C3/)ヒ(次ノと吋河萱貯湖小 

全く岳くるる註で.匕奏オる財間は•此下ポ応出ガある埸各には呆 

浪大である二核吝示す.

q g

Fig 7 Cha. nn c- / 0 u tf I ow 白い久 phs d レレi 切 Re e s $; 〇 7,ノー 

with. A. nd tv ； "f /i 〇 〇 / (7 y<z u n d - Wc(, te v Flow ( Eg(Za九、- 

〇 hcm s 2 Z 久 nd 3,)
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F 博、9 - 〇 evni ;r}ati on s e 〇 f @ レ face

Run。" Ggph

Fiク・7は二女。 K2ビ ら= m。ハ。〇、。「。k% 直方・托 

になし弍提/)ヒ(3/)を計算しを退水期の河鎌恭歩ケラフを示戒 

二以ほ東部合象回の河城届度％るり高いかO約3クク甲方7?い住 ク,面 

祺の典型的潴域の旭12 1まほ•相当するもクべある,Fi$, 7刀曲離は 

次・の清条件を示す,

汪減水曲線を示す。

曲濂 式 窘 
"S ん

/ N/ スリク〇 N"Q ■

N 力 Nクひひ ノク〇

M N / Z 〇 〇 〇 フ"ク

号 ユ/ 7 0 0 0 ノ 〇 〇

2 / ス""つ 〇

& 3 / / " 〇 〇 〇

Fi多、8 は河・墮漩由の初あの し一X歩 ノ 〇、£> 〇6 乃至 ノ / 〇〇 ぐ］s

に対する從下”氷灸彼 D 6匕を1 我3 / ) の同一条件)そおける河査貯

F1ま,7 から次の二とか’う力、が”而る。すなわろ’一定地下水釈 

入ば膾ポの為りに於ける河直張混〇｝皆無に近るらめの有间を大にむ 

止成しゝかつ愛米曲詮の基襟を地下永杰バの全 当初斑出しーX 3り 

R对する比(に宜ほ・比刻して«申はすこヒづるるG

Fi［、オ は次の二どを示す。す再わう地下永為入が・媒"' 、Eきは 

"へ

汗起,南湖の皆呆なある或での屋水皆譲は•或時両の役には、実甫的 

の目・曲には返水期间は-・定で、カ、つ何通書润か ちのお出の初のしー 

卜に県溪r株<あるビ板定.专措・宗ヒ大しぞ相隹w恭い二匕になる,, 

餅扪的 の取村か らセニニにボLだ例が うり 地表 あズか 格つ丘疫 は河 

蛍貯箱か金く皆覇になる 七あの蒔囿u,の 一天地:末氷宗、のある 

に苦も夜は［Z)地K永添、が應いヒをにも顒似で"あるこヒ史禾す。

旨戚に増术期间に多夕・の地下水密入かあつ•どのし一 Xは一宾で 

は巻い»地表流へか•終っな彼<7j巨木期口は电玉水条入のレーKはお 

おむ归减する。企かる爭盾のFだは河萱添出び当却宅下氷翥入し- 

卜”、、ま左す平K/地下水京人し～ 1、匕第•しひ値に襖する石切の蒔固 

は有眼であ為, 流玄k - Iドが’初めの地下水流入し～ ］、代寿しし)就出 

レー卜は德し在彼にも曲表み卞に基く装分の河蕴卉油が残る.’河直 

對う百の原が’比衣旋下であっこお地K水をあってむ,但の采件が、同一 

るら阈’東出レー卜Y柯の形1響む酒い。を机飲ピ盗虫しートが初めっ 

地ド泯杰入し-Kビ善ししI俊に復しそ後の宣永沃況Jゴ・她表流:Ku 

基く歯フKが処がつぞヒ［ぞビきと正確に同ーさある。二のニ 比は 

Fi@. q く釆しこある。爵刻七、 には寿通,東・レ～卜・は当初〔八で 

於ける叱下水読出レ〜卜 ゝく同匱に復し之。験a b浦喟水び憋ら夸句 

っをどしろ匕芝の地・卜水力ヽ らの河"直.肃ホ」ー卜Wあるa

c やける新道.药渔も可置東出し-卜る公に於ける匕同・ーであ 

有かわ あI 4』I§孤义とを蒔间"演隔’匕 ち"前方匕畧•効し丘ものヒ 

県ぎaい,比・下未を除去•しら地表表下ブうワの府间" 基凍は哭肉豹尸 

吋9で或は 匕 に尋しく叛っごよい二匕日なる。そちしこの鰐求y 

次のよう夜御］浪に後ラ〇ずなめら河趙飴面從つて万・置盼淄昼の容德 

が痔刻t/に於いご正話である擾佥日のみ厳格は正しし、 し分し普 

通更られるよう|マ時刻じノにあhあ河"碧貯粗の咨禳が・為刻toなお 

ける沮日の相当•する水仞に甘してよりもジし)有らIホ、その暗のx M 
宗山グラフ の・列いゴ地下水攻氷曲なの和はよっぜほぼ衣わさ汎るか厳 

格I々はそうwばない。

ハ' Uテヘ・



U n ； t ーアレapれ 法への通用・ 以上の為果つ或おのは

I t ー矛 t pれ そ ク也の圮表满tK史氓算する頻Jんの守法,の永 

艾考幼基蕊刀工 ヒ童芟・春卸重を琴つ,

(/ノ・壮木水を漆去し左け1しはーづ尸且「れ 貝なす多エしひ時商"星探 

.繼木の不!刀、ら河賣泉出:か碧水初の此下水米よし一卜と回通 

式徵オるmw・う圣匯労间て"ちそへ芝二とづ•注,悬さ也る〇

ユこの玲画筌兼は他の条件び同一ユお河重匕池下日<、宗,'かある 

口 合に は德々の强度の着火で対して一表.てf為 い“

,3> 同一流域之複々0聲而における同一河更就出iレーいく福左寸 

る河"起号润の容禮セは大芝石:須化があるニヒが•糸された。

こ同は W a. r ev - S^pp ly papくレ フワニで示艺凶左各 

永東L丸•オぎ站分ブラフの沃長匸再Hうれる聲粛I二つ.)てb正 

しレ、 〇 二の单値何"堂勇沛匕おける变化は痔yしてはノ 〇ク％ 

まちはピ此以上匕上,る。他勿条片が目ーならは可益馬•海の容積 

疥’大さ1>ぼ匕也表芥玉匕よ る波形の度が大きく かつ河蛍次出6 

期间カ、・表い。ニの可萱再油の斐イ匕は ”么ナピトー Supply.

昏,peV ワワz、マ示をれたる・而にょり同一哀戚匕差rする配 

クグラフの短化の金却ご右く匕枚大部分を説明するもつである 

をヒ之は 〇ス2州 Or t sde H仁於ける M(JS心?腭し51 

Ri\/eビの瘍る WA feY - vS c< pp [ / per ワワ2は顧ヨ< 

頂上の表量・ZX,各厕分グラフ を全洗愛の/夕％”ら3ウ％の 

同・〃殁るニZと示した"ニmy計算しセ最大^.Mi-Z於いては 

ノ QC % >AX,の袤化を生ナる-匕^・女るのであスう。弛の河・ーお 

1Iビむ 顷度同産溟の 板化か起り,段で旋出 朝间• Iせっし)之ん 砂分 

・クラフヒ岡裸攻双化が噂っを。二Mらのクラフ吋注_食嫁く槟実

し東帆立しち粹雨矿 かつ初あの可蕴雪淄のク”：6のINよつで 

洪没し专わのであるだ"、河・並貯海の変化を考匕入,れ卮い埸& 

の二の寸・袤 尸Aつて得ら庖 る 最复の活果 を禾す もので あろラ。

蜀潢の玄則ば

へ <ク～

流・入 = 流(去1・曲潼 增 或吋一若海裁ぎ 与えら^,を 

時尚々牌|〃なずる流室レートの全电去淡下蚩ん灯する比は,河度野 

苗の各禮・か・同一％二爰る場合勿メは硬,々の夜憂しー卜匕ついで一夫 

Wあるこ \こF出耒有し). Jつの弍の正しさは自刀谷眞に回一室在衆 

しNも疫ら岳I)。二つの蜂司: i二为・してノ,ユを时註し,せのる浇人 

レー I、をJノエ2 k寸炊はノ 荷澎弍は=庠两の将合!, = ( <A十,) 

あ」み ]z =侦〇2十$1)をある,(!〇2/の)の比を«と・<とナエ 

式K 〇支=c D, = C(] . — C夕)でめる。二皿うめ弍ぐ!,ク,Sはセ 

以艺•汎也表袂下臺,可置疑出およ な・河辺药淄の与・えら洪 自殊间々 隔 

の值をある。二 匝ぱある 多之ら也な持岡々隔に君寸苟河遭京,出 しー 

卜息,河盅貞:由が可一割合に墉汨しち財につみ比CW增わ寸る二と 

をポ寸’

二棍ク、あ次の二 ピか•ろしつ、・)ら狀ろ。日・々の出术か(・つづしI七号の 

就・分フ”ラフ曲’ 全翎同・ーケラフ互用・いる伏0ば,各日の配分オラ 

フ坦的回よ水.ラ、ら麦つち河宜西おの墨に依辱する 、こいつる寂で3くあ 

る工 搾符・に正班に在や匕いう二匕である。

一 Eg



へ々へ

3‘板想河道添入グうっ

疑/?街, 

ノ 9 V /

Kob<3y T 5 Horton :の尸・&./ ' Cfian>E し—匕jザ4。・ 

(/»<!几私 4吹•か G—op/q (/スノ。ス 

<P/z - )

仮・想河道乎花八グ、 ラフク基礎

板想沆鱼流入クラつビ必成UるとのはW くの場合对償滌弘グう 

フかう蓉易・N誘塀ず・ることが故まるく窗単忆甘矽日めrz•これ.友板 

遍宛入グラつ式医ほ!7■ — z目也pん 匕邮ぶこNにする.)

与えら股杉河頂潴入グ、 ラフ・、河直流入厌与えらUI匕也密に於 

いて,潴政ビ同疏に始まつヒとして蒔Eセずらと成、,次のけの密 

裸域ヤうしな河道ホ入グラフと,このえめえ起つ切澈故ク、、ララ; 

の前に正しく為•庄司4)であらう" <戸財・ノ ) 

くノ)河道流・は河思流戒づラフカ!!刑剛の密何点Pnで優る。

<" 凍ハブラフ に嚙田プ、ラフの最ス流从の気2於I、 て关通«を 

爾つ,

くミ)河道流ゝ題河茴流出の初めに始まる,

(.")河道:流入グ、ラフと庶殷グラつNのTの面・彦は同一 ・共に金 

地灰流下璽X我町す。

二此ラのり法則は同一全・流故駭匕、同陸だ周一籠大流蜃ビ,ま 

泛実隣Q河直流Xグラフに,よつで生・下るた躬およ必提K腾渉エ段 

5、同株の崎桂を彩クモ.扇形又成悌形の涧盧あ入グラフ/術る二ビ 

友甘能にすう,名場るに於ける績陵ば後で述べる方法でこ业-ど河 

施流狀ヴラフ/并尊する塞礎匕して田いなこ匕で皆房亿検ぜマお 

二と找出,耒石。

尸ノな/の三億形 d b d は圾匚の薩求セ・だ直す。沃占は・直木 

都の笏间耘な ゆド亿ある,流入の風米曲線・或わり/を•リ济吠演

菰にぎ固る。

ベ 5～.>»



y-Lグラフのと克減は澄戒の初田已始まI)う裁まで祈が兄る。 

ヵ丘は面讀a 〃 d域地卞永流驭を舎'めえ旅出グうつ卞の面積4だ 

爵しく互ろズうに採る。略間整親ろ一二 Eイ史ある»ら三歯形 V 

一 Zグうクの演尽高は次の名で与丸られる"

A = b 暴 / ユ く/)

或は

ェ’ = 22 /} /«

こゝで与なワー Zグラフの就高急、の流憂し ート还ある。

索にあ庆巳。髮灰rz埴!えて正乾のー傾鼠の增洲«封珅るザー 

Lグうフは次の:2.底性,M持つ”

<ス)卩ー Zグラフの腐尽は流:'Kグうフの史昇減亿拒げな夜何 

M P/ xほヾ履"時一亿超そ。この溟射恩・マ角形のと』I之よ 

ってほヾ志忙ざ忆る。 くら/孑 /)

< b)流收グ、うフの上昇側は右、セい幣•で盛・制よリ沦急ぐあ 

わが、・河・道流入グラフ”於いては濬］マその 敏对水藁であ 

る。後看eはヒ畀測の傾きは徐々であるのは次の审虔亿 

•よる勿である.地表流下の初朗は応隣而余灘の穴部分は 

地表残凿一星・を.たるため泛實やされ,この浅甬塞nよフて 

地成床が女特さ"なつ せあE。降谊余・如扶終るyその枚 

の间直淤入は単に破表賤滋凄かわ刃み生本る次、残邕痙 

R迎表流下匕滲固との航條府のピのに急激に叢芝てし志 

う。故亿V ーエグラブは急激丘遂下し厄永測の浪きは匸 

辞測の之れよI)名蔻セなり、払づ河直流 > ゲラクの通水 

期間はヒ舁顚间よりあ短かい。こ灯は 尸ノヲノガグラフ 

4 3dビ禾さu(る姐くである。

A3 /•有

Fが ～ EFFECT OF USE oF ノ、/ g仿須

Bonded 8Y ヾ泌吩ht we&

板穗流入グラフ刃礙県形

N億形卩"一Zケ・つ& b d<尸/身ノ ) &久基本襲欢セ茶ビす 

河疽流入グうつの 唯一の泌でぼ窓し、。二つの二次廉京を象視す 

れは’'•基底Rイヒ號氷側挽樨b«イに会致し、 かつ血虫グうつ匕 

同一面.積4x落つ史Z团看a形石v■ —エグラフェしての•々•基本軽共 

を度密たす。流故レート成流入しートな趙すことは米末欧いカ、ら、 

嵐Nブラブの筒さは流蚁ザうフのそnよリJ)、さくせなうなし、。

ぎ危E昇測己ク状耋直であるカ、また住朽上方区演し、てい応け!U成' 

云衫式い。

流Xグ、 ラブのエ扉澳ド耋直ぜある雁破の堤合(奠聯)之は后'、で 

あうう、巳宙・基本要来はa。f dの姐竺梯彩の流入グうつて充 

にざ氾る。樺衫刀ワ—Zグづつの壇当ガ幡/aにすると

メ ニ エち乙R七’ら)ん «3)

X エ七成摄衫ク、、うつの禮竦肯ぐあな。嵌式潴版レートば擬 

犬旋«入し一、ゝN越すことは者いから理の河能您最爪麗曲養大潴

お八



放しーN初で・める.

ヾえ参直高或成盜入L ーNの麥位整切:I丿の時固さ我わし巨V•— 

Zグラフの通水厠の滾玉とすみ匕、

.S = C b — t•伊)/ 万ラ <“')

二>でルはえ耘姑ら溯ったw宙形,ーエグラっの頂素:時であ 

を。

暫直上募の岳眼の滅合7Z・は梯形ケラクは次の如さ商ざ:U 五病 

だ玄庁也ば、技らぽい。

( b + 1衿十、£<う ーも)〕 んノ2 = 4 CQ
政は

(f 一 く砲と尸 / = メ 9

=> 还
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二彪カ、ら最八價荣高の瘁畛グうフの音さ於沃定さ松な 二 5 

F/タノのブうマ Ncf』で示さ以,刀。

=魚・衿m b a x培泌f刁の曷腴・の場合の 箇の渉/痔っし、づ' 

01の7 — Xグうっも下鬼本襲策で売たす,しかし翊萤流人は蔻數 

て食殮度で始まることはほく流人グ'ラフのt<側は筆直で成掠い 

V ～ lグうつの最右超 リ得わ衫は三角形ブうフ刃b m最・爪様 

泌グラブの頂恩ビの国の爾・列がN頂,藏セ特っもの还あ移,ヴ讥ビ、 

击司眠の三甬潞匕梯舫の平肉は盜人グラフの犧ち可熊なまちは豪 

若普通の豚では行1ゝ。多くの流)、ケうづの帽究は阱兩余的の単一 

虔統明でよって起今と辞立封しては沸へ碳穎な陽单糸三屈形く 

ド/g, ノ & b d ) yz権波レ、 早<の場合ごの形は族達のほnん 

ど顆ハあの匕して用・いら以协。

只ヒ成べたら浅戚潴城配於け力康一湘固の降雨余氣)亿ユリ趙a

の矣

ような正幣流取グラフビ通用"さ灯る。

二瑣商思または涉数の塔式の場合に寸届穏米亿妃"ヾも祖芯同遺 

流人グラっぎ刎々N沃めぎけ)】し国掠わない,各增:K亿姐-才カ河适 

凌出壮妻くの埸な磐昜)7公燈する匸核太、江乗あ,

そUIは•泳一磨末の新分!"Z竝"する區氷陶後段カニ增水泰始まつた後 

さでつ弓・くびゝ,井二盛次に対・ずる退水曲映壬井ー增水まさ/ら ‘す 

=とa得うHる。河直洲涯の曜ビその流山匕の阕裸に布•看共だ岡 

,流出しートえ対・しては同"であるかわであか 沖工增灰のク、、ラ 

フEかえしマ分齧して括が灯.、かつ栢海す多潯眩菰入ナラフはそ 

职かう央定さK而。

V -［グラブは潜を・測永祈・せ松片る增永の初め！2•始親るニエW 

注・慧さ巾なけ)！!よ建ウ点1\ ,こm ・板想俺入グラフと呼ば、mあ鱼 

由のーつでめみ7コIIは盗此が趋まつ杉匕きに流人が始まるよう 

え時固'をゆらレだ何盧流Xグラブであ勿cそ此故二此は订遣履動 

の聘訂とし、ラ卸.御友伺題・消去する。業取の流入グラフば切・訴五 

っと某<始まりまた早く佳あ。

流次グうつ・成汚・菌貯苗卫よって疫セしに祐适渝Xヴ'うつセ示す 

水、’この登水は河匿鶏1澄公狠日まえは減大杭に物督セ耒たす点で 

は始ペ以有い。y~ — zグララ内阿直潟・浴がすべて廁氷淅のすぐヒ 

流の等水池だ须った二と匕街果ー亿於ては同・広でああ。ただ、 し歌永 

沌は実際の誕萱期尚匕と.奪なめ公屹废水に时し同一建壅ビ同一永 

欲一流我阕添を将っちのでああ。

V -エグラマは正.しく肉道流入の推移匕曆め虻禾すは熒踪の起 

’態は禾ざ质い。二の二ビ・赳V- - Iザラフば河匱流Xグ、 ラフの曲傑
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流水グ'ラつの形の溢Xグ、ラフの形松茂漆、す藁"響

正幣の淹区グうフ直三角羽Xは濁形潴へグうつから正・礎に再製寸 

君ニXび蚊萊お状、 祥而殲薇の慧賞股也成凍双グラっを1E幣でぞ
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じ、 がフ旋人,グラフ直三淋形な杉貌彩では密く液有二と.は朔っ 

刎である。流人 プラつ刀形&流教グ、ラクのWの 成咬であ 多。

F /’須ぜ匸盗人レートお管・如七ノ匕七Nに已宼菠のあるNと之禾 

す.線田ピ+ ◎ 云艺のW部於流戒グうクの相点寸る各剖に水枷寸 

為順料・指っぢのかケ成みようえ帛 < 匕•め・刀浪ば面破Rb c d 
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ずう寸•二以が•母遺流入グラフえ最も匝1'质似形gあうう。

曲球縛グ、 うフの次り亿W角形を用いる彩響

実際の河"鱼流入グうフは各川区域每の曲線的の地束流下グラフ 

から成っていて曲・磔的・の族齐セ掩つ。この眼界緩ば三第形また辻 

捽形からは殖分离対ていあとN冷:尸ノ； 3 かり答場だ見られる。 

髪應のグデクは&で始まリ«’上逼りイで怒％。そして三清形Zヌ 

&榛滋グうフめ岡・一画獵主将K カ、ク河遂貯満蠻は流出,辰にクノ 
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三笛沏V■ ー ノグラフ乏博と核・忙舁朝IZ財する河首朗7湖•2.決定 

するため忆,上.算の貽め疥ら直次一系旬の時・茴间蘭上東リ<丁")e 

ノ帰々)z凌永胡赧カゝち驭して与えてある,差<橱sクほ与丸う 

れヒ厲劾に於ける刀道貯一食の瘤加［し一 xである、,をしてこ狀らっ 

しートの悠画な福の婚めと修リカ値の平均<斓ん)亿普周々隔史 

乗じ、てくこの場合は3んクや秒)友丸ら"た特固・向隔だ妁•吋る詞 

百瞥通の塔加を与える.この增加・の讀質く埔ざ)かわ匕昇の帽め 

から項恩までの在意時刻匕时ヰる全切堕財淄蜜が、得わ|Rる.漁永 

黒に汙しては.、燙永グ、 うフ下"の直機積鼻の方法が用l、うれるて匕 

ば・先色の齡・文に靠裁した知くである。

千［'; w 冽 塲

戸ノ’彳〃 に・線还上舁期" の河"道慰淄の進行をポし、又同図の月 

に示しほのけ、上昇朗ビ下癖贖に对する河環節湖一流出しート掛 

緞である・河・道貯滴は履圧曲線の輸苦苞寸乙ビがI注盘さ”る,寸 

なわち同一永位.は对し狙永期より七,上昇朗N・対すわ河萱明・曲炭 

大であり広プ頂息で最大に•凄寸偽.

流出頂点附誕下は河間貯游尚上早期にも返永期史ち养蘇萌には 

導しヽ、。もろ一つの河愛貯湖曲・線の洌は彼の网に禾してある,

河道流入グラフと河・處や満流水、しート肉保かう河道流^グラフの作製

この固題の數最的無折についての次のカ法日、听直流入グうフ 

のすべての畛匕汗宣野潢一 流・、激係のすべズの・衫ゝ及な:、同・宣期 

泌と澄なと刃窝添狱虹舁鄭匕也米期と！2同一で近い場含でも適用・ 

する。凌へグラつ宅旁時间々幅とW袱分し、 この時間々隔ゆ始め 

ビ終リを表わすのえ/, 2 ・附記し、工.夕, 〇’をそ肝诺圮流

入匕、流必レー|、不な、润墮辭潘めす?ax’次の貯苗式バ、与えら忆 

る.
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計算した诃歯流・グうフ艮•尸ノ‘ケ々に质す,このグうフの铲算 

は,丁久b/七/ 亿禾すような•ひて存つ匕、

湍必頂気が蜜ぎ杉馆には、<C 一 6ノ )は貧ほ苞るこxか注 

賣さ虻る,訐尊田、河眩流、の終リまで行わ比るに、邇当反面瘦擊 

淄一 流欢阕係を用・いて河道流よの終リまで続ける律択ご、Wる。 

喪永蝴祿の計算｝2は、6つヒ凌い時岡々歸・皆匱闭I、る迥、河虐 

督溜彳(3コ)ゆ新らしい夕、イマク、、 ラ对杉られる。卩フ マ鏡く渥水 

朗には、 流入Wクと者り、玄の社貿はあ筆ヒなる。デ< gd)の植 

は前X同一マある»

皈蟆流、入グラブの榷立

皈想流入グ、ラっが•正健に髭状肚ると、そこから二、亿密べ匕方 

法 0 精務陀流出グラワ芝再製すあことびょ耒る。しかレそ此舟 

正遅でなハ、そ讥かラ計算しな溢ベグ、ラブや、実剰の流出グラ

へg ?へ



フX j•致し田1\ぐガろラ,このこビ泛尸ノ・タ /N,示してある。

回に ノア3ふ毕ク日の〃e〃 ソ方«卅 Xt(Z co. IC於ける尸久/乙

財兴火の洪・の萸測流火グ、ラフ芝年纏で示してある.生に米べ' 

な为戚で正しく誘暮し杉流、グラフは三伊肠/。 Dで示し、二死 

から針算しヒ淹出グラフは実・測ク、ラフと貞く 一致している。三魚 

移人タ丘或正しく攻い"Tーエグ、ラフす時间基怪は衰谒ざ'•頂液日: 

枢<適ざる。そして二义から一針・鼻しほ漩・グ、ラブは実測グラフと 

ー玫し&い,

リーエグ、ラフかわ流・•出,グ、ろフの計曾は、流Xブラフを/芥鳳した 

ことの渾反る豪返:少しぐは枝い。せ讥点元永・ ーエゲラ フの誘違 

亿舷ポレを巻ま収でliぽい河匿貯泌の或对係を石会辻业る。傾気 

永位でば、 洞萱貯湖攻をワ瑕大禎ま杉はその咐庄た考(丿,がつヒ 

界朝中の河直斯湘の金損障X肴’りづ,ほおぞ山は盛永期中)c超る 

ベ、き河・歯貯溜の笙减永をあ表わす。公してごバらの=フの蜜改善 

しく母ヴuiは:、苞あ反い。v -［グラフカヾ正確え浜淀ざ叽るならよ 

これうの二つの璽.は釣り合い,かう計算しぞ,流故グうフは実測グ 

ラフ匕・-・改するであうう。次、レーエグラフが、正しく決定さなマ 

いないとミは,ー輙に并置しえ流.出,グ、ラつば、上审郞と)M永.铜と 

亿好する洞道蔥诲式鉗合めす.ヌ・計重レ巳グラっは突測ケうフ小 

ら密ナ"蝴だ质寂附W匕涎氷期ヒ泛之うで杨るさのに炫る,そ約 

故rz•正しい河道流入グラワ旅時つる凄由' 壮、v - rグうフセ根© 

のた申いヒな基ホ髮炭の处匕、でれ旅ヒ早期匕価永朗ビに対する 

河道貯溜庆哲I)合わ坛炒わは齿ら反いビし、う、ちうーつの麥ポ会 

あゐ,

成浜旅下び格った派の河恒慰湖は.流・グ、ラフの形のみ之よっ 

て決罡さ胞、板・定し氏流人グラフでな無密係であ.るが、,上扉期に 

封しては同資貯滴め永世めの阕係ほ,板定しな流入ケうフと與測 

し匕流・グ、ラブの粗方に依持.する。(河道融油十濾故)=俺X/ 

矣〜

ああかも、喘入ゲうフの誤差,戚、E昇期亿対する河趙即滔ピ・世 

密孫)z族始を朱し、その指栗応尚濁は、こ風かし誘ゆしヒ河覧賄 

淮匕水也一流出、阕添を用いては,流!蚁づ、 ラフの退・側えついて 

は釣合わ甘いこ、七ほほゐ。摸名オ)Hは"、流入茂代流・ゼゲラフの下 

の面積・は洞"並収谢一流«阕徐犬、t界期と晅永期匕エ時m正し 

し、めき叱のみ苒しくjT 〇 、状つ彼定レE流・Xグ、ラつ厌選の河直袱 

入ブラフであるときrz少み上昴•鄭に坤してこの漠様は正しいで閱 

ろう。

饭想河萱流入グラっの油用
"ーエブうつの彰くの宾験的・の盧用セ樁糊え論歩な二匕はぐき« 

い氷、次の事が急丸お。

くノ) 滇の稜動時同の決崖一地漠流下と河道広虫、の稼動時间、 

ヌは眾大嘗雨・發戚x最治河覆施戒の起牆Q産ば阕して成夢く 

の瘗推扶あつ杉,。この時圏々隔は村部分から成,お。

:<ん)诃直浇入の度皿或は最大障雨殖度匕審大河道潴xの 

起府の陸。この時・整は地泼'浅淄礒のあ永勲案に塞くのであ・克

く B ')列整程・動畤慟我,垣最大苟画添入と出・nえ於けみ最大河 

盅環涌の超、匿の矣。こ恥或主yして水理孝知、龍田Kは成動亿 

よる河"宣河の永の彩動時苴でおる"(乙)河萱貯溜貯水の屋 

れーニれは可宣貯酒に塞く着茉の已めの達世ぜ、V ーエブ、 

つつの風馬工同道流出グ另フの頂"髭の起琦の适でああ。•従未, 

蛙二illらの钱・分・分高司るな、匕かでき度かつヒ垣.17 ーエブ・ 

ラつの桟用で分离セ司能I忍すみ。

(N )地表俺下つ洼;則一地液流下の法則は洞獄の一为の馈の窗 

单ほハ、区域治豺・しては、流不曇與験の埸合y・同株ゝ已して地衣 

盛'下履M廁担して窓躬史決定すあ二y状、でwる;ス姦域で、 

僮々の頓斜^、地卷從下の禮々の凍さの多按のノ・区域む、b成 

る場・会z於・ける法則の決定は、区域爵の辭通余剰'のブ、うフと

厂yクヘ



共に宾唉の俺入ク、ラっが磨ら此る立らば、達し復等ごにであお"麻 

域丙のな蛟绥の・薩前余・剛グラフ龙術治ニ匕は、1W耐データー匕滲 

透デー ワ 一 Nカヾ充分気浦しくいる依ら或可能であり、ス摩爾’条荆 

が、美:隴她憲流卞建"之号しし、ならは、'、 こ恥からの流・我磐爾が将らn 

る。二つのグうつ疥二次の卓/決定すな乙匕が、でさあ。く ノ)电 

衣残槌遂(» 地・税潴节の滋則(5)地殡殁:酒!z基く時冏の遅.岖、 

すなわ切最大检環愛成匕最大同道流よの间の時阁差..

く3丿洪太辛報ー词"道流泌グ、うフw河・道期渔のた耕に疫攻さuし杉 

斷盪価入グラワを示すハ労板惣流入グ、ラフは添入状慫セ考え卫 

入记そ上の決・予報の商軍坛方法セ支える.列えは板想成入グ、 

ラフダ、理在ある状館亿対して決日と此みな・うよ、、己屹に粗あ 

する河萱貝す油グラフ匕信びつけて殁つヒ沃態の下区終る決永史 

滸しては、 夷正,し匕诺道流入グうフが,施域丙の建々の蔥|7.つい 

V得う北、 こ氾か

ら伺偵野凌阕保匕阕塵して粗応する同道流よグラつ芯次見すa 

方・法城嫉め叭る。

以>昧合ZZ欠/たーaトタPh, 〇,佑次一仮想液・、グラっは、任惹 

の碑旋博间と葱漢 ビのりスノな一 伊-夕/Vl)z粗松すあ阿圜流敝グ 

ラブW正健に旅谖寸る直棱の为浅セ与える,こ!Hから増一杉グラ 

フは宛刃聲漫の峰同た招ナる流出グラフを決定寸ら""七- 

タ卜の々と又は酩分グうつビして用いろ此る。ひ”はープ％"九 

はこの方族で波值碧)皆力在黄の星は対い 又当初流> ス或地下" 

流収の従蕙の皆ZZ対・し・て尊か担お。

へ在・へ
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名・河道貯溜塗による增'氷頂点、のイ氐不

R 〇 be y t E. Horto k '" : Flood- crest Yeciiiction 

by cfianne | s"toy &ge . ［ Tv&ns. A me K 勺巳〇卩礼s. 

Uniort. 13 4/•以2 クー 33§)

网造為虫ブラフの担核し隹の茶伴。害ポの車水曲練寸なわら河蛍 

飛出ワラフは充戚の面源に甘寸る降兩余痢のく・、 地点:残苗臺、 

(/)河・适貯渔臺匕によつご茨芯されぞ形を表わす。降扉余裁Iブ’ 

ラフカ、ら河萱凍・出グラフえ將專するカ、或は少く二む二れから垣 

・阪的の眞煮東出 レーS!、の犬挺在厅うビにid・多くの涅由か ら堂よし 

いこと己矽る,比の論文〔I)で函べち做想河遒お、ブラフ度 

潴出グラワかる(え)厩起河直湘入グ’ラフ、(い 河道貯溜の特 

建・特)二原点時は冷1-)•るとれを容易・ |て共超する二yを可能ならし 

わる,

降雨データカ、ら旗蔥あ出レートのペ起!マ阕鹿して二つのち玄が 

和用W Mる。

(J) あ一［エは貯淄式W貯遮•っすべこの 矽 す会わち河鱼貯润" 

ヽ |)V 〇 〇 r K e e s v)11^- N 弓 w 丫 〇 r k

さも炬表•暮営•きをは所肴残|之三あ岡稚ビ通南三mる匕いつ孝展 

>-眼る"椒亿猝想何妲荒入グラフ宣寿之ん商様の方丟を斥［いえz 

とか云「诡ざ、 二 壮む降雨余剰グラフな昼篷適用 し、こMm、ら河逾 

秀洋匕此表或沏ヒの貯海特’座を泛ハ•ニれか分あと珂］の留两余剥 

匝に到する原荣寵衣レー 、ゆ去定,に画用・ 寸る二匕び出釆る。

ゝス) V -］’グラブら醉雨・条刺クラフ匕かり他永後超五初采艺分 

隔する。社うするヒニれを臨函余知クラフW庖宙しご河遂添入ワ’ 

ラフを舸爆し・かつ二也が内河道耗次グラフ象はタ<匕#頂点レ 

一)、刃依下:2し誘尊I ノ得る.,

二・の後の方※は也表猴苗の骑油と知遣貯海匕の床用は二つの異 

る降而に於いて同一ど春いて匕刀利馬びある、 この岡る七は、降 

浜余细グラフに河查潴出グラフ匕の向の阕樑はV -I グラフ匕

〜クぐ〜



刻虐［充出グラフ史Z回の何棵と芯らく一致しない二とになる。= 

の論乂 は全訶二の後者ク負様ほっし)こ威,ベる。

貯海式も、ら同一群而余饷空.伫対し•二つ〇挨•血し自記戚mらは 

同一和域 冋の 二っの異る・却〃く切•では 河趋表田ゲラフは 河進 貯苗 

の特此が同"様・ごあると芝はのろ冋糕なわのは有ろ二とは明らづで 

ある。同探は同一河)11匕剖wく沱ぐ於ける蕤出ブラフは洞・這添バグ’ 

ラフe同様ぜ・ちるをらは司一ユ％るごy匕るる。

冋株の 庠雨余痢 型 匕同标の 河置貯洵 特,隹土持つ度・也:しさ 蔬成 の 

河逍潴吹の直く秘・ている倒13•中天.Meレ丫〇ド|く州に於けるノ う 3 

8年タ冃の沃不で示される。 巳’分 1は穢々の詞・川の姦出クラフ 

を示す。

F咨1つ(/) ^

ハ

F・ ノ 勿(2)

Coruut皿K,/!线丫 Sn pbe | J、n.Y.
C/Lcnw比g R Cigt«わ応 N 乂

TlDゴ久Rjie久'rEvwinS、M.Y.

ttE______1_______ 1________■—
Jレ1V8 j刃y? 'JoN泌jレ・〃 jレ&々」ひly/g

〒・

<T山ug h" 〇羿•R、|庭 K N、Y.

4±J__________ I_________ !_ __ _____ !_________ J________
、件 Julyウ ji/% July// July// Jbiy/3

Fl(5r.1-HYDROS" DHS OF DISCH A.R&E 汀 VA RIOuS

STREAMS、N’丫、STAT E FLOOD OF JUL'K /~L

ぐ usqueh 仗71 仄 R?To 
’、令、iヤ久丸市！. P".

り

ヽ/% Sgレeし仅・ 切

Q
—2〃C

< ヾCCRe山久R50 ・R. neay CRe/i&q4

R.&JI CreeK, Owcge Cv K およみ Caya/a Cye^k の充出 

グラフには缓嵌点担以小見かん.まち「、 〇けぷN とタ幻R［レぐ丫と

C/len•ピ尺タ" Rweド 匕0河樣こめるが、 宏の三つとば兴存る“ 

般のユつの洞接出レを克戯を畏く彼そ此泌,无瘀 歩夜 例斜零を

FI&2-RELATION OF INFLOW-AND.DUTfLO峪GRAPHS



同療のこと企 NewYovk.始• CReiit。几分’に於・けるC fle/nひn 

步’.Riv^ビ ヒ Peztnsy li/dnia.州の 丁つル 2 れda n ラ冬ヴる Sixq 

"e J& n h•角R i iz d二ついと t>夷てわ為0ヨろN匕泌丫" i く州 

PドRLisレi丨丨日 〃於ける Se Ko y ； e こドe日くと向い川の 

Co I d B r 〇 〇 !<はおけるEsopus 〇农kむ互な血挨•し冋席の 

鬼形であるカ、・・このポマくは於し)て泊ん匕同一つ洞・鱼龍出グラフさ 

示してしIる。

抵入ブラフ吐表出グラフ匕つ囲樣〇貯润式は全泓水グラフてつ 

し)てや 互万ばn勿い・づ固の匐分についてお 同じようQ価启さ也瓦 

と氾改)て迅2くづラフの僭ボの初あから洗出席照,ずるの』分〃 f 

双式を食用する:zヒびル亲る。次rzよへ為方去は表出7貝景時泪・也 

で起る最大有阊貯澎は密するおのす.比をの瞼或［】］己逑ベ 

を方法をあ入グラフがら夜出グラフを计鸟する于燃Z谷しIて、尙 

単な方まw河貨貯湯による紀,7W只悠卜を噩附に次足する方法a 

つレ)ごの考えに基くものをある。

Fi义、 2.r2於ける义b dぼ拘道盗入グラフ,8.ぐダ曲与えられ 

と他鼠、は松ける粗五する添出グラフもある.T家 二最大贏入レー 

人:b =・河車流入の崎冋歴線七 t；=河道形へ原呆の•起時。, 

七c =河道流&頂点刃熙琦和 七ノ匕tc h•は疝出の刼あ疔ら測 

っをめの; &ダ=ゑ人兖出しー卜:令§ =基底流え含めろ全出 

水咨技をある。二汎は责入グWつ勿面族じt)贏出グラフのに現匕 

。共n目ーそある、$ダ=嵌大河覚貯溶蟲;妃己=頂鼠府とうま 

えの全宛,出匿・ C =虔取時・まwの室兼出,豆Qcの三宵形/QcピV 

狙なる比•答祯はす、こ同一単位J列えはC- f,S ーイ"£ G衣 

わ之〃る。

F iダ2から

Qs =( b I ダ/ノ )

また

ヘク・〜

Qc =( c Zダん/つ)

ま丘Fi小2から会河迫お入二Iダのtc時ヨての建は.. .

匚・ = (blダ/2)ー〔化ーtc)れん)

貯湖式から

匸I多=(Qc十字)

或は

(b 1^/2 )-( b"/2)十(tc第/コ)=〔(或 

幼/2 )十& ) :

(b Iダノつ)=((?第ん)ー〔(/ 一じ)亡Hダな)

十Sダ

(弗/頌)- ］(/-c)机/b)(‘澎/邛)十(S〃格) 

=/

故に

〔—(/一 c)Ec /b〕(彳ダ/ig'J + ( S«)T

(〃｝) = ［/〜(/-c ) t c/と〕ビ寸ると e

(彳ダ/")=或(/一知/饥)) uノ

三の式迁於入グラフ疥分れば’東出房海匕藏大可"賞罚淫蚤および 
Sを洪焼,する二匕が、 出恭る。

丈しN) の通・用•式Iス)

(彳 0'/1ダ丿ー〔ア(/ 一 £乡 / 冷 ・ )) ,

は次,の葬々<2?问應に河して河萱苗濾仃よる出米頂.森盛ドのボ定ヒ 

癒用する二匕"出不:る…

づ尹〜



()ノ・他の歩:水の臺水曲・探冷利雨江れる経合・の与えろ位だ痢水原は於 

ける乾ポ頂京の夫思。

IR局一河・)］］の也ゆWli氷沏"は於ける出Wくの車水曲"誅疥刊用をれる痛 

会は,与"えられぞ也抵伫於ける出术頂玄の永定。

(3ノ・或る河))］のー蛇貝は於:Wて同水昭錄び瘫<匕あ(鬼绑の似,医时 

止の河川では氏水豈水㈱、謙疥ある腐合は.該他蔑I々芥ける出水 

旋歩漫点の次灵。

式.(久)を以上,の塲合の何れがマ直商するのは次のe硯が:既 

柬である。

(刀・河・道花入グラフか利田し徊ら/II.あと寸る二、こ・

宓ノ・最大同直第尚•豊式は最大河・首貯滿置.つ全地表城下量”オする 

火］Sダ/饥)。 ^ ^

ヾ)•頑スまでのを出の三宙形a•こじc.Fiq.2)iマ为する出ぐ,

&八乖入頑点琦& の洗入時向基謀bir无ずる比。C匕(J/b) 

疥•文ら竹るとc / 9式からデが犬定W的・る。

0)式を次木頂※修下の冋題は画雨する二との灾用,也吁,与 

えら汎な亦!”1と氷ボビ|マ通弔WM/、二担うの戚が•(•’次)同J明 

点の測の担水のデータから、まちは1#)同一財))Iつノ也の地馬浅 

をは近淺する河川の虫犬のテータガ、ら決毋を皿る赠岌によるっ 

をめる.

(£ダZ) , C .およな(tc /b )の應を次定するため/で 

は次の以糸件・り对しここ归らの窒を犬老し在け迎はなら存い。 

す有・わち・

1/丿•同一河川Mの冥・る割永初に於ける同一育無本永ウ如・して

(De Lw^rc Rjv”、ロ;小 m 〜A)

匠, 秀ポ池う、ら汝水しな人工出ポiて甘レ、まろは同一河・)"の 

翼おる剖水湖"れ治して(N 〇 /tK P丨a lie R j i/.Y、rす 

7)〇

日ノ.咐血のあ威r7於ける同一出永(/クヨ 4 宰/Z日の中夹、・： 

NeW-Yo Y (<州の虫水・丑专 0 - /N J °

(約.同一測えく洗な於け・る別の月氷に汚して(De|@W&Ye' 

あよみ,Ge- n e S £ e 尺 ii/op)。

-<nのグ寸へに灰电合べ池下木.武出 まちば当初•の河萱药 

说のいす项事の基反兖|ゴ稼想河磯流入グ、ラフを比軾するぞ 

めの あ出グラフ/ まをは也表就ドを得るモわは凋去し有 

けれは衣ら春い、(計舅は基低充ま若は他下氷溢・せ将右 

<匕も行ラ事・が、歩未,る。ユ点を疔えは基族杰まちは也下水 

於出・またIぜ二の棺方か•穴定Wれづ・賀流入ゲラフするめら 

▽ ーエグラフ中尼舎よれる。)

河・适舟営の武吳を験馬する目的て旋出グ‘ラフの承※郭分 

が・&明合IマつWV- Iグラフの市衣で汗算Wれ•F；g. 3 

ー ノユほついご更るビ寒測と訐算杰山庾总匕は司"るりよく 

—致甘す::匕を禾す。

計算・竹っを寸ペての彭合I恐対・して表禾しをテー勺は 

TablulN禾しを。捆

T[~
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Ta. b le 1

敬々の憎氷rZ的寸るf,(侃/り) およひ他の因・子の鷹

Flood
(！丿

(S*5)

(N)

W/g)
(3»

臨

S

’上17b)
G)

P
(X)

ピ

(の

Centra./ Neu/、し・, Ju レ 8、/ケ夕£
.

Fall Cr^eK, Ttft*a was ・いク •卜/ § 7竺 /衣 «夕族

D "e當〇 ( KeeK, Owego «ノ '9グ2 ゴハ •,ケ» • 8,〇 Z・弘 ON无
Tiou^ h仇EgQ.Rikc/*&ska@) •as ・ハ7 Q ,ノ以 适ダS スノN 。•泡

T/^aK/rer .Ir^/zts ・くクZ •mすチ 。さ以 ^■37 a.6?/
Ch.eK^K^o RiEY、Clu泌^ダ〇

下"yKS (久) •ラタ/ •N・剽 •〇” • a g / a a 89
C化很刀Rg Ri此Y、％g入M ' • B 8 •“打 •夕" /2 / d加え

◎us皱e/tannS- &昭丫、下w邸d&(b) ・ろ7Z ・・» クバ 〇、扌» ノノぶ

l^oYthPIMc Rik&KMa/ 弘/ナヨ占

7■"ド/、宵ち儿"K加j穴+ •ア/匕 •・ぐ •2砂 やア X 7 cP

s七st«Li *•如 Nebraska ■6 6S , •沁ク •さク§ イレ "徐

Mite旭II, Metros H はぐa yクク S々 お彩 /久っ N伯

M/natar^, NebY^^K角 ーヮ。え ・りg Rsミ •Z契' ［マぐ ,小

Byid多e P〃レセノ NebY&k& ■4 8 / y co '3 ノテ •E3 ノ <</ 4"彳

L.iSc o. Me b x 負 s 用 ,フ勺〇 y § 8 •Nヰび •8 〇^ ス殆 "如

Os/iKoM,NMa& £ 1 く久 ・ク松 • 9" ス久 ォみ g "汙

De|&vi/& re R［ノピト,Oc to be レ Z.. ケスタ

Po> t Je k ；5 - Ne W YovK 6/7 クNZ 3^3 8クナ ノ" グタり

Be lu ； d ere - New z s e X 乙Z-Z よ叫 3 3» 3脸 /" ノ,が歹

R；e#el 閃〃|e,NeW JeySe/ $«0 皿? 夕方 濟如・ /ノデ 1匂9
Tfe 几t” 几’/\| ew Jersey "才 /义う ぐぐ2 タル X・と 忍"？

De la viz a. z e Ri 性匕 Aug仇 st n、 9 *
(C) (C ) («)

P心I Jeri/is, N« 丫〇レ K 9气 く<々

Be 丨レ id eve. New jer s,Y ク縁 </z ©イ女,

司牛〜

0 )= 耕彩河直馬人:Zラフ 

(b )= な幡頂馬ま水 

M )= 決足せす・

R i ej e | g レ:11 e., N e-vtz Je 匕い) 

Tze . Ale" Jeh£ e Y
De 1 包W&Ve K,i i/eビ、September ノワ・/バ

(C)

..■ ■ •-

3 •

Mゝ cc )

ぷスク 

タ皿

・』、3〇

/N・ぶ

。•活ノ

«ア74

P 〇 k L Te V レ i S, |\l e "ゝん丫 k 歹32 /// n泓
Be 1 / id GV e , |\je w JevSe/ ラ久く /・即 〇 "衣

Ri e 3 e 丨 s レ i I 丨 e, AleW Jeバピy 9半7 qq

J y en-ton. , /l/e W JerSfc / 9 /0 /スク 17S
〇"e・裁ピヒ Riレ W. St He |e 几&. Nw 丫ぜVん Nwembep Z 8、/9 N K

(C) くい co ク£ク /■/3 〇 %夕

(jeneGee Rwef 5 t. He /e nQ,N w 、んHく,N°ve“i「汁 /£ /タノ5 (b )
7 ) © 獄事 〃ワ/

West /3/a 几ch, De 1角 wRue.R il/ep, H&|e Eddy. |\1 5 丫・1 く

んんノe 711 bぐ「/ク,/5Iスヴ
(C Cd； 5 /©N 。、羽/

We s t Bya.几ch. De|&“a レe 义 iレe丫 .• Hwje Eddy, 住"丫〇トK

T口 K e、1 1 , / クSz> 心 心 la ノス〇

5 us 5 Me n 〃& R ；iz eK Cc 八 k」i 几 レ e w 丫け丫 K,

〇 cto be r 2ん/分ス七Cb) K) 了 g 2・クQ "應 ノ〇ノ 3

(ZPは旗,点ぎ忍出之の附直の最大河趙貯湖蚤の全万也表瓦卞暖”为す 

夺此・を示す。ご机ら勿歩水のすへ;て・ゆ瘍念N全虫カく呑禧のケンへ 

クさ •% /時匕しZ在况、ス工が潴出潔点時の河"遣貯演匕して水釆西 

Iマ参涌していな.椭(M)は潑沮風庶ヒ河邇菰入段燕ヒの比Jを永 

す。二の蠻をtかちろ】いろ七のは河徴貯芯1マよる頂点修下勿詞合 

だ示す,

Tab I «I 田ある例E は出えく原叛價卞はヨ °%双下からg ° %

以・上の同IさあるG



(Sg / ¢3)比.琅大河道再泪妻は容易龙充、およう・ 徂ブラフ 

から犬定する二ビび本耒る。之炊け二也らのグラフ0司の灣ポの 

初めり、わ 表よ頂怎までの面讀であお,fable !【マ示したデーI 

はC $2 IQ $)比"は火较釣一定委•習・演 セ〇〜7 〇% のrsrrzある, 

この比は靠を‘)M蔑ヒ申水咨猿にの比は徒つ己成り.：?れら二つゆ 

比を裡々の本水はっし］ご沃楚する二匕は、把の場為也面用寸るや 

め勿比の通岑を虜を匿楚すお手引きとして利用るテーケを律・拼寸 

る谷あろう。多る蔑念CI才Nのとの値はクリほるか也大,/ 

ある こ匕は衣中のT3g也"iOgん およみ CRe几&れタ〃 RルeK 

の冽を見る札る.Fig、/ 伐示しろよう匕时虹河)ハのピれわのホ: 

水吋よく似Wあリ.•かつ匿大就淄此の値も以こちる,下;3、/ KZ 

示・したようくFmi C\e U k匕 Owego CyeeKk-の谒谷rzは 

去i水•形y舟してし)るが;、(S^/应5 )の圈な大いK:異って、)る,し 

かし二舟・はグラフの※は似ごいる小水水叶二堇頂急Wめリ、ヤ2 

の原点徳っざ@5引摩はF & | | C/ee.kのぞがOweタク•CyeeK 

よりる、ほる疥に的们、 つ万C：Zrzよるの交ある.Noyth. Platte 

Ril/e Vの歩書く は囲して はく 5ヌ/庄s) 火はほほー泛さめる。ノ、ロら 

军ノつ 冃ノ日"?De|e.ルK "廿の徂水に对しては=の火 

はP。レt JwレiS ヒ Pe I 一 i 乂 ek ピ 匕くほぼ•同一乙あり、 また 

K • e e Isレi||e匕 丁い巳ルtoれ 匕は同一であるが"xE・ん 小っち。

嫉孩刀地点はしe K /'g h- Ki 1/ e /の河口欢下にわリ河道貯润の 

特性けつエ表地怠匕も.袞をノ卜夜比無匕む敞でいる舟•上:Tゆ 

地点のや闽ては似こいなし】。

一つは比軟の生めもる一つは出水噸短昼下勿決是.のを»の二つ 

の他芸か米は同一河川上,Iマあそるらば’•剤直貯尚の一切I寸园池ズ 

共通.乙あり・がつ(S］ノ庄;5丿 比y刀通は、Del&wRレG 河の塲 

合のよう口二t时版の岡ズ大ち有艾煮初添X、する谒合う外R ・誓圈 

はIま|ま)司一である• 宇久られち地方は於'けるるえられをiJX につ 

いて村っぞ(S乡ノ应S1 Kの斐覆は同一地点の别のな水のデータ 

ョぞは肘血の地点の同一近氷のデー乡刀、ら得・を:ものとよく 一致す 

ハ貝〜

お二匕とこの爽料は禾す.

出力く 7頁点まおIWきの时这立は永函顧斜は正常である“ •副ら河 

道IN千行-丁ろ.そしご河潛貯湖的工昇し溟水阙低河して硯旦?付匹 

< i tほぼ同一还ある,鼠大河道貯茴え与えらMを七巴热ぐー戸盛しJ 

出水てっし｝だ決.泛しろらば、だ山いの@を出水容積Iで刘• Lてフ。日 

ットする二匕がよ未る、比してス提財卜し丘岸Z1Mる曲詠は、可 

貞浇、グラフから碑I、を出水容稼のせ E刃通.舟り•一戸筒い歩水 

怛2する最大河趙貯备を4UM的び沛、定するのさ弔いる= '乙が出未 

る・

(じc/わ)火。 二のピ匕の犢吋丁 ab I e Iの抑(U) Iく与-えてあ 

る,-n ら工の火は比較的ー表で羨申の3 Z回で"から 

〇、ラ&の同酝斐る。

二の比カ、I玉ほ‘一英こ ある・ごとか わそめ平均u食它河・頰流•、グラフ 

ガ、丹很出頂顏之商揍決定.す力のy用いでよい。—はれよ商尽同 

府刻しc &耦考す;?,亮人グラフ刀艰.』<側の点く起るう、乃てあキ、 

美際には贏出頂,森を天定.す奇二刃方法は.俺昭の吏似崔,そ或す得る 

二とせ仪丸つツそ,之也は河堕あ入グラフ刀显水側は一眼はMた 

密・を• L cの應二タしの齊動びあつこむニの方法で:寸w舟・刀、 あ羯・ 

丹表田质点う庙に、若な夜化を来寸のである、(捉/:つ)此か比 

簌的一走てあるで'匕日次に風べM方・米で比テつ天泛を商室J匕する.

係数c’こ此は乙に盈ベ之•ようは流.出商系、喘まての•全流出匕・ 

派出の初の基匕・表形旗点匕あよみ薬出原点ドの基僥上のー一戚匕 

を源点匕する三育形匕の火さあり• Ta b I e !の桐(マ)に示・し 

Mあ志.で:のヒヒ司この洌ては"n & 8ビズ ノラム刀话flあう若の 

吋多数は"京けヒノにの间べ万る»この:e.しい度泛送ふ、’二匕は式 

(之)の直日|々同して最幻困" 齢なごとでめる’Cの®は須・蔑た至 

るま立の表汨グラフ刃形N応・リ.M ,几E J板1之充入グラフの形カ、 

う可な.りよく毛測する二と疥泓我、さしてまたこの値は商毫の訓 

つ漩虫グラフから尊かれ在:«の碧天しな鹿Hよるので万:?>°

ヒ匕? ° ( t c /ら)の腫!'に«の腫がわ力、れは项つ渾は丈侦)

ク〜・



ヵ' ら天定七れる。丁角ble ! の摑(6 )に禾寸项刀演をしべ 

若して示し七セ々>^Fi* 13ごある.Uの普通】二起;&醴の備の 

髭S!さばCの笈]匕E §の百ユ比豉的’)、あい菠人匕を与・える二とが 

士琶W五る・ 散成この地N殺分の木確W小杉っても計套しを充 

士原叛I二は大 Wな专実泛を生じなし】てめろう。

/• 2
Vd luo of 〇

FIG、/3一尺 ELATION OF OBS E R VE D AND CON P(JT 

ED. 1/ALUtS OF C ANDP

ノ・久

L

\

〇- observed va lucs
x~ Computed brfo/m况c

«寸芝(V)wm专・

。卜咨PZS

\

>\
\

'

(tcん)此を〜韻と媛芸.しとの平句匿"、オ3を雨・いe匕?の曲 

杼は次,の式で尊之ら俱る。

c = 〔 / ーノ、え〇 <y- /)// ) = ( 〇ス獄)'O、を)

7 ノ

N刃式を计笋したぎの艇K们、ダ/ヨマ乂而示艺れて幻リ‘二れら 

の后i寸襯副恒とよく ー 我寸る二ヒが•更らが"る,故y 3)ip<の汰 

定甘大しを段差を女じるし1わのNして垢!レIごよい,

結ひ• 弍(又)

(幼ハ9)= $ (ノー喝/陽、 〇

は成フK庾点底卞のE遂の锥ーの己製刃辭ヒI寸いえるい,(S幻加)」 

cおよろ(J/b)の田ズ多枚あ次えびニれカ、’菌雨を肋ける石めに 

/笑建をある。二の式次直何2・れ名潸が废はカカあテータか初申し 

弱ら弟る成ヒ通E寸ス立あろラ。

とん存主広を国・いるにしとt,測永玄S短い诡&の・木淚点,低下: 

ピ犬定寸るLi寸最っづゆ区T寻え判"によって訳める二ヒ刀、解ゆ污 

われ壬Mうろう,=ごく示し若も壬は尙暈で、 め()匕して判期を会 

七る回ヨを区別し、カ、つ别の氏芥g沏の池応マ直楼測髭すあて 

めの右来・ る匡日ご以らを辱くこビが西乘る。故1マ公(や の面田 

I寸M&nr. iれイ式の圖雨|マ供てい矿 MAimi式w氣怛凄棵・散代 

の画け以前ほ測泛し竺匿の四方ら判曲• 乏蛍み’氷と在咛汎はなら石 

い。式(又)H时资式から您燃的に尊か丸る袤、グラフヒ夜・グ 

ラフグ向の戻!係jマ直疼基いな治夕でめるから• ( s)‘ cお

よ次(厶/»)の因をの正しび适を近の画网は用いた席らは’正しし』 

綃栗ぜ御られろであうラ。

引府艾歛

"[/•] Robert E・ HoyIk l/彼 卯 M 北酥れel - inflow

graphs, 「ド a^s 厶 か とド・G^ophs U?l；oh, /7<z.

づゲ～
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6 河苣貯潘量の硏究と

との渗废決足への奩用.

W- 8. <X久 m ? b e t ； S d m c c R 久 I — stov•久 うe s t u d / e. S
dn<\ their application to Th.e deTermi^^t/on * 
Hi h' 11 r41 0门’〔Te ms,A 部 e・ 々u o p R s、1_l E i o k 〜う 3 g： 
タ仕ー44し)

血军の主ほる淡氷の嵌,究の綽果は.降雨竄匕伫刀涉系匕しての 

お昼との同株の分;m 刀宾用的廂通を茶く認めしめる日至つな,潘 

走的茨水水暖を・粉する号の匕しこ、 土匕河邕との何福を評価す 

るよう な分前・が畤"蓮要で あぎ〇

冬季カ降雨の如きは豚潰しない水の懲疮喪呻黑視•しこも定玄え 

百いから、降訶壁匕Z!れビ样う液憂之う建は機会・痙断及び地沃 

残淄の虹/選因"孑Iマ帰・するセのビしこよい。城I二分'析勿同鬆は降而 

重ととの結宗としこの充昼匕のオ目肉の-ってある•二の論又に虻 

哉する万法は/ヲmワ宰ノ目勿〇" “Riレ仁ツ夾水0)の降前昼匕 

友璽匕の剧保の椎究,の績栗でわる・

弟均の充:戚ゆ水套計笄の刀法吧」暇によく知ら双てあり、 Hで 

«論寺る|此婆・は登し)。ビの方法を日い衫としでも.流戚平町肝水 

置の甘算の滴展は単位面積纣リ刀两蚤計の救の嵐当呑ご匕と、 降 

水翼のせ戚的須化を蛆らつ、にする釋な斑戒上・の分行匕口阕屎する. 

降»く堡の日・々の観測値を窗々勿降雨明回に匹別才る爭はー敝に政 

痍で存しI .しかし辟雨花録rz契刃由れる,同々の暮即照・巳ーつ/箱 

宗匕しての冠量の星永曲嫁を合めせる爭は荘常匕四維である° 

とれは可闔貯封の螺而・削かあるのら企ある。

河鱼貯超——降雨の也养添下を怨寸のは、 玉規測で一車気・ヾ 

nであるか•之れ力、自衆殉"萱ぽ八って下流に流れる程次沈r2河・窗 

青閔の七めに本两焼は在る.量永曲・誅の上では五れぐ示冬相ぞ水 

流.を生じき同の分布の詳徊を見分ける爭が出來セい梯Iで平喟は我 

の U.S. “eg 幻、31 S3ve/ ”久 S hi M バパE°

ー〃/e



を爭が多い"

=の专めIで死ボめ毒ポ也鏡を河度貯独の彩參・对しこ諷制し、 

疥つ研系にを入する比表流の莖氷曲線を嗣・算する企こが;3: と狀て 

いろ。与之わなた蚤ペ師の此点以上で与・之ち;Tし狂琦刻に河・貿匕決 

>するし-卜は,明ら疥!つ宗.志しート十辻左!寸ー上旅河道系0至 

藩甫愛茨此のし ー卜戶等しい。潴ポ萱が飾・か双は可遂は主ビして 

逝当な琦同々隔に於ける工未河道の金貯万臺ヒまる・

河道内の水量司その琦の永位に直筋比・冽守をもの匕腹定泾れる. 

しかし杉位匕充翌の间"V 一定の同學ある水江でば・充,竅のレー卜 

は河道貯お蚤の一尸.侦莉 有指標匕なる。流量々冰 间繚の!g水倒曲・ 

共水原を含めろ丹直系がう徘よ乏れる永を券りし・かつ河画貯涡 

臺(基忘スは地下水充出以上)はがかる勇荷差からのあよレーK 

に网係7Tる,(2)

小宛岐ぞは出日の他索に於ける就昼は•W刀上讃の术叔の禾糠 

匕して阕しIる二どがぎWる。し々、しス芝’な携・咳では、特1～ 〇 〇 

平方 milピ飯上の无戚では.’肃威の水D匸於けるjケ布の測水は, 

ー版1=莉疋寸へ之末標匕する事はでぎない.洌えは降雨の焰めに 

ほ虫Dの水立は殆んと未ぞ・ら考い痊、河道因上兖で［すワ、有り高 

<痘っでI)る。なお又一酒大竺な東咳では、博雨»止んを後に下 

凝・では、 出.永旗点でや上无地煮では.すでに頂点が圖きでいる。 

ヌ大衆,戚构•では、关水Iヾ回じ挨乏では為い。りの浄を商当は 

諏爾して、上海の咏、莅をわ司田" する［史妥が上る・各迎点の冰 杭を 

式の上恭.也点匕の両の面積内・の府浦の禾婦匕して用いなけれはな 

ら点い。かくして海らn情废は,二刃目知匕闰いぢれる測水用ゆ 

敬の画皆であるニとrZよつでき哉る。上/測永新を用いる爭にょ 

って・添.威刀'-胡|このみ起る洪水 であるが. 又は一弛疫内の福& 

の蕴芭のポ水Wあるかによって、吏みガヾ与えら札なけ汎はならな 

L\ 〇

与えろXIを疣戚の充昼一河置貯泌府提を爲るVは咆表水の盗 

人の宣い 医水星永西謀を得る李を耍し、 ピカ企め底面表の犬水 を

,/成一 

研えしる け以 はあう有い。ご刀更京I之定する 尧金ゑ退永重水也練 

Iは雑であ刀,=の軽晾によって正帯)M水グラフすなわ う夜入の炊 

らはしさの角いブラフを沃定,するのに次刀方法を採用寸ろ争匕し 

だ。一つク、二っの明らかIで正滞退ホ间鏡匕冴られるものを見出し,

J ETの表窒を紙座楝匕し'

座標にフ。ロットして"f i g

水茨.出時勿論除去する,) 同一旧水グラフ上の各点を楮や襟をう1

< 〇こmらの線ビ丘には

ReCeSSi0?lCNY\/e )と名づけ冬

包

8 〇ひ

きの翌日の宏蚩を横座雇匕して、m m 
は 示す如くにし;&。ぐ墨慮成又は地下 

3 〇 〇 T 
らハ! 
クク。‘～ 
マ〇 〇
4ハ～
& 〇 £>

Tan. /や 7
Mar, / ? 3 i

/が勺 
丁&ハ、ー1&V ノク3 3

頑点を通る曲襟を眾く基線匕して苗い
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SedoTid -feel pey sq 伙久1re ( | e
F|G2 - TYPICALRECESSION-CUKVES

ノ〇’［〜

返水由謙を初くの(C效出.の最・大しーX巳禾•す燕、すなわちFi早/ 

ダ)左ぎにフ。D、ソトW in・たぽ<:、 ハつ曲隸の相さを术す点べ車きを 

M < 〇だ ぞ し 荷卽河沃ポカ、ら の奴虫 を 吹す 丘 U 俪 リ す きち瑚恳、 

嫣視する二くIマ洋蕙し 石:け!TLは寺う右:い、

涇水曲•跪の形は,精実の杰.成の河趙貯消の痔女を顧禾するもの 
—£7七 

ご巧る. 温水洱線が跋燎巻ら は、匣术度ポ動粽はg =久ピ の 

彩の帯敝式でハJ5こじを禾す、。=ご匹伊は程宣、tは肉而である。

で凶H・充.憂—河愛貯涓肉係刀曲線は針浪方賠做の上・で、 e顼刃 

傾卷を持つ彦襟ごあり.河盧貯尚匿は姦・愛しー卜と"気に妄もa 

小wい 上亢花找の返水曲磔は、 しほ、、しは、、表髭 レー 、の者い 匕色に 

巨ぞ、 京点に也すくに怯:つて楚に年I二君・る.(～F I - A)こ札ら 

の曲像の特旌I# これら河))］区特為の言密遂ビ' 意麒斜ご惡リ部 

らる・ 宼蜀しー卜勿高いための河萱囚衫動の若しいこヒヒ、 及甘 

に恭量・しートケ)盛・いヒ会は.河道E移動・I」比載的座h -ビVよる 

のでわる,一方ね灰政む亙永攻飾|寸.旋昼し・Xが惟い琦の方が 

高い時よりも怠だある、曲每の上、端咕平s°の旅羿•便斜を越甘二ビ 

はて5.汚い(不巧2、B J 〇 大を域の卜流,訓百はおい 溢永他を特 

ら・これが河慮雷湯の大街J分になのお、 弥・氷地か著るしいを量し 

-Xを持・たちい很つ ' 比例的田流.瓮レー卜を谐すことに云らるい。 

しかし大河でM•术施が主河恒河日課ら倣るなるは、 贏量レー〕、の 

缺い琦の方か滴い時よりも比戟的究座が大きい。大洞・に似を墮水 

曲謙はー电ホDを持つ貯冰池のある小河)11つ特,隹でもある..

河蛍子)特,性が積生々題演ペよる季藐的影醤を荧ける夸ンは、度 

永物款も二成に相応する季飾的表』匕生する° 之双故に時/の玄ボ 

ベ曲溥巨んとする匮大曲線は.冋一尋蔚勿圖去のよ水ズ版っご玄 

枣寸ることが愛オし後。

盛永曲節は河采吋の地表・,卞永の券・街から芙県勿正常星术塁水 

汨像を計飾する刃は劇"若爭小还W:る。そしてwれ刀、ら旅蜃 — 

洞・厘貯苗商係を計宿し对数舐の上匕ス日、つkする奢がで 芝る" 

Ki己/に恳水曲・廠から読み•販ワを:臼せの盧水為.量.匕:札匕相あ

—心〜



する河道好羽とな示しを表を入爪て治み>読者心姦室一 河遒貯、 

说疾!,泳につし)ての］-！〇卜［〇小 の論文吏淳く馬しwいると板宅して

いみ〔ユヒ3】•

屋水期の可えは亜天永原え団痔匕可直勿特,比ヒつ、ら棋、治w飘た 

全東昼の酬分の我牧てすろ,二の辰りでは全洗式ビ之の上謀,河直 

再海匕の列,桀は・业下水源力、ら您治W机を充盛のに莪的の屋I； IC 

よつご攻 るをあうう" 舞水將承グ辰水師に刃•する丈は次の如く斐 

あ羣

あ出暨 = 地下永永入r可堂貯润刀裁尖或は

京出型ー比下ポ東入=河・覚舟嘀い裁犬

河逍貯泪は流:出一地ド水先入の芒よりも全威壁匕正しく囲株する, 

しかしニク諭文ぐI季可戲舟幽理を 表よ宣一堆楚电ド氷更匕离保を 

せろBろぞし 地K氷表入と 赤出ヒのM别Iオ本明である。•二の 岡・床 

は地下水來よ のみ巫 期わあれる河)｝】约回«上の 答頑に为•してとつ 

士。

し かし二の 间樣は又也下永断面 の高 工に 影礬兰れる,予備的の 

考案还は、ニう影簪は平月夜遂小水滨の斐化仁袱って名ん匕韻リ 

有い江施では〇匕血中 <.二匕をネした。

平为赤崖が・水战によつn亥るよう存河匿では、业下水断面公海 

せ成・万、かる 詞・趙甫润から与えられを << しー卜に 於ける地表 旅 

下水はよる河直貯芳璽ほ波あるであ ろろ°平日夜車ジ术位の増柘 

Nよって咸寸あ圈会田は二の及衬N石Iる。

しガ、 し艾水の際刀可虚貯澎阿保に六!•寸专地下水の形舊は•地卜 

术就は多く勿瘍合、洪フト永镇刃腐力、の部分に通ぎ西いから・笑旗 

的ピ は穴 したもの でをい に兜でよい。"< 匕む二刀をあ・匕定:る狭 

差は他の承因による命のIて反ばをIJ。

x< Z〜
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Fl位、3 - CoM PARISON OF DISCH A^E CHANNEL-

STORAGE RELATIONE At INDICATED er A er I N Ct

STATIONS 〇^ THE WHITE RIVER BASIn

Fi臼、3 は-White K ; i/ e r 流成西勿牧固湖・に於いて汗号.し 

たあ亶― 河度貯淄囲瘁刀新免を示す。二の図は流亶しートガ、1p 

方亦］尼当り/.<及小losピピー+ t 四時の数闔沛)こ泠ける志窒面 

商ノK方mJle音リ£d-ft■ ーヨハザ$で歩わしを同愛第涵な末 

す。予想さ,れ為摩匕単立河•墮貯泪蚤は卞誰口 eって上拜寸ろ植列 

は殒著ぜあ局〇 同一河田の各桁べなする河萱者苗闵族ケラフは. 

平:句の履句に闾粗する样訶制し、 かくて粗互・日詞衬し倒茶の訊爰 

を;肖去する爭疥できる・ 頒白練はド忘vなるは徙って" 二M・カ、ら-ど 

也るも勿の、苦るし < な有爭か’みられ・煮ー量・しー卜の区レ、 【1C、立 

/W )匕き时虧い匕芝J I ° GS、Zm)よりも下貌にJ&るは徙って、 

どmる::匕かよ’)射い 二匕でるる"ニの飆測は画フk組禄の考察Y 

阕礎.してる:三れたン匕取的の河・恒容量匕ついての捋論•を確切る"
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也おスニ刃観圳は宛里・一 河道貯海関株ブラフの平肯傾斜ー应C

= Ks«Sc弥は於けるMの適(2)一 は同一河系・の誌ての地玄匕 

於て同一でるく.下・成地:氣よりあ上東业点の方か大で届る-とを 

誤:明するヒ乃ら洪易。

洌えは 141di久 h久 州口久乎cM 〃於けるvt/h；1■ビ 尺 3- 

er の!VeS/・戸っいえで討する.Mの康は的ノ、Nて.丁火d;以以久 

州N1久オピ/广〇夂 だ於ける!Vh / te R ； 1/erド总対し己は知/. 7 u 

ある。

六楽威の河釆 に於ける出水中の河・虐寸词の 日々の 盥全計飼する 

には•まず平均日灵姦贅す有わろ観測茨臺一推尊拡嵐束墨、又
* •

ば也卞滯旦仁対する 灸墨一汗道貯府因孫う 凶条か简単な崗.田 で.

日Wの奇担瓷か甘べ・ごの上,表利氷为|てつIIて計糞さMる〇上泉,利 

水帝に於ける容秋Iマ上志木所匕之の次の玉護測］水苛•匕の同の浇戚 

に於ける容積をぞ:也それ加えるこヒ吋次のようは計算吋る,厶切 

8の二つの工説珈水所な於いで平方/>n U e当(丿の或淡出l- 一 K iマ 

制志する河逍貯涓をぐれ芝札A s匕Bs 匕する.>さして下※測水 

打TCユ芥いて曜方 か,但当り添夏の同一レー卜 S輔正する河"直貯 

看画をピs ヒする。或る時刻Iそ於ける測水沖• Aと日の下<の上刃 

河通旳の術者は,K議:測永・苗TC匕於ける与_えら的な痔到の 流景:で 

衆叛した詞盖/滴费ビ因C ds - A s - Bs ) /cs と系ナる二ヒ 

W血政恒•を得ら成る.同糕のこと疥上斑刻永肖T尿屈素、牧のある谒 

合はお商用さ(R为。会な、し因子は一版约Mでは(すーべTのエ.來測水 

汚"於ける流,輦の同一単血しー卜rz为する河直貯務を割つ会も勿) 

匕巻•有・疥しして計算L左测水釣rC以上の中印面瑛|で於ける列堕 

貯淄量史 上議,測优く帝以上の 容積J;加え で、測永祐"d以上の 河・道寿 

若曇を得る。二股を単に測永所このみの飛這量永曲謙立甲い亡劉 

をものよりカー暦正凍左腹を得るヒ考えら汎る.

計雲は測永前から测水汤へ中回の貯布つtrmを泊えて下充ビ向 

っご莉け,玄,夜の勇•溜も慮入れ人匸的の街万の日々の匿治題める, 

上記の因伺は終絶の譜婁の薮化の韓r? 2してー定乙・は有 い。そ 

一/雄～

阳はFi % 3々禾した傾向絶が•並行をる:いこ匕匕よるのて已に論じ 

左:匕であ瓦 しがし与えら也を浅水弱同中に起る弛塁の平白単 

衣!Lー X( Se<* - f f p er s时 女レe か,、/ピ)は於ける因子通評 

网するこヒによつご.冋遂の共水を頑じで槍頹lで甲い得る旗が 

得ら的る。

血牧务ではあるかこ刀万法だ時向ヒ房荷に 闫して、可蛍貯混の 

芙水水量を計算する二匕ができる“て刃方点で測った洪水水憂ゆ 

部分を下眞タ く図禾しち。これては各测氷沖"刀水也〃、ら上就に 

伸みる正褚很,永劇面以,上の容溟を福く‘こ・ビにる,る刀て、こ刃方芨 

は当慾上昇崩の河道舟湖勿套を小さく与える〇二也匕お測!水用の 

牧之あく用いるニビがでされは,袞提ば?Sらく大至まものくなの 

をい。 、宾、水頂見が浇城を通.:&1を彼の匣水期はは殆ん匕誤差カ、な 

Uビいってよい6

下1乞リ - RIV 匕 R~PROFiLEDURIN&FLODD show-

I N(r VOLUMES ACCOUNTED for by

PROPOSED«〇・ PU T I N5 p")CED URM
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Fi -5"1 J//;4t 〇 ! *j'ii ri 〇 心く T ぐ久ドが e // .以上の Wa. b义5ん£ '. R「レ 

er 末成(面刑之Z/ &平方"le)rr於けろ/すヨ7岑ノ日グ 

茨水中の河度对淄カ日々の次イ匕をMot/mT Ca, r ^ne I I田芥ける測 

星あ.量は適用し之誼果を示す,このグ・ラフは,之月え&日刀、らノ 

冃N&ms间・洗戚旧谤った-"敵渣雨の朝团に伴う哭,割款墨匕、 

河采に流入し任しー v l与しい傾と夜定・・札る商正量水曲寂にを 

示す。

No仏么T C^v祁七Uに於ける芙測］就墮の塁氷曲楝は誘尊し点满 

入レー•卜の塁永画禄ヒは粒く大作の阕禄を特っで通さない。河道 

姦・'の方の量术,囲襟のしけしは•・くなつ、<いろのほ•客坊は醉即 

のち日関様づけらmる。「‘寸らに比族のそめ"久り,」任K［レeに 

夜成グ)平’均日阵ポ翼gグラフとも京してめる。

降雨期间中の流.成上の平為滲泳能を計葬せるごは、全降木度ヒ 

明瞭は詞”街る眼リ合型的次多くの拜沔期间べ分• 罰し・つゝつー〃 

に匕なな.S衆度を計算しち河逾姦入グラフに基いご計酔寸る°粛 

水が也表を旅・れご河萱r?崖寸否ぎて爷條雨期间の画。え分な琦间 

が.' •••ハ堡画してい有い卮りは、ゆ水碧ビ’我墨との両の渗は、せ 

札之れの期向の全法透色与えるような地我’质淄兰ぐ討して,福正 

しなけ風は令らない。辟兩其冃同中刃・獄务闩晦木星匕、/、女尊日月度 

潴入氯ヒう娄刀スロットは.降飾期间甲の初期殡酒ユ刀渣典匕渗 

透の沃定匕に並耍る価厘をもつ,OSoRiE/流反中ゆ多くの 

ノ)、宛或IN闵してこのこ匕匚赋妾摩矽くのクラ/刀、扃歷する気•豪・役 

ひ水文零灼テークN共に、/夕3 ワ年ノ冃からZ耳の。及沈 

E5Sは5萱卩j何の沃永"-］质ダe。/〃メ/を/ Sいレいオから 

4右・の一報告(つに刊・行艺版るWあうラ。
參透は同术の•快i、咎ビ也羨面の状態とゆ函姣でめる°全・返旻が 

知机、わっゆ而の特陸"ついで充分我知識が将つ現がゝは、与之ら 
质そ庆態に於ける土の水吸収刀筱帜’遂即ろ參遂氽を計鼻する= 

ヒが•てまユご国目为ゆ左め仁參4.刃万去び利弟される.次は玄 

い诳厳に对し茂兩の団,及び書僮处分のデータが傳ら風ない場合

ハ〃/～



に、 容易な計箕し得すカ法住田へよラとする。

・透能の七建----  OocAoy H oy\ on 〔ぐ)は説是か、、 知あ

四・かつ日蚤堂戾か・自記雨宣計にぜつこ得ら肮る甥合|で.な区厳 

つ盛两中の兗戒上の平向弟密曲を計算する方去を匪へ左,Hゆむ?1 

の函べている方去は.地表ま下は降泊ガ、" せめW培’の状態下"於 

で土が永を吸収する粹度昼・す房めら・’爆能を超受する後度还序る 

二兰にのろさる匕いう理論nよるも刀で、小つニ弟・ヒ頷•如するも 

"W万る” Horton 该記载すZ画岑る切徳の助けて、该透能 

の庫成宼・能を越す全雨昱万ヾ,天知の地我兖卜気に尊しし］にす・る 

試!めし”よつご更出たれる.

同一の方区威の降囱た影雪切れ万故窗のた.威つ敦愛龍ゆ計算田 

Hovto^去艺蓟四・比ん匕する匕•実笑上多くの因難が恐三る。 

式阪は但々刀表盛には苜記雨蚤計がるL)むのかめみから本め万. 

自己爾量計は令日・るか備之ているヒころ力、•少く,がつ与.えら札ぞ 

宋域rz直用寸-る基準観測市刃狭釈には水応［存ものかある〇 

Hoレナ。0う方急には.庠雨の 特性の咆麥的殁イ匕よりセ•自・記雨 

養計ベ於ける奔•府の特性に大1、商奎Wを亶いている。峰雨の岩,匪 

の地:距的亥化にー尸刀重要,隹を實芝.ス竜日史蓉易倉らし必・か 

つ游星すべき勞采互得易をめ所手戡の漆婆が謔苗うZ!るヒ至つ纟

寸をV定義しちようを地去姦下・の理論を厚ある邕藏的ん方去a 

二れかあ增べるようべ雍蒙リを。ここば宸,左しろ方"汶を./ヲ3 6 

军ノ N可づらノダ日ブ辛/冃に七ちる辟耐の间にDれ3 R・wew 

荻咸に於ける坦,以的參亟能の天宼に趙用冬れを (/)。

谢師尸成べち姐く全袤近豈は 全峰水鼠ヒモれによる地表玉星 

ヒ么呆は芽しし｝ 〇ぞら・し地衣貯衡の旅也を考之の入ハ、又卷透し 

会水力、らの蒸矣にょ-る封失は嶷視してよいビする。全添•璧景を計 

算しを檢に,前の峰統期同ク過咨查就計的基準は、二刃散準によ 

つc辰あら机a棒統府囱を度,知力全漱透垣を割っち・もの公.渗・遣 

能・の正しい値を与え・びラ疹凌縦を超通ずる金漁水豊=此夜紀下 

の式を商足するも勿だある。づかる像蘭;府司を有妨滞雨丹;•引匕、 

へノ々

又その養淺は有初降弱紫葭匕好ばれるてうろう・料劾降雨時简 は、 

再煎の企职回・と降雨余剰規向ヒの何の何斐刀、にあり.二の曲の河 

処にのるかは惹志能仁関保を侍つ。库商髭奮に降從窮回・ヒ刃啊腌 

か・直謙的存らは.•有・切眸两時可は全降觥有団匕珍西能以工の律蔑 

の障改期冋ヒの乎与匕等し5ユあろう,二儿らの同株の匕• Zし万ヽか・ 

有初蜂两時间x天定する,焼崎の也似的万宏々与ス夸け炊はなお臣 

し1.懲る"降雨・疲;< 匕降誇時可 匕の青・底か直線的・であ 为sは締な 

二匕であり.セしろ一敏は舀玫釘でわる。故ビ新星.すべ w土血伙 

偵・に産するI二は ある浦正が•必奏である。ご双らの方丢仁は 二複 

頹あり、ビの各々はエに述べろ=過议志に関塚する。二6中三衬

玄小’ありとの〜 つは Aて全済狙財冋、二つ は謬爰龍の期回の後会

ビ基市くもの。 也の 三つ刀キ法2オニ粮•弓 て 、 或修、成能の朔回に

基.くものであろ 6

方法 塞準の方式

A- / t -(fi +• 3)/?

A -z t =(て,;.>/ 十 t Q/z

A - 5 t 工〇心"ヽ/十以f f

15ーノ t =いい滲亶能比の 務啓覇固

B-Z t 二Lい%遗愛龍〃是刀 降丽顚冋

8-3 t =t弗t 3凹=滲を能脣十号。7ッ灯の摩雨

阙rsT
ニれりク)式さセぱ有効薩面府向•此 ほ降丽笼漠が雨•刀浪跻尸 

等しい"天は己汎以工の時简・上。/ズ降前が客時〃m / I心ご専 

しいう、又吋とゆ以上G條雨時•何切あるO

上記の8方法を/ 3刃目記雨毎記鋒についご"〇 ノ"うc、I 〇 

し勺Z心の•お斐［能の冋ご試しによって吟味しんピつ、蜻采マ珥して 

T瓜b /& Iば比駿・しごある。表は上記のぎ.ぜ計算し左滲匿能の 

涸之正確・な方まで計算した感との向係牡我寸• A 一 3と巳一ヨの 

方去が簧わよい結果を与える〇

～が〜



U b 1 I 謬透能の针算慮・匕正L い値ヒ の比較

万法計算值と正 針算痙の正L ii •

L 1I渗匿能 ラ參愛徒•カ、・ら刀 平

と勿平均比 同廂差 1

A 二/ z q % / / %

ムース ラz 4

厶一3 ノ 〇 〇 4

B - / ? 2 7

3 - z / 〃 ふ ?

3 — m / 〇 〇 久

二炸ちの在以法を禾知渗歪能について行うK は・之勿曲轲は匿

次!6. a人法・をイ吏田しなけれはなわなLが、かびる血似法て別かi～希 

遂する紿票は也すん。

与えら也た京政の滲密能を計算する才ー步は、白汜雨・變•計の中 

匱匕・あ唆の推芸不用笏宏能ク平分に野しいがスは:Z札を越す群 

雨甫冋とを示すよう互二の地政の地図"を・床る二切乙ある。后! 一点. 

I-吋ヌ平均全督雨冰委を上"次矣.し在蜂前埼冋で刻っをわの、寸 

なわち降爾比をスロ •ントする.ご刃史図の工“二つのズ君角なを 

引く・その一つは零有効群而暗回荷で.他のあの吋宥効•齊南底向 

仁为する全隆雨屋.の比勿零しい誅である,=担らの綜曲そめ交ヌ 

点匕於けゐ二因号の特舟::担,ろの灵に於ける既知勿博•雨の蜃に寿 

しく再る森にラ|くクごある。日目b はノラ3Z年ノ乏冃から/ 

夕ヨ フ至ノ日までの啓弱e訂すろ二列らの練采を示ず0九3 R;v- 

e Y流.戒の図である,二つの誤系はTw’&r此ノ 斐ああ二とか’ 

同われる。

との点でむ有劾蜂雨時向の二つ么值Z .同一原に於ける期同に 

平均・い-卜読み匕ろ.とさ.二刃区グら必辰寸る:：Z小•ささ る。 

鶏兩昼練囱ヌ・は他の方该で沃力を冬えられ之炫〃於け宙障而寃を 

上記の如く地回から読日•匕っを降雨先て創り期向・のオニの盧を得 

ョ。二の二つの単纣を蔭商量の匿废しなし-Kに等しいか又はこ

〜川«〜

F|&、6 MAP oF OH ！ 〇 RIVER BASiN SHOWING LINES 阡 EQUAL DUR - 

AT ゆN oF rAINFALLATRATESEQU'ALTD DKgraTERTH AN 〇・〇3 INCH 

FERhWfUSIGNlECANTKAINFALL) and LINES 肝 EJAL RATI OS of TO- 

■fALPREC叼TATIDN TO DURATION 0FSI&加F1CANT RAINFALL.D球EMEER2Z , 
ノダ3/ TO JANUARY W、ノ今 3,7

れな恐周する蜂前期何の痼封夜追としこ用・いる二とびできる。蘇 

が各点に.於ける両者の積が時雨置・に零しくほる痛通骂|で引の、M・る 

石らは、•かくしご蒲尊し企二つの値は哥［いであろう•葬雨期间

を犬ズ寸勾二::つ示唆しと方法は汽成上の輝雨堂の薮化と.闭時

芝に考え有けれはるら有L\気救状您日で庭当 

に百る利逕びめる.

f〃ぐヘ>



下ig / 疥ら降雨比は吾効降雨時回よ()も菠・｛匕"、比較的ジ后<i 

ご匕がオるれる.峰萌比の方は"クク 3 代丫の费’、ワ今う"N 〇勺 

新1k丫 ク最大まこ•菠るび、有力7衅泥玮盾1つタ龙ア 匕ヲひ杆ビの团 

日焚る。

左藏点匕於ける降雨皇は飼间に降雨にの發匕等しく、ー漆冠中 

異をる降南奨を持つ把,点では、 -归らの因手のーつ又は泰方刀、与 

えらZ1を隆菊中匕相産し有け以.ぱ行らない。下j 3 Jr2版る匕し一 

卜の冒子•は期间』リセ友化,がクしIガヾ、 降兩业の乡"のはギ灼・係歯 

比之翔阿あ共仁大さしI °こ刀吸測はノケ3ク军ノ冃2D日がら2 

ぷ日まで上曲;D尺ル款万のタ3刃自艳商瀝計伫松け名全雨 

宣.しー卜度み朔冋ゆ别々の研究で確めろ,れそ.ニの際雨ザの邙 

丹グ降雨帙式は次の如七啄构する二工かてきる.降雨翌/,•久 の 

嗇沥・では平均雨星比はク/ 〇 叫火"匕君切隆爾募度の明回吁/ 〇 

を,、群雨堂ノつ/•払 因商あでは平肉廓雨比は新〇、/ * 、冲れレ匕 

湖冋すある。くめ洌ごは降雨皇はノ 0膚に瀚し・平均係 

雨・比はノ女焙・期同はん,宿谐した。

すてビ法ヘそよう口白多3版沒楚渗・透:能の半分二零・しいか又は 

それ以上の峰苗期呵ゆ啊孫する .,辰弭坂福以,因・の他のし一Kヒ於 

ける朝间は次のようっしく廿算さる二匕疥•でき,る.L - K匕期・回 

どの离療は一眠にZ =以K〜"の唐漱形^ あ;？J。ニ::W化匕K匕は 

常・救、06はレ-卜rに箸しいがスは二爪唆越す辱爾南面である. 

披れ巨.スられを殮废/・う期间(しが知诅的は、卷庚<ビ十I )の期 

回(Lv十！ほK<Zv ぜある"す会かろ1く= 妇十' /<Lx 〇 一峰・而中の 

ー百記,兩宣計ス於ける!<刀隨はa. 〇 /沏"r 向隔の我炭にハけろ 

期回匕火w策もよく养切ヨれる。e lて次の或で問単に許算する 

二匕かご苦る。

K = ’出vヤm J丄v

二こて祖は(/十祖)と丫の回の』・〃 /日札Y韋花Q数Wある〇 

しー k匕期间岡裸丕は二点を和る二匕か.・愛・ちか.三煮を座財二

_刀g～

二と小堂ましし3 その一つ«下询gを來る’刀に雨びらM之桐田

な、 一は女爪より"〇 3冲/在丫 大径"わの、也のjっけ"om,'%ビ 

/)、ごいるのであろ,かく LでK«Z>二つの値が”計算七札万•才三のb 

のより:y大きい狼を栏十め妾はない〇

闸-ある自記南室計圜郴に於いて、 〇、〇スmg ヌは七代泓 

上の旅長つ峰兩舟回がす 。充丫 てd D « 、叫伉イ の時飼か2 ‘7 />W 

あり、 〇 〇 U咻「の府同は/う兀x «あつろヒ寸;?»匕• れの二つ 

刃健吋 K =丿杉L =宀77匕K ="r^7 ^^.7?で井均は 

〇、「修すある。

白記雨量計•萌折に於けるKめ屋をスロ・ッ、し左杷回を足り、等 

K値引'詫を引く (下［孑ワ ) 〇

ュ〃ノ～



Fin 7 - u Al U t S OF K IN OH ！ 〇 RIVER BASIN

DURING S TO RH OF December "、/m to ja

NUARY & ノラ 37.

Tl <P

降涙宣 匕遺挨充次畳ヒが知りれ也は•疏宏すべ さ区质肉 の圧急刀 

姦域に吋する卷垣能のE!伙偵計算匕充分なテータが丹ら机る。

例・一 0K. 〇 、尸! 8"(Z ナ〃vd 以上っ y ^e. 4t />; / / e C"レ«ヒえだ

好しと 次の々口 く e ある.

{/). 全兩貲、Z •ゥ3 g年/ N 冃2ワ 日から/ワ3ワ与ノ冃§日"

に をる. = / Z in

⑵. 全盧接衰出 堡=oq & ;n

<3). 〔“ノ一(ス)) 差=会※段巨 =スノ s ;n

"ノ “ク3叫代yに箸しレ)か 久用・归•上の・訳度の啓爾蒔回はFi斗
よからノ ・、勺え)x

ノ 0 Z Z 、叫 衣レ(、幻・ 降雨比は白2 士がb

吊)' 募!间,の才二"尷匕//r〃8Z = ノ 7 M伯

(刀 平均・明可(/£ £十ノ 7. ■) /z = ノ名犬尸

必ノ 券・透能の也以厘扌二 / ノ £ノ/3 =久ク Z4 ,71 /えレ

⑺ 肩为!レー卜(3 - 3 去)=°、ナ J十久"ク7 =び、ク3 3 「%レ

ゝ"ゝ・ Kカ通下門7ヴら, 〇、う劣

1〃 ノ、 メ、° 4叫hレヌは以上 の阵函時•间ノZ 乂。、ワ3イノ孕Ky.
の 故::でくクg Mカ有効 し- '卜［で於、 ける译爾時司ノb、客え尸

v3> 易透能のナ二刀悽す為めう異終虚人/シ//んる二»、5 mg

引启艾就

CD 3 e 〇しふ丫. W裁"-5"p|、r八テ下丨閃日s 弭 
〇")な腥Mi^SiSSi卩Pi的' 性V 5. J久如"下eb、/必

(か RE、Hw"n・rUE住L 財レピ衣?ハCH、久山/n«1 sj"°v久一 

qe, T y&K。 A 伸ピビ、タ ピopRc ,Miu 机,ノワト h 
久/14用りびし(meeT/ れ•斗。•ーノ ノ攵:ノラaぶ

(?) . R、E,H0"LR, NafmレaL s十ン七a?吹 己食ス出,斜«レ qt^y久一 
タノ, RスたS.人砰•ピ工 撰ケPh s、 U川也羽ノ ノ z i |L化〃

ヘノ9〜



/rn e e f i /k • p p . 4.。 - • E、ノヲ 3 g

3J R, E |-j OYtoH /9e f e k z?n i 44 a ti 〇Z^ ■ 0 -f /'小 f "りa f j" 

CQpaC 2y X 〇^ Lav’ヒ D’久 i% 久矛 U-Qに 巴人, 

T/dn s. A mピ レ・ jeop /is. 〇^, ノ 2 廿i 久 パ〃i4 久 L- 

仞ヒ e+；/H 字,pp . 3フ/ -38•ん/グ ア7., .

〜,父〇～

ん、 虽A\ W 編、の

1 丁如已 sTkk e T iA 。卜 SS h a-p. C -;n - S. .8 a.r^cr i?

V-Jふ ece ]；；""•

C '[ r 4. fj-i $•. Aが食"q*E〃phs

<ひトレ・こ

\Jv-idV~} ノリ 3 グ UN/ - 7 2¢)

柬 些 M,5Si”iPPi来夺の上流・都の河Wのゆ兩に倬ラ沅・Mは 
述去就卜匕瀛よ("orm See卩らe )とから尿立つ〇辟兩くよ 

って危・る三,/> _2因呼の I、づれの全來出わ.他,刀囱奇1=よる之バ・. 

匕--定" ・保を・侍な75し1〇ユ者は各・々興丹务件匕次而匕"& M,るカて 

めづ〇

際鼠だ样う•无よ爰のニ刀213亨は回鮮亲乙区别吉る二ヒび出 

芸る-二のカ法は成为に电:卜冰盘出刀兰永由瞬を沃定.する!で号 

沮でおる。

无［洲夜なの源曽q5；$S;「Q渓ふ上获課の冠財勿童冰暫株］•ご次 

\z、/舌,ようなNクノ與る:原かその米・出つ特迭を权,欧古る.

’ハ.地表・派・—— 二贝はセ芸から•・參透す 与二匕行くゼ表の貞諮

1によつで拍床に入ろ後み又は匙’互匕よつて・る"ニエy王匕 

しご降市又は敦雪の佛・遗府向匕驾度•の斐化あよう.永系の河色し 

貯裕の持住によつこ次足される壅永曲鮮をな吉,>

g ・德よ永—二<nは聲扇中ま左は款・・碧屮n地,表上層 nのろ湫 

电 し北中・はおI)てi4•皴か永平に訓を参澜(S* P &§ヒ)せよ 

っご河系1Hに粗ホw札る永 である。:Z也は著者が./夕&ふ 茸 

}z H ; j i e S 〇 f a州ば於、ける N u仰b r d K i i/ e rの炭,童沽 

衆を分析した匕ゑに見出しろわ刀ぜオニ塞芯流(Sec〃”ねー 

h丫 さ公se-*"w)と呻人之"’同株の現・彖をDr. W. C - 

L^.rd e p 711 / I k L) c,R、Hursh 〔め い 覲索し茶出水

(S f«? R 7H Seep&ge)の名を马之左。ニの欧のるを二の涂 
スさは株肩寸を二ビQす为。ゝ珪永は也春戒下のきれよリも惑 

去•後々こある。ぞ勿時固墨飾"・長いため田油凍刀形は河飯粤
〜ノ/へ



芦およケ眸兩房间の左"仁多く影響されカ二とるく.哉,地方の 

匕の特・,殴により乡くな毎する。

⑶・基瓶淀(b&se Jl〃w )-----  二皿は他卜水庖或はビゆ下

てセ十仁を 乙山えう汎と水から永系に穴出される勺刃である。 

基s亙夜勿登水曲餘i』密としこ急荻な上昇史示す二匕かある刀Y・、 

群雨めごの上寿七つ冋に曲著るしL I肩冋差があそめが・、常•ごうろ• 

&底恭の直永は水釆の上源の急を氷結I二よって一時的に阻止と 

れるカ、,之グZi也の謂節による場合のクトは•一飛Jて愚だ:徐々てある

降雨に片う姦出浦前紀ク初の2 IS手すなわう地表凝匕而出刀、 

ら或る。Miss i s\f !「卩］溟咨刀上氧諏の流哉では眸雨蚤のわす 

がの詡分が地表 馬の形ご琉:出するの还・營国のー商約の强度亥 

化 ぐ轰 デ土つ 渗、愛熊の 日々 勿 夜イヒI寸如袤 戻.•

(/J. Upper M ； S 5 j 5 S |' P p /' Re 乡 ic)n, W ピュTh/ .

B ^yc^y\ H Yd r <； L u ic 〇］^ ;c e • T ow& Cロレ

! 〇 vV 9-

⑵ 漏出(s「"m Seepage )は嫉に地下夜四(subsdk^a^e 

}|〇〇?) 立なは 平®!表出(；ntl'er- f|ovv)t^y；nる。

下量匕頰著は影皆する。二の考えを初の言荣で表わすZ 地 

中は斐入する水愛’の比・藪绚わす•かの％の戒ダは,馈入し有し) 

水憂を2嬉にする二とか・容易をある。しかし福士;の全壁!ゴー 

時角の棒雨讖度によって潭警W弘る二上は屋タであり むし 

ろ岸雨の全豈匕との降続樗前によって大いL彩醤さ双る。そ 

承故に 年画杰次の2因亍のいづめに宥しこび无分セ Un"- 

^rapk• 必得らルるにしざあ、或与えら/れち博雨ガ、ら丹らZし 

る2国子刀昱水曲繚はあ互«ー泛し七阕様を桔た石•い〇ニの 

爭突,は示・標詔成の新宏に弱痺して有謎そ共るx憶寸・る。ノm匕 

吞汎は・示楝兖垓からのゆ飼作よ不全流.右は穴來域"、 aの全恭. 

出匸は,冥石る庠囹氷態の下斐は比較し得る七のでは眉いか 

ちをある.

~/_ZN 〜

旻水繭線つー衫 H 〇に71ビ卜匕下|户1十(3 ) 匕は地表妾の處 

ノKな次試•で袤わした。

Qd 二(Q 印/］く 、ノノ

ニニてQdは降雨の刀如 ん冋に隔七の淺迷石' Q机は頑点壷 

爰,3は薛雨初から澳源東星まての芳向の彼机で、ある,

この玄を謁辱した美験では荒寰は布街の卞フ 1<宣で測思Lをの

«基屋定ん漏出4)寸べで媒く点うて1丨なでわろラ。善者ひ行っ 

企布父をは同様の形刀式が漏出の退水に河 し匕も更田な札る二 

虹を示し会。茗者か/歹3 る与•广林用’しと式は次刃よつだある.

姐t = QひK七・ 以ノ

二ごさ企匚匕冷。匕は烏固に扇こぎ分かを胚る/購冋に於け 

号記昼の値:ミ,«は戚ク係救< deple-Fiun f公こ)にし 

ご知り处あ悌致である- 弍(/)ビ、ス)匕は同一咲!榛セ禾ー古、 

早二赛る袤現さある-Xは明らや、であ々〇

式［ノ)と⑵ 匕はそ下水痼刀口の有いヒきい星蘆瓷の匣水匕む 

ざ点囱用き冠よう,と洪畋に菠击 3因・径水明彈蛟才次スケールに、嘲代砸

の有ールにしたク、、ラフ・氏にめ!1あの/匿.をア"D 、ハ、して研忍寸るのかすしI 〇 c 

の爾宏方よの例どして ［“wa州 のM&rsh&li服 wtuで公け 

る low&Riレerの花虽花镣< ノヲ3 e字フ冃ノえ ー 8目ノ

ち日)をニ勿毓スて示す。

Naushai I十6机Z贝 の紀録の 分;nT !〇 w尺iレeドのラ矣谷は 

鬥arshalltひw n y人上う面積:はノg〇クギカマイルモ平向 

ノgマイルの福小ある, l-wa <】t 丫からのエ猥y 3 2 s 〇 

平方う兀;］eの面演之乎均幅ノ s力し;伝还あ由、主表は永源から 

marsh公ntoW 7Iヨ乙ノ 3ヲ Eile 还<3ふ。•tの落狭が” 

あリ・ n&fshalltowぐ 力、ら 1014Z冬City 昔では/えっ

411；| e Wユ ノクj- t の 遂雀びわる。!oiyAし;1'!/^ら匕オtの洋ニハ&の長 

* )生約/湖 mileで、蛇 の 内 MRrsI' alは。w刀.カ、ら上は箱 ・gleで•あ る,河:x 
I季7ん、ご、すヾての友瓶yはSEの方向i=泳・汎る。MITsha.11捉ゆ湖• 土 於 庁 るふし士 

記錄はIowa.勰の7I、裕礎:荷の依田で’屋か影・觀W区、M w义. 

C i + /刀記.錄成琳ケ折の癸直肖rの藥•晅洗て調・製さ的るお.そい



吋ユケ方Tの穴ま秋癸霓沖I寸爰】永点からラかi i °以内•ヒあろ。

/夕ヨ8年ク,さ、う冃中 Iow2. 5、パい 混答いK表企 は任 

匕ん匕•德F水宙7归カペ & く地下メく貯爲の戒水があり 刀、つこの即顽 

に紫・日夕金匕那、立しな降雨が•急っち”会务!3Cre<j|ogKa|£fn- 

n e'/ 
レ

wo.)から刊行Wm专テーク匕よつ之 iowaC"r匕1丫2ド£札ー 

土 R&! I T 〇いU・つヨ々の充蜜の耋・西澤はF i 3、/”禾しな.

各々の履会う基蜃謡覺战ー遺練匕して引し)ちカ、.ヨ々つ城ポ樵 

淑XはとあM•ハ以ケお〇ビ"、92 3でめる、,I。w a. C仃丫匕 M4 - 

ドられ务!丨讣・レ％以上の平月日眸甬豈は合蒙回 Wc a. r |1ek . 

B^re 2 n (す)刀データヒよる尊前乳碗から得たものこ豆永曲 

繚の下:ヒスdッ］、しこあ矿 おとうく 短雨匕執吐られた日日わ幾 

ら刀、刀蔭南があっちであろう.こういう南は薜雨を郭じた街Kr Q 

间に昆る小区咸伫俄わ叽ちご・あろう〃 音通単一降明还わ I〃w&, 

C I t/ では二.宣の商点:の万こる時色电Pvof. F • ,4."明 kr (い 

はよっで焉宏され・ら。

7月4日からN2日まで勿期同の降雨による宗斑は平匂日盘蚩 

から基底洗萱を差凯いこ街らカ.自もので、下回、/の右割にスロ 

ットしこある。

一源幻

FlQ. 1-DtTEKM. INATION OF 24- HOUK DEPIET 成 

n - factors for base-f l. dw'an d 勺丁〇 rmーら匕匚r 

Ad-t IJ WA KI \/E K AT MAK- SHALL T g W M AN り i/ 

W A C. IT 丫

へ・ノユ'^'



ク冃 ノ /ヨにはそめ以前の爵前・づらの地袤菠玉はほ匕ん匕•急く

直<)ゝ かつ引冬つつ’< ノ 〇日同の降而1二よろ京,よの區永は為ホG

或水ビ して茨め抒八与とノ反愛しを“二の虹日く)オ下巧 ]1二は旬家

を示し 、萍數Kの唐は JdwA. Cif'f では 』7 / / , M a卜S n &-

| I t<5 W nをは"/ 2々ん値k: ••(,石

以上 迷へ疋ような基E東と爲よに封寸为kの国の求だにょリ.

必去赤下"公兎象を分為するニ匕を可能匚寸る.二勿目的のために

は金表・のギ均日鱼は不血写匕霎わZ!る。何・故る.つは地,我京,下は 

新五の上昌が藻められあ以前クスタ甬回以上一泛のKつ检n産す 

る二とは黑(.1石めろう刀、らをある、 土れ故Iマー万器がい為向口蒲 

においど志蜜の瞬间・的の慮を得ることがゆ奏である。

M a. k s h. a. (| r 〇 n グ療项く口自尧記録と主慧探ん济宛しまが・陳 

あ镣は甚を溪rである,記録はワ目2 3日のワa、か・ガ、の巫mの 

/" 公・泌•まではう彳く行って3ない。ペンは親测看がご刀更回 

リ暗刻を印すそあニ寿手を却し左m冃ワ日3 ： よひP.忡 ガ、ら查 

目のナ&• う心 会企勃し｝ていeい。二の同7ンは曜つつ口てい无の 

备 二の画の前獴の日は詰する米也の補正昭七〇. -J> / ft,う訴菱 

小あっぞわのと恩、われる.スD 、ソトして定,な藉・ネ刀、ら永¢2.の廣:9ヽ 

の上Kが・ベンか・喰つついを教時rar起つぞ二と が’推笈 をれる。二必 

ろ乡誤爰ia Ge 〇丨〇 g i m I S小クv宣/ の刊疔しる亲,亳お録勿瘠 

度に勝醫する 二めけ於あこ複ク でろろ二とは記タ)ら如る 舟,この 

研宠は対して は夏捨ビるあ けに捋刀、るい。

ノ日2团乃至2•回・の水建を阪リニ汎を表にした。こ也・に個京•す 

る瞬间流,昼を&ピ。]吳M a | S ur ve/ を訶發しな曲線ガ、う次定 

し日&,つ の小丸印厅禾しである。二八のの窟I才3位まで計弃し 

たか“ ノ s * — ■(匕・归・の清枝Wある3二の:Zにから家る辰屋は/ 

や〇〇 SQC ー枇,以上の全添量の堂匕对し二はケSec - ft Iて食し, 

かつすべての傷含衰.毀刃咨戌分に姐・してば錢建はJ尸Ksを淮Iて 

急リノクSe己一! t 或はとM必下な達する. 凹角ビ5れ公11七。命れ・ 

の上流・&0；nH已 勿あ禮所の匿ガ、う淌舖もF / 2 は殂薩匕出て

ーノN

おり 、 ま在日々の泰発.菜敢およみ•・鼠正・發に刀影智も夏ら汎.るよ 

うておう 〇卄珀し疋夜碧の奇成分の和鳶/琦同每に東リF博2仁 

実碗て闵い云が・兀・印吋と鳳匕行う-7 I Iる、
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あらかじめ示泛しをKの恒ク・メダ孕,寸7司/ ユ日から封いわれ 

測よの宣;オどれかV J・らS ぐとーチと以下忍在り"と兒こもぜ"なラ 

に街っちワ氏3 0日まご宜• く商回つ滲リについ.と五・記し无.。［ごっ 

期间rz荷するあ源の甦はにの同・ーの宣を用い疋 〃ーノこ•タ・,いさ?!・竺’ 

あざあろつ"艺カ左め後合しぞ全定蚤の宣永町綜は丸・印券の卜浪 

外rあをよう 匕る.るごの.うラ"〕=朮らの卓を 蜂雨による充土蜃 

から差引しIでグ冃2 2日からユg耳まての何の地衣我卜の慮万口ヒ 

頂点を号 F j多2 ‘にEve)i-1 /Vo. I匕しこN 〇・ッ］、しを。- 

•の匕レヒ7Uの7冃スZヨゆ夜平よさの屁水は以3ニタ田尊しいK 

の虐を与え名"狙术はT!の同じ版制の上に広茶切れg尊知•鏡の處 

ば之R疥ほ匕ん匕•をく行っちぎ冃"3日の』巳7n,まて表电した。

ク冃2ラmから・始ーフご El/e/r 福、/の合計のん尊囿宮の

,個、と前河降雨からク而よヒを營雨によみ奁出宣,から・整弓］いて 

Ei/e n t 46. Z を沃,定,し左.宝の形・カ、ら二爪は町。らが匕漏去の 

他のEレビ％« であり.とカ宣水は充芝に天定しち或水麻敬"よ 

ダタを四いこ冽芝低.ばEれる,匸”uれT ,刀ん•2の瘪畦オ冃, 7 

日頃にほとえど•るくるるヨを表記しな,

ニれらのEi/ 〇ス士の庫を犯えて乏の,含計を障兩による 流招民か 

ち差引く二と前の圳くしてEi/eMt Mo 3を沃宏,する。ニMゴラ 

会舟い呑く地我流下Wあり• Wめ2日夕日め/ p か.ヨなの腹水 

は名さ性米定し在地茯表の城水係派〇、mスブつ袂定匕をる。この 

保水はこのKの建て列W世は••Zれ名冃ノ 〇日の正.午は彥とん匕口 

くるる.

Eレent M、4、忑、よ は二汎ビ同糅にして犬定した. 亿 Zは 

満由で二汎匕吏なつを地表療下の3(J)敝,)、な促家X共の策:わ寸な 

の、く題めセれる、ビ祖らは全芯出寰K比執する匕甚左・小扬いあっ 

こめり•々、つノ ぎ无-itの単位は充分の確度を攻てこ,れらの現或 

を現わレ得有いから、ニれあを别々な区分すろ二匕は行わなカ、っ 

た。%£ を他哉夜の他の挺殊以比載する、ビ死(鍬ペンか• す冃ワ臼 

の ヨゝ い P、伸、 からプ贝初•Wて勃かるづつら二以び夏ら也 

丹。£ / e n t * & 刀演志は、キ専W抱なものより◎着しと言い 

よラに既える,この二とはビけ。い十/んん の上昇游が•時に兀ま 

ワニ兜える二と£就明するMあろう。

地下祁起出:2恐妄 刃上の諸節に或ー'ろ方去の遂は晚春、 溟お 

•よみ秋の司の蚤あ表つ•匿木曲掠s決:定に肩用w•あるニ匕冰訶あう 

汎る〇 昱水W録舐の上にぎヂ荧し7)延襟を羽を,試しの鲜国!? 

よる京ポ諸4計神し半对眾飆に二爪をスDッ］、する。M瑟繚妄ス 

D財卜し・ち砰苕による奈.击箜の送水の大部分の甲夫ほか平•行した 

臺,塚「こ另:えるまで調制1■ ・ろ、二の湯合ゝ匣术の或もつはwの全云 

け他表充刀芹在の診響を我け豆視にしてN DットWれ互いものむ 

カろラ。ろと旱吞12は贏沼の賓水曲線は表土の環結,地歩べ於・け 

る歩かり、,骸,河・渲甲のオくおよみ•呆怠昭匝の為廣I二於けろ土中。 

木Q禎性の;曾う口田よつで财・警をMる。かかる期回の漩理あ録を二 

つ输文で述、 ち方法で分析あ@ては今日式て•忠不或布であっを,

文 駅

U J W. d. Lad <^Y /HI / | /< / ユ 戸びrus 匕 Fy,し/,ワ乙 P,ナー?旅

ノう〇夂

(の «‘R,JT“rsh/ TVans, 4wer (Te^p h s,し知飪た,

/ ・ 仆 厶?inua/ Nピ己レ八多,/ヲmん p&r— H pp方/一方2 

(?) W、噸、 HoEeraiM F. L. F |y?ir, “&八 $・厶me, & と、

C/K Ei"、ノ «[。3,亿 ヨ 彼 /歹•3»

V) 认.$、Creol. Suyi/、 仇/、ー一如 Pa. pek.クよ 兄 [ / オグ /ク 3£ 

6)以.S We&、Bu に Cliが3TiC& I Du &, Jou/a Se cTi^n

ノ ・必・

以〕E厶、〃Z乡/么ア, M。)し・144a. Rヒレ、・レ:ル PP 8-ク、

J / 9 3 3

ヘ闵〜



7綜合ユニットグラフ

Fi-a. n K [ i ri F. S-tj J e : S y n t h e t .'〇 U予i"t-pwphs 

(T'&US. Geophs.UM；Q/yi , (930,447-454 )

姜约 この論文Iゴ主として実験齿に蘇合リnitーび財phあ謗製 

すE方法玄木ず 二Q万述はZ 〇及至:/ 〇、〇 〇 ク字方"Lie の泥 

威ご就适誠録ポ御う・机るときごもまた得うれ«(、ときご礼、浪衣 

委特/生の面発およな、分折の助けとM店・

そ.ヾし万、ヽる面気ピおけご・判・匕圣験と坦用い々こたを省くため 

の企はなさなかつセ

際函蚤の璽心と流.堂遠の頂貝との商の辟な丁夺・わ若遅,門は線合 

U^ft -矛Ep わ を謗導するのに用いカ权る流數我比のM啓ほ苦公 

さめる.この選双な近似的匕決隹,する方法を水位誠鎮力驚1、成我ヒ 

おい乙窗•ち此••§よう|こしだ’U -ri rt — ©n・反phの項矣流»!zRし～卜玄 

湼れの・函数めしごあらわした<

咨巫ク、ラフ(、Q i 5七A I but i'ot i-a P h ) £遅松q方法で次定. 

するごと水出来る 崗顯の流域に衬す模環貞瀧宏しートビ会酩グラ 

■?々れ •射げい.•し? <-u. r；(な仟ろことホふ永る.この方洗か怛匕 

?e-n?)essee 一川 Frxe^ch R i \/e r pa.^4 n-f d ? e U.

上について示Lた.

洪永予翱Vち、 いこ遅・れの靖・涯の他の很用法会决ベ、念論とし式:： 

のあ法の限界奴争ビ七.

結M.誌在ほunt ～谷卜なphの基本的・の瑾諭と実行玄な知って 

(,るものと低ま背る るしそうでなか っためそれ层参惠されたU。 

〔繡木のを吊文献r•ノつタを鳧よ)しふ丈一玄泌ph は典理的ごあ刃 

ガ、また以掩流の座阪迎で、或単位期曲匕修つ左前による与之ら以た底 

決かめのー/レ!_の地表流下童の是水曲錄と しこ 茗者吐用いこ()る.一 

せノ ぐ er»尸仁)ヽ 3"tive h yd ル 〇] ケ玄、(仁 i f v e g*t i g け七、i 6 * a ノ E：；f十 歩丫 | V 或ラ?

D eQ an-tm 己7Iモ吧匚 o^eats ろで日 WatudS, LI S. \Ve aTherv

I^ui^ea u, a-nd lj$、&eo I 〇す Tea i S'p^&y.甘超卜 i s bu.Poffs>’Iva 林旬

～ノ国～



Uれ,しJ が己p h 法の塁水防の何産Wカ、力)る隆柬に痢し己は如袤 

流下委の時由的分布仮対/流域に<? I.Iて吐一度ごあ() 縦座標は湿下 

愛の全量ヒR伽し.b-T ；t -分eaph の形匕従つ乙分・をするといろ 

のである.分配グラフ技次々の蔵一晴曲々鬲の淀麓を全菴の有分率 

ョしとあらわし层Uれ忧ー®貝Phで、あえ・

ここは逮ベようとする山勺|-tー牙agph誘導法は王としこ流,星の 

記緣な利用し徭なI】地政にあ、H・わ旋セ量の6ffだぢ上さ子報のための 

ョのご・ある:しかしこれは流量段右わ术证の記綠カミある出t破の歸払 

にも切?けとなる.

UFは一分naph Ids'々の平均流童水らは得ちれな!.)•しかし 

蒔尚会丝彥としセ分配グラフ蛙ーをnap hな作る肪!丁松 

しこ住ることは出来る。

平均日元爵ご吐、実際には二風の彦近しな辑水の趙っな時ごも、 

〜っの平滑な堂切く反縹となあこ匕公、 ある,へ疽ぢ尖驚の沉域為住タる 

桟則目隠でれ;5 . Cの上厂日による瓶•散量ば同略匕!£つ狂るの匕す 

な箍采!ニなる ニれその遂实の釜分万は宜記再堂を作基水あ氾ば世 

液されM刀:' 系适运ごはこれ水一狼に用()ら札なかつぎ・

水应の遠筮的記録坛徂ち花る・ 'とが、現左演川観測济の釜数の実腹 

で、 カるか 。 Um rt -玄uaphを得んと士る研宏者炒火蜜 をざる 坛 

復ない

u^'it一ナへaph 垣得2普通のジり方は朗のかに孑K並しかつー 

見ほヾ同一期南の屈策なよるあよ屯)る増氷に对するグ、 ラフ在得・るこ 

とごあ如 これ・えのU -77 i L - g" Na p h窟也較召/5ヒU T111 -Q-v-ZLp h 

法を笑行するには袤あ駅余りにも大さI)事米麗スある.

これらの楚実は流下量自屋す・、刀降雨期曲の區優,雨屋のヘ等分位 

低気・圧尊裔の頰異,ぢよぎ雪、セ水のある世政ぞはそ双か力の流出,奪にょ 

って説昭される

互ヒ矛窟する結采はUづ、 れも乏の尺!!の理由水'明う〃、!ごなるまご 

汶置してよ()ものごはな()’また希笙なれる"勺「ヒー聲ヨph は睥 

雨本整一强廣ごかつ整一分布•の場会よ・り沼,む・しろ磨殊の、まなは

”むへ 

美型約な睥爾に対すゐ揚合のものごあZ.流武匕は二の前の条件め 

降甫の起ることは苗だ:稀ご扔るから乙'、 ゐる.

ナニ段として謂同・の単皿の選泛び、 ある.小液成の研克にはZ時向 

またわ/時商のこ:Nミえ芯液駭ぞ、あえ ,故I二兩腹は/時商刀、らミら 

井国か賄宙の琵尺に更< U^it -0~a卩hか万、/眸風労至g貞囱 

に詞・する降甫ぞータ会袄用・ずな.リ小「rt — gcAphを廠桐すること 

ご历る.このこ工は元恭の期・佐!の半分の降两デ、ーダなN()た〇ft - 

graphに.或洁尺題間・の(J^rt 一月・れpれさ試めしと誤逐の方法 

ぜ左わ紐耘旳に分髀することごな.される このマリ方を希望寸るグ 

ラフか、得丹机るまご注蕙度,く録り阪す.この分解会ビ、う行うがゐ若 

之方に、您い鄭回(例えば/ス峙由)のU勺I't•一 z 5 ph必二の凶 

の上で継び、 含わ(±羅陸標を力口え乙;2冬、剳〇 スげ時間のU小)、七ー 

をXヨph 坦倡会ことご宜された 二机次堕にすること坂杳えれば 

よい.

この齢又で术す録合U缶注ー& ph安誘潭する方渎玫謀めしの 

U"て,ー孑naph女得る俱宣弭いわれ・ヵ U^"(t- g nap hを得る 

方広の如同" 匕力、、あうずすべこのグラフは芙際の胳甬に当ー・てはめ 

で楝定され履け义ば煮»な〇.

潴域/屋才しの沃定 南街-批四力、丹の隣面奮と淀定至Xの卸茏Iニg、 

いこマ7、W、H 〇 いf eド と万、厶、厂/Yれ匕3 )が用I)/モ逻れC Lq.^)の諾 

歧降前と派眼最の复臭の曲の蒔雀、挨言す丸は、隆雨の适b水ら流鼠 

屋の蜜您まごの癖尚で兩る.この論文で' 蛙産丸は特泛の理表Q也袤 

戒下也招し在囱め車心と、硏遞％れ蒸悟祈にどけ在頂荣流量の^^ 

との尚のB幸尙匸定景すn.この定,義以同一弛政の溼・札の纏々なる値? 

な絶天の型式に応じて仗用寸る二とに謁和すゐ

或姓駐に试する淫れ攻教直の攏穴に際し隆浪X威せ童の次録ま^: 

わ蒔剁の野外麒测によつこ得万れな,逞れの此奴訂の汰定局:いつで 

も餐易に入争し傳&貢料かり得万权ゐ,

普葷UE?t — 0MLphの型に影寳すると毒之ら秘る因子は海跋の 

形、地形.诃陞,の傾钾 河川密度なよび河道貯雍墨で、おる»

ヘノ玛〜



App& la. -n 為业,Q河山の誕録に基くこの肝・究ごは•地形 

洞道傾咨およぴ阔卩I密度改右略される・

地形は実残・魚«慝々のM子で表わセれN冷、や)I'1つ、、照ら匝れの 

張斐宏艮好Mすろような招誤は援! I 少表漩下E陸而か終った後适 

3匕止なこと、代よ节袞の河這ご、ば恩時固ご止セごとは、結！c圮或・ 

わ云・さび、づは通.つこ弛形の使値次熱くな2二Z泛言え3冃する・

河遂イ頂,斜もまお大し左助け匕はなわな()•なだ、し或地域から便料 

の大匕相菊す©独の地威に疫わるZ係数ヒ火きを妾セポ'あるごと技 

予め判つ乙11る.

河道・好者はWの近似債は流出蓄瓠録かち謗導さ昶るけ;12と、也ー・敝・ 

ビ地函のと力、らは潮力な:(I 会コご吋遅れに及ぽ:、す貯滝の影智区表 

わす新軍に復らオ,る因子はあな抡こC)なU .

ぞの影摯吐俱匿の價斜と馬洛とな、疫接ヒ命爵するなめU保数のな 

と入って耒么,ガ、くしこ大ささ/形とを者えほ庁わばなめ箴くなる 

集水业の巾は予思される旋出頂夷のある回麦.として認めちれる.

形玄表わすもう一つの因孑反測水布•から況域の中卜までの斐離ごあ 

そ,流感の巾と形状組宏离昧うるかを卷え之み在I.).

泉水地の自劫形X巾とを表わす一方寇•技、布兔されるべ全地荧说 

上の程行茸育(Tmmv招ーヒふ1e )の等离療を重く二とでのる - 

あ等高・繰WルZ而勺V7「つ, ま自!归Kレビt<Sド式あ用いこ定常无に社 

する水麗学的群算ご灰めら机る.この結果垃、時奩T左境甜とし零惠 

繚而の蔔頹の増相宏従軸としこプロい/卜す切ば、、測松沂〃、ら轄担の 

筱行痔商距離匕ある匿!痕建把也&えビ衆水姫Q形な表わすことにな 

る。違以四の形は河道の形乙頒鈕と会考え氐Uで、、潤米祥rzZ、ろの隹 

噩の等高襟を泾めこ、莫.水地の面模と由(:面積増泥Z測水!rrか、幻の 

距離の増如ご劇っこ)有測术衬r水为の距謳に君して,コットご佝る 

上証のダ、イ・ク、ラズ.の何札若河道司渝ま,なわ法水液道行の影掣な永 

さM I)のごあろう.

/～/、ス［む 厶 曲線欧-「ぞF勿巳sseej+1のF心Fch Broad 

⑶i/eへの つロ〃 d代以?e い人丄の敖戚形のダイヤブ、ラ厶で、 &蒔・南

—/并〜 

の衰行3・总&凛匚よつ丘るの,3曲線は二の地政、に為-する6時向 

U-ni/t - 07. ph ご万々
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この地蠟のし(十卬ー・へa phの形が、A也楝の形であるとさればふ 

屬由ゆ兩に祥する達れは、掇大経座棟までの黄囱冷ラ清面 3ス) 

玄列いた右のに専しUごあうラ 叶れビも洪共波は色釆淀技ご待"W 

是るようI二貯滴効・果ヒ协かれる公ら、遅・なはいつも一磨大さくなる、 

かつまた洪水洩と甫彩の影響は、頂藏流量の晴刻の术源としてはA 

曲米の曲穢の中心Q崗"虜座標二んW象Q漠臭q睹卸座標よ()t 一席 

良好ほEのとする,け"ビ、 W員? !の例ご、 はA由線の須吴の瀉南是 

S !H Urtil - ？E p hの!M葵の時宙［上〇短かい

琦究ご粗ろ旋成に计する彩かダ、イマク、ラ久を作ろためQ蒔岡・演薄 

いた.めIこ、形のヌ、 イマク、 ラ・及の面、演刀泠剧産痛に片する代用ポ必羨 

に!Sる雀Q中心えの主河攢に添ラ斃継はこも代用としこ用I)う如る.

ー ノS占〜



・の画・虞の申心は、•大夫な寂は乏の嘉辄近径uこ田リ取G、 

南の都分に恒()吳垣ピンで玄えて室直象丘で.切、WうーつQ角さ局 

标にし二虫匱奈％兰めこそ.の灰矣名申さと丁ればよU .

七しこの池盛かー敝の彩か万茨づな方向の支流の奔る左わ、よだ 

わ二つの主をる記)5泠5 方囹になつこ()る在めに不便副ご:ある 

丘らピ、函積の中一はは各水区に计し乙危め、を力面積X測术荧あめ 

の匪離ご吏刀五つげそ組合比ご偉此以ゐ

P l邙s b u卜q h (C右"'ける〇れ〕〇 R tve・・の姐く厶 住・勺er-n y 

液/ M 〇"。f %朴日a尚の会奏:宜ほ しこI)るとさは、 連れセ

び明出一所Htph も火に二つの地.或I二别々に傳る方かよ［)•もし 

一つの"明成一/卜田ph か、め要な酔は、别々のク、ラフ玄継合せ・る 

こと小出耒2 何ヾし磔兩.竇の丧化は:别々のク、ラフ去用U/こと匕 

注急丁ベさごある

スの認号会甲I】る.

±F = 淫札(待)

扑 = 地哀れ卜な起す混の链続件間の蛍位:(蒔)

(=七卩/余&纭この訊宏ご吐採鼾する)

■t R 一 史!表泥下な超す函の期頁・(将)

I = U^yi(*t — gいユドh の酔囱蔻彥C0)

L = 地或の反七 (寸［丨e )

Luce • 測木な［"から地域卓/0えの廨•離(〜仃订1そ) 

んP = 頂矣•流童に肉係する有効函横<卄汀ざ)

gp - リ个it: ーをへえFhの蔑奏派・童レート(わウら?；7ず)

&P 一 Us i七一玄へ己卩れ の頂.葵.潔童レートC. c f s J

A - 篥水題覆 く^t!「|un)

Qん卩= 草使と集水地停性匕阈する保数

記号に, 会しS乙のは.意・義:は・娈うな1いか、画積一形ダイマグ、 ラ 

厶ご、表わした使建的の瀧位是形辰术すめ［く用ひる<

七ルの承位は薛前聲位と葬水,地4珍性の箇の冥際的讶像との要亥会 

満すよう会邙 力一定剳な性ずるので,あ乙。

-ノ3ん〜

地袤流下^:註す兩・と()うのは夏際曲ヒ拋表飛下女あミれ(、浇天申 

Q飾分坛龙くためろ、ある.

Lsは測水用•から地域中匹まで・ の河日送わた冥際の段さ,恐ある. 

她域の中Bか主,河适に洛つ伝いと至は、この跆誰成地域中心匕治す 

る実まで主河道.は浴・っこ測ぶ•Lる回假に顶:測。也或中尬窗红圖づ 

た俊は河宛の水拒圻に余りとりわ4tなI)こよい

長建の旎域、 忙ついこの滸斑・刀、ち切 はしea•久ん |て よって麥垣二 

とを忍出し日,潅数次gの蔻戰は河能の說明はI) くつかある水ニュ 

ご成はつまりいう事は出耒な〇 Lcんは折要の夫喋曲四孑の此板值 

で泌るかお、 ー歹洲怨に決是するニとの出:兼るし^BXしこ関保次 

より妥定.Iこな<5.•故に

七p = C-t C厶c七ム)°’ 0)

&tの值は主.とし乙AFFa丨なじh *an の高地で潇卷した地域ご 

W豹/、ヨ公ちおス还、平七Nごあった<係數’從は樓糾Z河适府遥 

の落巽に夷係し、面演やこの曝成ヾ似ていたかな、そのためにこの 

偵ボ尺きく娈ることはなかつえ•

かくして傳会七平の值ば整一れ張段N分苗の隆面(で对寸・る.踵オZご 

あ忌,本尊な她癒再分缶の親I二対しては雨壺ー一面蔑一形ダ、イヤケ、ラ 

厶玄日耳iの曲歳Aと同一基奁の上に・り、縦崖燻は平方S \/ピQ 

谷いこ平方为兀/仑ー沏仁/7 .をザロットする。B//の曲練Cは虫 

Uご吐n况 め兼こ、分水考§は忌、南まご漸噴する際弟工甘ずる讯星 

-画覆ー-形ダ4ヤク、、ラ& -どめる・語虱一近覆一形ザイやつ、ラ厶の商 

薫中!0と面覆一形ダイマう、ラムの中松の宜・の峙間廷は區れ(Cなさる 

べさ也?’以,乾の祐正値ざあふー駁後の福正ははど低斐・压术弛域な上ま 

をわ禾え•或は痍切つ之動いた二土につ(、乙行われぎけれ,ば、なちな 

い.この補'正は理れになミなズき陋加補正な任すものでーえの伎吐 

主,としこ判断またわ観混!化基くデ、ー沒によるのごあ号 ,

ひ十］七ー争xaphの頂呉澈童(平均6｝、言当())の沃尼

京也し戸単-ー降吊かめの地袤流・下案の愛水曲線は吋斐乙実捲結v 

似ている。隆雨期尚の长a漩不麓、寿、よび地・域の大:ぎさ堤消去し、

～を〜



Z7つ貯淄と流域'中日の距翻近鹿れ七Fご表わ・ば卯,tpびよび 

Cpの由u箇留作离株び成立することは囈くペ、さこXで历る.

オーに面頹一形ダ、イマブラムさ袤わされる仮定:豹の潴的墨垃とり. 

次には全あ表渝下塗の平方m /、尼 の当])の頂貞海上しート坂 

【『と、表わし、次匸/平之ク?;7 e 当り/磧固の瀧下星の / )れ片 

6UO c-fs に寧しいかめ、 多P‘= %/tg )(久’P /A )芸、 

ある.Cp"欢、 (t> /±y)(弗ノム)と等しり、こし、$七=昧加/« 

ご万るから、 7な敏()長るX

£ p — C p ° / tp ( n )

opは&ダのP /心匕等し」)(ごの研•おごは七F /iyは久ぐのー 

足と・し乜・) しかし画虞一形父、イマク、 ラム厌洪水波蚊貯潘の

UFit—gztph 形に移行するのご U-r,'t 少"Hの預矣流哉 

を起す有鉢面積姓の物理的慈義太・実睽後に淆亥される この理.垣 

居、K =ん户/久ナ=G卩/ 〇・のKなう集氷地係敬な專 

XL乙ー万・満正ラべ、き處夷ポ、俱あ丸る.按I二く/一/く)ほる恒は茨 

水液知流,域の貯注効果にょるU-n it ー务gph の頂夹の値・のイ氐

下台表わ古.

甜究した須.成につ()こ実験紺1こ鼓南さ;Kなとごろでは、gpの悽 

は/七p 1Kら 々々q /七卩 の商ピ変り、平均はUoo /tpであ 

った,ごれはこ卩勿袤ん水々,右 川ら S 卸二ある二上に捐当す 

る• ー按にCpはCt水小にな脊二從って火aな値に•な・ゐ・ 

式多卩=5 6^〇 / tf> は双曲縁ごあり、な政緣の上でのテeッ 

卜は4ず綾ビ5る.

地友流下の期間,地表流下置の斯询丁の或は或流域、の配分グラフ 

の備を遅れの函数として乡える 日名 ユの作点にぬ豎ごある.この 

グイセグ' ラ厶は 陽4*cd〔N )ボ澈威状筮I二基いて作つなもの 

と滋分似て()る.実麒式は

T= [m + g<tp 聂)) (〇,)

ご丁日の哭際的の値宏空めるのに用いうれる。feの値を用いるごと 

も困麴でなく、かつ最良の期尚改也欧流,々敢扱ラに兩いられる方法

～ノ38—

砒究.しを放爪流应(為/ 〇平方次】丨お)ヒ对して甘Tの彼H"く 

とも5日ごなる:z /は注目ミれ莉•これピ単一隣前に上石河川<< 

わ蟾篱と正话池下或<泪<小まご:号3らめ匕装する時面ご房M.

こ也略河道貯渤の・取ス、説禮ご莊う以上ビ長期て、、あるから、乏の上 

仁地卜・、港すなわ白引她はしタ三労;二史匕時点な夏寸えんのヒ旁え 

られる.橈宣すれば、 匕舍まれな术・.の一都蛙凝の地

表沒ドの屛さはまい(善通の圧気ごイ地夜淡下は史の表・画な廠也こ 

河道匕 >、るものとうれる.) ^

この應跛の事佰&怂藉や絶Q布を•名白冬茸ヒ亘つ乙惱ました.一 

玲約姬下«流’弐、 は地下吨出と时ノドカ小、、溪い次:、ご花はC.B . Hunsh 

〔さ)エよつご隆朿流尺の一都こ去匕に浸人し、正常の地下』く就出 

上ども高いしートごL居と公通しこ流れ夫・る匕のと送・義、 したもZ)ご 

あゐ-'Na隹い J pp言Fa P&〜 k二(汎け ノノア〕に指癥されたよ 

うに地下淀.虫は地袤汎下・の陶生が球・いにポ为されて河道に到達する 

でXな附叶:Tnえe叶”ばなるほ°由

終展ゐ诡後階ごは衆％英矇御の方法は地下淡故を眞の地袤流下と 

共I二い(t- $ rva. F hヒ奕入れることごある、 こ辺は決术汎戏蔓 

から正・汚水法'永曲密匕よって麻下水漩敗を分離し・な残汆に倉まれ 

る。如-ド流出は主/しこUf祉-g i-ap hの返木節・に現・われ、 砰岗 

星隅茂、音通畑オユ見られ・るよりち技くなる,故ヒ地下流朱の影誓ピ 

U 3江一j〜“ h汰匕彩智する眠りご攻流杉の大きさび匿すy従っ 

エ艺の重要性カヾ伊くなる・ _ •

～做〜



域上の方法は妥くの晉匣の隆甫に站しスは滿足すべ、 さものこ、 あゐ・ 

げぢ、し、全流虫童の或遂まご吐地表流»下逝、地下流世、も、よぴ地下 

水就故の谷重の商に区ヾー在の痢保ポあると馬ら杞るたろごあゐ・

縛炭は3.ク罚平方”］)、| ピ 位の大之ミの流、诚で拝常片夫.歯の際(C 

起硏 箋くの地下水滾w最大貯近徴X潴童と張痔つ(Wと同嫁、にまた 

地下混掛の布溺も流出七最大董衣•万8とするこ切が事宾らしい.故 

に最大に産しまお參庞能/限度にをづたときQ大決水ぞW、芝の流 

Log、tp・ in Houn- s

_・一 F i］ N Rejection cf B ん s•1勺ー L ルタ A稲 D isKi bid'l! 〇•n

～ノ知一

ボ宣のノ虹部分g昔垣の洪水の埸台よ(丿も地下流出よJ)眞の地茨流下 

匕しこ起ることV底け,かくしZ音通の決水の場台とりも頂吴系早 

くがつ高く母り、退水部の蚩はりくなるUt i七ー导トap h を0 

える.

式ー定置辰超す洪水海べ愛なもつ耗常に大きい洪水を予報する1= 

は 還到の都分寸きわち也技漩下琶成陷扣- gn&phの方浅 

ご割 当てる:zと水出末る.

例 遅れ邙 犬知.れこI)ご、これに七ラ々・会如えで地表、流下Q 

そまった時か•力UfH: 一糸»apHの反実までQ時觀か、桿うれる.

瓶山レート乡尸に面積.な亲じ、 乙U"ご・ ー芬へ日曲 の項点值Qpを 

得る,F) Zスの駆分ク、ラフの百分溼の包ケの此長厚える“

厂伝 Nに表わさ机た某会グ、 ラブは典型构流域に计す,る平均ご、 

し»づ「じ ％naph を强くためQ争引としてのス 用いられるのごあ 

る.I凶段なりば刮•无すべさ流域の形ダイヤグ、ラんえ鬓っこ狡え庄汁 

丸ば、な万ほい。 例としこスジダクギ方仰/、丨eの流域坛もの 

T e 7» e s s e e 卅 KnewcH Bm れ」司］vd の ^a-ndtv^J^e 

乂丄匕ついご禾・す,

&つ万分のノの网上ご長さLな漫!う、./X巾丨足ヒなる Lea 

はG J m f'leご沖山型次整一ごあつな力、ら輩正成しない 故匕

邙=ス(らりX冷。)バ=次、"咚ノオp = ・初"ノ令砂=/次ユ Qf s 

ヱ方せ座(J / h> rzっぎ・=心れ x ノ次え=m、ケ「。〇子s) 

七ル="ケ=公ふ晴(略妓6武去な申う)；

T = ［、? + M (さひ、4 /双))=3、3、日

戶>彳 Nから 弘、％の連対に君する匣分グ・、ラフ亘分率は//、// 

旧』,史Mクノ ノス、丸,&、以ノ 0、ナ / ち、よび、グ、クごある’エ｝玄3吐以上 

ゐ要我/満足ずる腻合・し或七ーナnqph氐示し、忍の水置,寸 

ノN久づグク 一七七ーda 丫 ごあゐ'(«つ«。平方-??i7 / e k / <-n )

一ノ攻］～
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まな国;2 Ic / •涎・/冃/8-/ヲ日の降雨かな誘墓し巨Unit — 

幻y.ph状、播かれこある,ごの看南養・っの密啻肉の麗I)蔭閑から 

戚/)、/オ酔南継い在もQごある一 ・我流»下・なん4m ・ごある.

さ磕由祿合口勺江一/いaphか必誨尊LW /ヨ縛肉線合い启七ー 

分れ&ph あ丘藪の在め來しを,

洪水予報えの遂雨 洪:木流量と水1立匕Q予報己、、は、学鼓されるべ

金地度にぢける麻寰は.予耘会雍する荘まで片普通知られてがDヽ 

増水の初めは判っこいる.頂夷の馅刻と嗔貞派墅匕かミ死れれば'音通 

乏の途中の増水,也知るのは容斎ご万る。農爾量と予芯される全地袤 

流下星を仮足しこ頂哭流出.の障如と唄衰澈!瓊Xは予翔される曜れ 

七 平方旳〕k 当り地表流下匿の丨ス ヒ針する式(フ)を用I)乙近 

板的E得られる.予期さ总るなれというのは眞か瞬雨分布X低冤圧

〜々〜

Q移财«甘しょ福正.しを烤别を降兩型に対する遅.れの意味こ、訪店.

干諷な4ラうべき流成IておI)乙選れの靈々の茶悴による恒とその麦也 

とは、元の値或坡定したとので歩っても冥刨匸よつこ建爲に丽る二

Yが' 农恭、る.

この韻文ろ、用いられる眩由南隔七件は充分な予報(ci迅髪な俵まっ 

たデ、ータの氐ヾ正し［)時成画隔・ごあ瓦 髯函の眞の継続時画はセル 

に写しひことはI)えない"故!く式(N)会次の形に書兰殁える

0PR = Cp 64-• 〇 /〔七P 十(セロー七卜)/イ〕 〔スん)

こ、ご斐数と余皴とは前と周じ憲味だが、右を七匕 以外の改 

う長で五筮ずのに用1)仁,

A % Zの面:須一形曲繰、ご衰わされ生善•建直蘇の考えヒ岌いて式 

(スc ) 顷次の如くなる,

务PR = ( CPR6々〇/切)ここのMr =久ぐよPR /Aかつ 

久PKは頂奠流出童に哥与•する面績ビ雪しくかつ兵餘の庭南琦面« 

柜応する けれビあ忽分な面穢一形テイマグラム五代くために衣の 

分孑に障雨時尚の爰化な老えるより・、分屈・之袤える方ボよいと考 

えら形る式'仁ん)ばヱの考えによるものごあ冬・

无,の板隹.ヒ従うX・頂吴の茴は地表流下な越す取の圣対から遅.れ 

に零しI)置ぜt十の踵龍にあ后ごあろラ この仮定_はしIf rt -莎卜aph 

方Zはクしく吳る ごれをUm?t -莎“aph 法 u当はめろためには・ 

しふ「しー莎心phの上昇がよ度下障傾斜・はほぼ、至直と同一魚段坂な 

すどしはげれば・なわ4 エ虫ば興際には稀ごめゐ・

ごの呉あ昭晾にするために+伺攻Uf「t ータ»aph水、増水の初か 

らラ/鑄,古t匕頂貞が起・っな代茨酢の瀧或会毒えそ冕る°遅.れはこの 

隊Nけ雌司(二乙—ケ2 )乙、、 ある。整一后:ス."略宓・降浪かえ"明!t- 

洛典时 法を停な量水抽線•吐 ' 地茂淡下な起• した咯南Q重心かわ粕 

ュTJ詩固後に頂弦ポ蘇るご、 あろう•これは N4間简の一定遅れ.の再 

えから傳たもqよn’蒔南俊で’ある,令日まこ、、 はかく弓|続全整一隆 

用・沃話ったのは指ごあるから' このI)ずれ水正しい小を決隹.すろN 

と穴出來な水う会. N回.またわ忍れ火Eの傾々 の四:爾び瘀也しこ道

ツダ、72 *



つ在とき!cは怒らく正視のUt it —・れa phを予報のたのに用i)る

方ポ、 よI)ごあ万う’

制碳と結諭 a)U个［じ- c^r^p h法は拋表泛"S畳の時鹵为分桁垣 

決定する手淡ごめぐ松 しかし或る一組Q校件Q下に起る沅下電宏 

決・定 3る曲題な紐<ものごない。

著老の知る限りごは超当の大ききの画預からの宼表宛下の量会央 

定する鬼全な方法は未名、 公衣されていない.こここ、 宅全なというの 

は日々の陸京童から望む会'けの冗商の流出璽会髙芨の正晦ミと直当 

な蒔に計尊し得・るようさ方法宛蕙妹する"しかし而宛に用いされる 

正遷にデー夂か、殯如しーかっか、ゐ激死に兴吐ポ示> さ机石この尙題 

は退かに充分に解決され又解懿セれるで、あんうと思われる, 

Q)特定の瓶敏、に对する遅れは密改Q与えられた更式と麹国とかう 

起る大きな洪水,匕剰"し乙よりも水,ミい浜术,に讶しこク・し尺さ、)よう 

斐ある.

⑴ 或る访定の流域か:、典形约日畠形からQ殁リ浅大当Uほビ線台

U勺「«一 0naph と眞のU・「t牛いap h Zの不一致ポ大さいようご 

ある.

0)スd 以下の地度流下堂の普通の隆滴に对するUfiT 一利叩h 

去8ん!またわ之れ以Eの地表.贏下琶のある降雨に適用するには愼 

管女注意宏愛する。

<の こ、に互えた式と係数とは.主としN山金地ごあるAppalachi a-Ti 
蔦地に基くものごある,艺して比藪的平坦な申距都め河川に道评す 

る伫は相当の祐正・要するごあるう,

S この論文に亲しな方法は、洪水制禦 ,洪木移動(ヮJ,お、よぴ洪 

水予報の研•宏上著者ヒ助け・と度ったように一他の研究者にも大.i)y 

後立つで、あるう,これらの結票の基礎となるU-Ti it 一 0naphはM 

こごは禾うなかつた,芝れは或磨定の流蛟ヒ过するUF「t 一,Mph 

な用いようとするんは譴れて、、も自分で、 利用し得る建々の囲取につい 

こ取扱い、特是.の流・政ビついこの制眼X困難と圾知巷すろからこ、あ

る。
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3流弘現象についこの一つQ考え方

Fん田 m KJ '/ F. 5 -n.eA C 〇ntce p~t i on c-f Aumo/f —

p he仇 〇すしenR . ( TYa 儿 s . e r-. Ge&phs. Limo 仇.

I 9 3 J ： 7NS — 7 3 3 )

銘ぎ、一つの自為流戒ヒ於いこ降水室.灰永派となる芻行の商顯峙 

二つの鄂分に分かとれゐ。キーの部分"d狸々の箓件下ご超ふ紀由の 

•量と種類とな決定す2方片ご历る•オくの都分は烤宅の童水汚に卷 

ける温膏羽木曲ノ孫としごか流水Q衫た点連ずるるのである。く降前 

の異常之以上のいずれ・よ/丿弔一層困遅々与•えるzと芥しばしばあゑ)

敎妥くの衡窕が氐セれ かつ研・究の亜方面でうI)こ現在も引さっ 

づI圣在さ：nこ()ゐ・Un*!七ーh丫】2〇彖ド<aph セ類似の右我か理 

匕多くの由題•”夷•條・的君緊につく)こ要求、权る正暖さヒ流,童電水曲 

痛の形な決める手丞去堤俠しこ()元).

けれどE症々の条件下に超ぬ流水の星な裡娯とを洩定する方法迁 

本浸、充分え彼兰私こい411)こ拿実ごある、Mの諭文で敏摇うの 

はごの後の由頹田ういここ、、 あ会・ ^ ^

流叡魂象のー馭的の考え方,持足の流戚に対"する流愛X陰勇耄Z 

の誠録分柚で於いこ、降雨拿と流会との舸係ヒつい乙一暇的の考え 

方次蛭姿ビあ9.亥くの異なる考え方於あるび基本的には建誦上、 

大しE楚が'快()。 釜<の場合突際的寿宏は測産しかデ、ーダ会晚用 

する方玄な米斐.すろ,次の考え方び、水源地•方匚於ける洪水予禁«用 

()幻札Z隆南一流毒働・系の耕宏匕用()られこ()义.•之してこの場合 

高葭の瑙度來求めちれる.ここに用いた团誚の罡莪は寫未に釆しこ

ある.

寸べこの宜欢流或は渓山力人、流成水お代Zと考え乙よい,啓水宛 

域は全く上吹怒いか式は歹しある前令Hもち,攻知】、 流破の祂;の部 

(/) Coo p e rv-t 'ive h/dn り Io を［q ［机 v e s~t しれ※ a~t i c> f ノ penws 丫ー

I v a 7i.} D@p*t ノ o~f K 〇 y e st s a-rtd WaLe N 〇、U、、S > Ww a/the*

Hひ卜eeiU-MTtd us. &eolo云 ica.1 Surve/z Hat-als b 仇卜ん卩仁刁な§疽心勿浦

ー心～

rCimTail 卜“勺〇钎 卜・兮版-tleTS

FjQ I - S C h e Azt I c d i a ,AU7H eV

-yi I d r-M"iti■? s i -n-

分址厚t)土層匕被われ 

こゐな•Fig IはM 

菸流敏の代表と奪えら 

れQa!、流域の淺題的断 

面ごある.海岐战排木 

蹈去原とし,地下氷® 

の江尚の乘さ会柢X寸 

る.(永暗の側u战激 

くなる)士史iのノ j、斤ろ、 

あなるとする.この 

J讨の海邳-定ごはな 

■"く地テ•水亶の经探?:匸 

だず/表面禮!< 弋って 

決ま酒、泛斗と:しの衆 

㊂すM日土出水分の契

^ 律蛟棗1营与•えわれ化

兩上对すオ涎蜂の荐責幺決定する主石.る因子と若えられ2 “後ご訂 

旧するが、令対卜水墨が'土淚の取〇沃いく江る匕ほえす乙・ 

この•3は恐忘の伯に混度と従ーで蒸発・茶澈・炭炎.衆一日ごカる 

み假定女含んでいな抛下水演蚩父流歩获たの示棵とし.乙帛いるっ 

匕は、Z札の方•隹予知に甘して同然と、し点77法圾哉す.る.

也下水流ぎの皆苦の僮に対して«F ； e / のハビの地/ド水司< J. 

っこ担る)湫下逐戎超るほごに以动即芳失(I K I t ； CL |

る磧が、充±水し、氏ければなちなし、ビ領定丁る,この初期沼・欠战l ノ葺 

植:主と地面・と会酒［し/か〇 F I x■/の土・眉.△ C D上 の史管不-左・女 

无"5ーにー酸す乙塁と老えわたる ん、歹ズ は-"定!强頂'・の移面ち譚ほQ 

•歲分、 匕分けな苞会爪すので、•丁 W初寒消夫ペえ・世さ也•モ昨利"米、 

す.材期消笑が・尤.たミれ在後y ’引当つヾく障阮せ</)附虎泪夫 

す志わ务W苣术ノ (N)地・下水補谷,(?)地若、亂ド寻式攻直忘;w 

虫［•二分〃'れると若えら戒,ゐ’

〜«ク～



財砲消浜すなZ)勿乱愛水の壇如は£層ARC ( F ? / )去W菅客

量にするな・めの込要氐分ごあぶ•ニス点 土註 Q下遂ご之七三 

不更はを()から下の方席ご永介晏求、浙液す・ゐ(Fig !の厶こご袤わ 

5 る)/こしこ員刻丁では平行庄位匱でなに動く ,日矣商无に隣 

不し・会糸水哇叢初の流出Xなけー五のー鄂炒色膏穴足の地带を通虐 

すると臺力水と匠〇 をの後せ下水,帝匕逹しこ勉下フK福給となゐ, 

E実咐泣に冊下L昆兩水:の夜餘攻如画から刀、蜜を攻上層の士があ耳 

定流米としご水蔭匕>2 .

更に隆改東萩きえ誉不巨の区威余瀆す、ると /隆兩の全壁が添宏と 

m 密頹な、増して、蒲刻k< f理ズ)匕は附加淆矢と地,下火•浦紿と 

殆んと、な<な"、地袤沅下には关障豹ヒば匿雨の全蕴.に当るごとん 

5义•時到丁カ、 ち!くまぞ刀この同一郞尚に近下水に忍点られる地港は 

EP画.！C平行しこ倖びる.二の更力水の部分は最后匕は此下水面に 

到連すカC Eの陷近ピ蔭下ヨるもの).Dの附近に犀下する詞水や 

初め室力水ごあ"ヽ,乏れが下方［«浸、、すよ匕秘ク乙芝彎不定の他 

帶ヒスるようにな目から忍霊术/色る 也宣ド足,N補う术の(段X或 

童力水の浸Xよひも早()、磚如上(cE地・疥全部筮和しW <重みペK 

备たどれ2 )後に必隆供の全瑩は一地下水洗ス辰最大匕維持子ぶえ 

要すな僅ケの水晝会除い乙吐值慈流里となZ・

ノ'画值にあけ辺豪而の勇会・7、反び、く細詔の房会な除い乙は、

F ］£ ユに禾した昏德囱家W面材の强度の菠止匕询あず成立す必と 

傾定しごよU .

碗•P e-TL れ srlv&^nlatH の S 〇 h u y I k i 1I 河流、威の Fo*tt s"town 

から上絕の都分握•流出JC对す;2上盪の旁勿方玄潼用する佟荽在た 

法会履詞する裏洌Nしご吊〔)吊,二の蘇域氐//Xグ平方由「|eの集 

水区政宏持つ.一般的方法吐合矣囱刀淀酒地方・の()づれの潴童記録 

にも道田Aれるが:、え > (二匿ベ.る細都は厶卩卩a Lac h ； aれ 為也匕快 

用すろよう胰初すゐ・各&瞪は渔々ゐ裁日の下に諭ぜ・われる戊、乏 

あーらは互ヒ瓮く独立.しエものろ、 葛:反い.

•最水曲譲 平皆ヨ.流垣の星米曲獴矣歸花寸べ三期尙ヒつ［)ごアロ

ノg～ 

］ 〇j'i c 混 er•エ「ヒ两 s"L/c s j十卜、I ver- —

above ［□〇卄9七 〇 w F ヽ Po

x<r ールで、 id s <の多［、ビき匕は倒水え

ハミ宏すごと決、ある,

この二ビは歩ゝ面倒を生がる,乏れピ星木曲•籐は主zして地,ド水 

澈愛の研宏に团い方れる.ぎしご流・重灼多<)切之の德は詩助スケー 

a c t a、、ノトするか•ぎなは数値・誕入する小、 ごあるな•めである• 

垂直のスグーノレ毋对教スケー［レ匕するヒ2の薩禳也減手、 ゐ,1 磔弗tえ 

紙の種類成人せの好ふご次めうれる,

みノaゲ

匚/3 さ 一 H^dr・〇 

b 〇 s I -h

この基準ど沃定しあ流量

、ントしな •脅白 のスケー ノレは一戒ヒノQ 日まなは N。日宏/'Lれ め 

し,笙室の流量スリー丿し日耳治單晟水流童厌・/ / の,/以下y 

•点ら点I)ようヒ送んだ、.
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正當比下永滅水曲繰 正常地下木減成曲缥は水巡ビ地袤澈下來担 

っごい在い疏の建水曲粮の部分から傳方れか.決永の山び後划表沉 

下Gために瑟る流量・术測水肖後逮阖LでLまうまこ、T二相当の日垢公 

貿する.二わはつづ、く疲水は次ざQ圈混术、地袤沉下む史水诡如を 

生寧、あまで、 が地下水減水曲綵である.

皆通一つの滅,水次、比下水流蚩の全喔を淳,う二とは/XU永ら,.か、 

る部分の商"つ"々結びつH"乙正常曲衆が、碍られる・これをなすエビ 

受水曲,津と局じ、 水平ぢよび宣直スケー/レの卜しーシ、ノグペーパー匠 

招【)るるのごある.卜しーシ、/グ、ペーノぐー玄畳水曲狼上に水平に効 

かし乙種々の址下术涙水め部分/をの上に卜Lースする•かく結び 

つけるごとでをの房治の正常滅氷曲線び、為ら丸る。気孥と冬拳おご 

波水匸琵実状あるが、 ,晉通ほ•一つの正常曲探ご'尚匕合い後父發弟寸 

なようにこれ会譜制する二とが么来る.,

正常液、水曲.潔は実隙の場会め夢数［叢もよく者だ哇まる岂のごあ 

るご切示箜まし［).このな”に余(丿こぐわら区I)ご予備おに浪水览 

緩・切り跋"ノこ光ご合わ1_乙見こ必要氐ら・ば修正するか' よ().•

弛下氷流童の琅大量(.窩末引用文献のZ )は上記の方渋さ・沃める 

ことはー跋口囲麹である。景火,童は大;さ版冬•の供水决、含まれこ")尊 

H鶴合は起ら田い・観創し.た洩探な車亙珠Z浙近線によるまご丄方 

’ヒ蚀したものが一嵌に溥圧すべき値を与える これは流擾の自慾の 

フ・□、ットのEで行うのボ、よ［)•建々の地区!-0いこ抛下水流・置の舅 

大健は平方 小」e 冬。 4,ヘク 旋〇 - -f-tの尚日茜る,この皺危 

偵の茨花ば俠用の上ごは危に影颦が燃()。Schuy \K7/I河の場合 

には奴大死下木旋置或平カ物"‘三 者(丿ダ ・〇 - H に次っごI)た 

Po*E~b。m の正需療水水明線.域たW/。/ とア/ 4匸スこれ 

て()る

7・久％ / e /

地下‘"速水瓦&荷淄曲線と初期消玄
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地下术貯滝由線〇 弛下水貯澀滋裁,〔Grouイ站一 wa/teA stor-s^e 

—ClALV己)d試水蛆練幺検分し牡毛の公,暴ノ I、她下水流啟童运 

琮点ヤ・する,この崇莫吐正聯技沁,’胡価編の米泛!ぐ於こ記録のLK碌 

めう 双た笑 際鄭の瑛刀'喉であっく、記録中の最 水度ぼど、本でI)衿のごはなI). 

地芋水漁•璽が最夫から最小涙最で獄ず、S曲Q淀上すよ水星攻简単に 

漉水蛆謀の下の面技U当る,話録がi、 非常ヒ畏い萊雨地红含む例合の 

外は•ごわ海诚、びビめ・ざけの地下水倉侵冏钧て流担するかば分ろ既

_以/～



I)v (叔ノ |、流,蚩沢うでめる刍のタトは)号

寿混脂療を計算する便玄は豪水流重/人乃宏・蓬しこ痘,し8主応々再’に 

汨・する濫水曲叙の磧兔表出すS己匕ご万る.そうする工蒔商の増れ 

t・なする苗・诲鲨の増代は平的・流・量" と芸卷培/おの祺こ•ある.貯湿曲恭寸 

流窒におしこ式特任げ海峯Mごさ覆の谣化の合計あアロ、ソト很礴ら坎る

T久bl。/ とF1* ヨの曲・線呂は卩。ttstowF 以上Z〇 

Sch.l «" 沉为に对する更下水貯潘曲急のキ軍と曲・羔/匠示す 

芳溜量は原,吳瓶寶之" 〇匕い 一"ft•以・上につ()こ滸鼻し、也下水商 

愛と地表海下すなわ域直寇流a Nを区别するのに 邱(.)ら

礼る機、林的方法ヒ電慧 ［こア日、、ノトしこある

このごxは址・下・への増 mは再无匕一教しー怎u 否、これヒつ、、、 く 

数日直!匕,今均される串箕のなク|く阳愛ごあるかカご、 ゐる・/ 7 5 " 

豆ノ/冃ノ貝日の出水(日&ゝ4 ) fct艺の例として用いられる.

地下水z火茨漁下と&区利する匚は任意の方法,犬用いる犯る.返 

水曲Ate 宏用・术降ら左いご地下水・流虫ぴ瀚な、したよラ匕、童水 

曲練の上昇の下に下万匕延技ずる上昇の膜典流犯の蚌訓附近のC 

かわ匱線会上方ビ引()こ上舁曲贏・：)返冰部の犯袤滙下洪後ク七B笑 

匕会する.•地下水増加はDFのよろに疎囱昨匕起・る庄リ立C F・楽U 

名うこ起るZ晃・る硏ら三負形のB<じ口 Fな討・纂・し尚史下木瘗加匕 

mえ球ければなう有:い、

普通のU 7? 11 — hydi、。玄卜豆ph の方法原用I)るときはCから 

DまごG的蔺玫唇定Q流賊］二恭し乙は一-定ごあるかう、•ペの補・、正は 

貯湯蜀線Q植,の内は金まなるマ '2・の謫义ごは詳謚しとい本廣合しi ^.\ t- 

h)< d 〇 ra p h (2)^rpott s ~L.C> W-Tl W,上の 0 c-Hu y | K i'| | 

河に印いる工 / 8建画のおくれ.が、あ。 ‘ろ’薩田の障雨貪料々团()る 

とす、2b日の厢両をあよ CA 6 Dまで勿時期は4日と頌り//耳 

/n日の降雨(c站丁舀禰正は’(ぐZ) C F - D ) sec- n d&ys 

である,F fg 3の寿満蛆魏は特産づ流挝ビ对石る爲、击q禎:ぱ 

N。。Sfec - 4t の涼矣かわノ乏札そ、兆Q流壹までの地下水,禰溶 

(4日固に或る)に对しこ针算した三飼形Q容・模之会おようエ謡制 

〜い~

{•きのごある.誦制した對注世嫁.(F以3,うノ 丁ヨb|已1梅9) 

はのとF Xに相当する貯滝の唐如会得る二とこ、,唇邕の隣兩|二对ナ 

え比.下水灯沧匕 '忙［わつ白水童の次隹な可急ならしめるノ

わ招滔夫初期消失とは或、る与えられ在一組の茶件の下で地表流 

下/过さな〔)I堑水ゐ基k星口走義.、ずる.虫寂的の值は一部y地下ペ 

逾の位互になるか日,従:/7乙地下水・沢堂.!<七阕保・奇ろ・葡・筱の脸菠 

の由の蒸建、聴散の量は斐な初期涛关じ影追オな。初朗淆共炒如下 

木流瓮炎、僉小ごあるmきに僉大ご,またその巡・も匣ごそふ故に初 

朝消火は並下水汎話ボ大eと芝はつとはろごともあ・’丿、ぎ泛だ・れボ 

小I)ヒきに竅大値な禾す。

初再淆发の最大晅浏也下水汛董ボ靈刀、偃ごあるう、ま右は史行に 

匝()曲匕年る・沮の研死ご亲宏されふ 辛うじ'こ地表汎下会起す遂 

丑の量・.#,乏れに想応する系摞地下永流よは釜数の眸南刀、ら禾土れ 

る・ ^

実際敛ヒ吧初部※朱は禾杼她闵、沁g匕•网選し、これほ:障浜の初・の 

実際の宛出.黄とは異る便玲' もつ、僅少、の地茨涎予会死す降肃会云記 

し乙匿くのはよ() たれ成与えろ丸自ー每の茶件!c対しE祈笏沽・失 

は,()くうかの地衣流下を起す耳术童はせ多< W:あり得なI)勺、ら 

•ろ、・め右,るし茫分ダデ'ータぴ思るなちば系標地下祇海景の卷法の屋 

匸君する友会忤な2•叱•ボさ末ぎの建溟玫垣码会示す。

Mし初耶消失のお坦値・が、悴定の地下ペ旋堂に詛しこ一定ごあるぎ 

方ばノ初物溶失のすや"値战地下太鑫术也縹の形に徒匕)< ,览下 

水沉畳の他のにt-甘Iごも次え丁 J二Xが共束石,二狠は経験r的の 

度、法ご路下水戒水・暮・の目向\う-''しの尖りrこ初用渚失会置玉須す 

る二ビご生ごれ^1 •

ズ夕けン〃の国互人W $8-Atの天採〇勇/ r地下水;双竜の雄) 

に对寸る初期消夫としこ選が、.,地卜水、鱼"A ・気c F沐I )术E Vか 

ろときゆ初鄭命我はQ松依定する 地下む无星はこ糸蒔匕最夫

< Sろ艘 sec - ft )ご、 あると考えら辱 ,M こ二の流•或の示

棵ら \az dはノ4〃Q s&c- ^-1で、ある(混大流し談の後g旨宜)..

ー.-



Twble 「の楝I 〇 2の計算な禾貫 人mレ父の切麴涓夹は 

メ。 Sec- -ft の示據区n 4 に為・しこ我鼬し、〇を扑" 

sec - -Ft z (表の值は最夫沉愛からふ日巨!二饭毛近())と淑る 

艺うすると初無済夫のヰ莅!の値・は拒离Tる沃樑£ w d の缶の旧・四 

您隔に正皮例する”このことは初鄭治长W瓣商に正史,削し,こ・増すと 

依定する:2とこ、刀る,

爪糅血下水旋堂Q各度に过する初麹消たの平均值云术す抽縹を停 

るのにこ迥めの匱•与プロットデる.この新尧で成初類淆代毋木標の 

～dに甘L之卷く余り匕禾:摞g w S (地下?K芾浙)匚甘しこフ・ D、ソ 

卜し在.初耕渚代の俚に分柏・す0隆曲に先立、つ再水晏ノ溢残/湿葭 

芝の他Q災庠の諳恭件に遺.合するように使用者によって板ろべをご‘ 

ある’このあ行する酔水竜による調難の基礎,は.初・窮消失は亠つ刀 

隆肉|二よっこ全都又は一部芜なさ・しE後匕は,例えばら日尚•の虹! W 

或鄭尙申に直,線後匕疫化しごK常の値に後寸ると敏定するのざある 

実際にはか、る回褊V愛すふ鄭南は蒸懇つ慈散I如汶るのご、、熬絕、蒸散 

(他の国子成不、夜化と密こ)は利弔し得・べさ木分見散るのごあるか 

ら袤:化域正止例的ごは東い

瞬庫一演出憂の何係二つ刀分折ご探用する流•宏量の考;^冬ラ 

一段虫べこ面く 〇 ぐ/)範下毫が.少しごも超る前に初期消失扶、 充/ 

ミれ氏けれは、なうな() <2 )之の後也责、流下匕地下末貯滝の増加

Xが初まり、この二つの区別改可右リ判然としこ疔。土拋の条件寸 

なわち上湿.の童R依る G )ここに展猫すろ西者の前保に於I)こ 

は土混の禾標としこ禾樑地下・水濁量な找'用する.

氐官水の不毎切襦、うに充分な面状地申に蔑X L 之电示療地下水流 

置は末た竅大值工匯し反〇 ,最大値Iこ适した時から灰拜に全说£堂 

ノ。 〇 % ［こなるの君が!'.割合が'斬滅しつヽ衣土伯の一時曲貯溜(車 

力衣)と成り、芝の後,匕地下木斉澎申に排出と机、禾標地下水・莅量 

余、最大値に・途づ、 くように氐る. 土.地灰全卸能和ずると地r衣旋重坛e 

の最大使ヒ證拷す若に峪嬖な术璽、乂外は秋慧全部氐地茨戒下とれる.

—/t 么～

このこと苔禾標蛆下 水混會(丈録以wd )女探帯ずることの/ 

要を生す、る こ女は荚燦的の理由のふめに地・枝流下の初めか日 

日灰祇探«し己より,Tはん蒔固し/ jt•一 h ydn6 gへ& p h Q期 

南ごあることを逮ベご彊く 〇

駐EHの一つは定ド水増オロは重水所で爲直カヒ成BXしないポ、ぜ温 

の増Rば地表瓶下の潜在カI二直ちに乏の彩響があるというこXi二多 

る.以上のよう百行"程ご ーつの降雨にょ・る她下ポ增如弓れめの•k 

海華は兆茨流下の終りまさは起らない これ故一つの酉而の前X練 

xの祠甘的浇版潛任能力多表わすI・は用ボ、峰らなかつ左としなNWに 

闻じ時刻ヒ抠るべき挽,下水海童と忌較しなけれ,ばなら既()-

/がク羊//冃/三日カ雨仟葺,4)虫例にXると、 Fお怪蔵 

後の士の流・出潜任能力在禾す立日ば,Dは隣侬前のこれと比較すべ 

き原標gwdなめる.るし障兩の初の地下术流墮B宏示樑として兩 

E),力Iつ险軍にょる地下水增/ra米地茨％'・下の終,”境に団::巽じい旦下ペ 

潴童を緝持するに丁覆足りるとす枢ぱ、6任画中に托る南点べMlて 

は示撩ヒ荷すら罹り间の屋異をないことになる

妥く の流域のU Fit 一 hyd卜ogLaphばS"日.カ、らク日の麹面 

若待つ己()え。これはほぼ土中水分わ増力江式全土層I二配分される博 

爾ごあ羣 地添流下の終りの時な爪標、［［ることEこの:h湿の認整 

とL玫する,u-n'it- by d n-o na p hの.斯因が、約6 ご、 互()埸台I二日 

X<$山」は双下の沏めな後ろ日目I二当る値.会務ラてよい.

初期消火W比下水汎•重バふクタつSeo - f七の最夫値ごあるYさ 

.に|ヨ。マなリ、示標をw d己2タ。。rec- -ftごあるM X法:恳い世 

し・ご貰いピI)。示標をwdは二方向から«? 4・"ひ sec：- ft にをる 

二Nか、宏末る.一つは以前め降配で、、 地下水流・套挤ぐクデク5e c- ft匕 

達し丘後ろ日商の戒水iこよづ宅の,他は-つの蜂面の桔采としE地 

袤流下の格リに刀ぐ"QSe c - f七の地下水湿童 に増如した 匕きごある 

ー障兩カヾ地下水流・窗なよりSeぐー千吃 の竅大値1=増加! &L.ぬ右 

上す;;.W、ぎの後暂くしこ峰る睥甘地下水湍重は

ご:K蛙/日ノ/ウ/'% の砲に相ヨすゐ)の最大值匕維時ラるI二足,リ

〜〜



る屋以外攻址我流下となるで以るう・

これと同林めことは重力水米充分鹵かヒ滲遭.し得る可能旌の•在め 

ヒ・象面の後匕は何れの会0j につ()己も起る.この二・は登通.の 

隆縫時南を待つ降雨によつと超り禅べき地下水流.出量で暇及のある 

こXな示,ず・

以ヒ也べた考え方に阕逅しこ暖測黄首均分折チる方法或數通.ひも 

ある.丁 &いぐ2•は布宛した時诲の幾つ刀、に汁チる諛測資料を术す. 

この例ごはも管永は爪捺珍印日参上び限水墨ー 初鄭消火c p -し;) 

と粗歯して()る、

M) 遐定した前星覲測淅群の平均

(b) 前gm曲の隣阻に对すろ初爵港火の補正会含む

陽雨観測デ、ータ

Schv*^l Kill R、ba.s)7i & bo ve P况てsto 由 旬/ Pe 勿つ sy 1 va•今n a 

Table 2.

B 附
麟鞘 
洌曲

隆水专り71 若採ー 
をE S
!勺

疝 出 S in 消火
(P・し)筐

也'm観測値:
存油糧 
CPL0 b 全最 地茨 地下水

oct% N 冋 2 4Z aワ萼 3一 4 S 0.3 / Z タグ が3 Q9 4 必ぎ

Sep . N /73 / 6 / N令 心ノ ク、スづ ユユ<一 ター/ヲ

Oct . s /932 海 久"〃 ス歩リ 久クク N /N 久拿タ <〇,ナケ く& 8

Aを、 NN /?3B Z 6 f azo 0ーゝ/ 人m a スクよ■ 〇ー 白 3 ュおス

A蛇 Nd ,g ュ4 宗スク Qスu Xスス 3、ワラ 貝.次 0.5ワ

July <7 /am” ノユ Z ? ? つ刀/ グヨク Q.N/ 久// 々ノク 化s・ク

Sep ワ /ノ号4 貝4 ス話す X ? <7 〇、 久ち頌 〇、N3 2 4N "クN

■Sep 3 o ノめ4 ノス ユクN スタヨ 々クク んワ忍 〇オ» 况オ« 〇匕?

J ql ア・ 戸 ’タ話 ス々 仝»8 仝/グ <5一弘 貝/ /歩8> E8 メテ/

Apr 6 ノノ恥 ノ N Z 3冬 ZクN メ〇 9 以ワ 久8Z く

一ノ奴～

F ； 2 3•の諭繰Dせ示標公WSの債鼻名彦水塁との菌•療を术す‘ 

ごごごも皂管水な、 增七ば柜於する氷豈ポ地下貯温に加.わるごX会仮 

徒しごいる.曲線cぱく p—l))と德算氐宜水蔓との誤r保也示:ず. 

函曲僚は便官上米平逐標にヒ管水自艾通.ヒとつこ目ー図に書さXn^. 
禾摞Z W 8辻Dの推座標、模食(P -し> )tieの鯉座標匕しこある 

ゝ・買算の建英日丽峋線匕共通どこの場合の尿貝としご歩る.壬れは术 

標幺WSの’。の値はこの5ff宠め哭隙的最低眼,ごう3ヱク“ Sec --f-t 
の流童に相当する.

术標舍WSと績算专宮水の平圾の鹵尿にあする予億鄭曲繰。は 

T&b|eNのデー交の研究:uよつご描い在ものごある•术標七2Sの 

值のノ］'さな時ビ起Qた隆浪の少い部芥の概略の傾向も夫定,するのに 

用I)たのざある,ノ ・次 军/ノ耳ダ日の雨は長()乾慌期の後に趙 

0スタ) 3の消夫すなわち巨癖水の増加幺与え,ま土地下永貯咨 

にはのグ? i仇 の増加を与・えた 予備的曲線DはごQ実と乾螺期に

つヾ<陰兩のために曲下水補給本、よ。少・夺かっな哭な補正 提づの 

を!!うこ摇いたものご、万ろ一世の酔前に対す/デ'ータはD也縁会甲 

(、ご初期の値<図に示,裸,玄ws E共、K書太趙横算纟營水の初めの偵 

会傳東)と、乏しこ跟移の値を函Iこ7° ロット丄匠-(ー瞟g w s十 

地下水補為対初期德算在管水上降前に对する消虫.)。修正し乏の虫 

籍はか < し•己一底と•良い阕保会得るように岳なれた、',

さ乙口曲,線のオスの定用か、可能ごある"曲腺「と禾標会w S攻積 

算也営氷勿初めの值毋泱定・する,それ久C曲線,ヒ入れこ頹尊cp - 

L | )の初の值会得る’,予備购 、C曲瘢は示標公w§が最水值ご 

ある刀、、オ七は芝机匕近い硅匕起つを裘く 0隣浜に对するデ、ータを 

フ。日、、ノトしこ得られろ,/夕アN 知ノ/冃タ日の降前ヒついこ原昊 

カ、らイ歹お、いの積算在•営水め値とス、§づL 0Lの(p-じ)の積算 

値あ通,じ、 こ子備釣也線負引くごYボ、狠耒る.道の水ざ()方•に対し己 

曲・魂ポ米企すえX术棵名、A/Sの惡い值な初つ隆爾匕对するデ、ータk 

プロットする二とが出米•る,etc註し•ご予備的のc曲襟は柩•狼し 

なつ修虫左担る• CとDの形蛙也下水面の裡々の衆さな挎つ面積の

~w〜



囲仔的量に仮る(Fi2 Iのセ虹の水片の摆で表度さ払る.)

要約寸ると曲線Dと示標袤WSとは積算を暨水・の初刀谴な決定丁 

る.菠算专官水の初の值匕く曲線.とW精算« P -1_))の初の値あ互 

之る.或る降雨に对する(P-Li)の恒会C ? - L1)の初の値に如 

えると CP- Li )め景終値会得・る.(P-LI)の最終值とC曲:線. 

ZW頂骨纟巻水の景終値を決住する•必・管フKの増力口は薩前に対しこ 

消火ご朽り 隆兩にょ,る全流出世な俾るヒビその隆雨の(P- L ；) 

の威力ヽらご丸宏卷引く.積算(P - L',)の策経値灸D虫貌、刀、う援っ 

こ畏終地茶水胡消な得る この隆滋$过する地下术雷淄の増/raid Z 

の密函匕よる史下水籲給ごある,

出嗦。を/下水第給っちわご翌终千※とLこ旧いるとさはノ曲,獄 

の上下假は篇絕刀季"節曲友化を者慮しこ笛ヒ和;LきければなうなU. 

しかしA曲’像(F/M)全厳簡し全海士童から直获地下水襟給え火 

定する二とヒ使える.

A曲線或観測％れ士抜立.屈雨のデ、ータ坂プロットしこ得ら况る. 

多くの地蛟ごは独!2.藍质に俘って危硯也下水舖給の摄大底灰、存任す盾ご 

とび・、認められる・土中水分が?泥わっご鱼直的に匣分左れるのズ紛ん 

Hも要寸る:zどは亿に仮産したところごある。T/\ / 女参照する 

な相当の面痍宏墙佑您下水面の派さ水D8の上うに大女る流域ごは, 

補給”最大値はも旨不圧の全部か、瑟くなる前に逮せられること或明 

らカ、ごるる.すなわち能水峰はEQに平行カニあユし、をかなめに 

地衣函から淺臣する晉匠大、)に而ト祺する.力、くしこす弃ユス日とN 

W日(佳に!2#gf会隹こる)の隆面Qデータは単一の险兩とし乙JZ。D 

ットし乙芝支え任I).

=つの降诳が・&日、乂と,Iこ趣ったNさは、A曲綠はオーの降雨から 

オスの障兩への補給の影誓灰直織的I二德ず、 ると假定しこ:A也繼垃 

積鼻也線としこ甫(.)ろこXか、 よ术る 例えば为ヱの層前がキノ刀ズ日 

後匕史・つ,mとするN、歩一 の障沮(よN0。H«の全流虫刀ら(A曲線,の中)段クケ 

沿の渥給拭あり、波ズの隆而I二讨する初めの福給があ〃、矛Nの降 

函に汙する褶給は之3g濡(•久ク。の霧)ご、 あり、こ敵が イ刀スM

宀X/J〜 

う初の全流・択(豆の申の原)会汲見する。泰Nの险專の全流技はなく 

しょ、年ユ E の初めの全湿よ自如えて鼓終全就出を得る。薮終 

全術虫X A曲籍とはオニの径汞仁よう禎給の瑁曲な次定写る骸終福 

给"与える.しかしA也線かち得之補絵の這.«詢あず,或降面匕よ 

る蒲給は地下氷貯澎あその谖k値ユm<z If.に高めるに耍すゐ星よ 

リ簽くなるこX吐以来ない、

A曲棋の三つの枝は附記したような三つの時期に对しこ申いち托 

る,下・の技 はW宮水工比較的少く C怎官不足ポ'火) 悬辰の蒔U 

1鄭の必蔔［)られる.地下水褶給は隨两直後の溫段並び•Iこ降函:舗づ 

恭伴で影督土れる.商兩後(乏め大都分けろ日以内)に超る妥璽の 

羔窕は,もし蒸終しなければ地下水面に适すべき重力水本、乏の一都 

/なつこI)る。上の披はを管水の墮•扶务く溫羨の低い冬館にの々用 

いられる“

日々の和出の計瀚まに対・する浦正, ニれまご行われた隣煎ー漏 

出愛舸瓶の舐死はずべこ洪水手報のをめのうの ごあった.予報君は 

合理构氏修正坂行うことが:'饭定きれこ()る。

これらの修正吐丘曲森("、から督もれる初期消失の值に治す 

ゐ修正と,禾撤オE5の修んとかう戌りノこの後者はDぢよびCM 

編の初の値を決定しかつ聞爾直前のセの茶件红夜わするのX板屋三 

め・<§ 〇

米標玄®Gの夜用に火流政に对して予報する埸合e,予報を行う 

ベ至海或の数ヒ比しこ人眞状眼られて()ろx m |二大いに田j h•にる・ろー 

すなわち蔻恒.した際に予報者は底樑玄vvd (ごれ太爪糠をNSち水 

是する)の決定によつて、 以前の降雨会随危しなく X邑士.の条件の 

大法の示操として利兩するご切术出束る・

げ松ビ、ち.二のあ战には我奢呉本、める•p( gヨの曲:線兔强くの 

ヒ兩:)だ降雨は裕/1ご寸べ乙、裏の隆国ごある.ご丸は一部せ惹誠 

的あるか、 一都は裏の酵沮は極純秋立しこち、()、かつ雲匕対する走,慮、 

な髮しな()D、らご、ある-以姉線と示標会WSの復とな用()ることは 

溢虔或は蒸発 、 爲発機会の一定ご、あることを依定するるので祀る・

1ノ&?～



何と互丸 ぽ地下水琦淄ボーっの值から他の値に泌、寸、ると至は、詳申 

の谷季節ビ过するニ丸うの董の若に思弱係I二を菅水の変化水"® —ご 

ある公万ご万る〇

混度C 3<?°卩以上degvem -days .)忽炎 、 藜鞍の示族ご、あ 

ると坂定苛ろ・但しこれ玫盧％こ、、あると()ろよりも得易()〃、らごあ 

る.Pot± st owf以上のSc ん 丫 I K；l I河の平均溢度は哀孳には 

約クザ戸で・万る. t?西線•(戸・5 ) I二衣わされ•る铐坷の阕凝は祐 

ク/ °Fの平均温屡に莉するみのごあるの経ごの左め己、あな.之官水 

か、 じれかありきこ、就じ,このぜ!地下水流璽駅、 &ク海から

N0O S'e C- -ft ( / I日)代減水するならは,消火吐S 〇 ’ Fで。一如［ 

しれpep de贷卜ピ仁一<1&ド と0ろ,この蠻坂基滓Xし乙曲・線.。U 

芨"ちむしる:Zの方法こ、、鶏なのW冒水を法定する手段を版るへきぎ 

徂しD曲稼は/ 〇冃力歩発笑免得るのに用I)られる.蒸、散状認めろ 

丸るようになる4冃に建つな降氣の研・究1之,も置水目地ド水貯潮上 

りも一摩速かに液水挙るZと企示しを’ ^

daOve-da/当りの消失の値耐4冃から9冃まご態絕、 蒸話機 

会の大匠ること玄取〃入れこ菠化すう.』ハ/4 の困子ボ生育鄭に 

对し、またスク〇/泰、その他の期画に封しこ用I)られる.

初期消大W地下水踏の位嵐N溫度X Iニ依ると仮定.した•初期消火 

の卻分につ()ご厨只一つの也線,宏描I)七の裁ごめる,こ頑,云この 

ケが・の技ごある(し板ヨ)•或-Z〇 i -^!の初翔消火/I)うホ豪ポ 

前回傾汞後:j/Fの平均温接に荷"する最大値と傾建.した.少くとも 

•日間な経迷しまH・れピ攻らない.乏うさな()/曲練ご示されたイ直 

ば前回蔭雨俊の径過外尚«反此例しこ润ず、る Sp°Fの初期消失曲 

綴甘"ダよ(〇、NひとEOの平均)の鼓大消臾に垂(.)た毛のご 

ある,隆水量ビ流・置Zのぐケ宰平回の牢廷时«?。、/ひ［ロで历リ、平 

身温度1辻& す、" 8尸二、、 9>0叩以上〇_〇 0 N3 认 P e_2 de 卜仁e 一 daド 

の全消夫U相当ずる,隆衛の麹間费消玄するとこの割合はもっと蓄 

くなあ・このことは初期淆失,は:用火L、全消失の約半分|二当ること 

あ示す, 何とければ初期消火右除()忍全清尖は 拓 F以上久ク〇/

_/爵ー

X Oー 〇。/& 10 per J fe^- V e e _ d a の歯(Cあ/力、らごあ 

如^

例 屋年句sy I va f'i a卅のPott st 〇 w勺 M上のSchuylKH 有 

の泓量会E %プの曲線の使用五説朋するために/93クー海水军仁 

泌しこ計算L乙見た, Soh> uy | k)|Z流戡ば乏刀上流•部は山夫 

地ご、 ノ下・质Z域は玄し塁か点波状:験褂地になつニUる.敏次地方は 

百炭層か幻成り、下流は頁岩、砂碌、石又岩の 成層,互買通して() 

る.隆水蜀は上流成/下海域とこ'、隆改の型式によって暑しく異る, 

5しこ昔逼氷源地万に蚤璽ざ、 ある.、隆水貿の値|W各地夷Wその叢毛 

近I)破,測地夹と日じ、閲水童で历ると仮足しこ魚同的の車刀をつけ归 

方法ご訐算した-この写の火師分に对し乙は«ブ尚の台罗田六気邑 

の測帙沈な取い、M 他の部分t-fefしこビクケ祈々用I)尽。=測侯 

祥T-------Hamburg とReadiwg---------- と斐流踱の・以上.垃支况下

ろこXヒな ,なのご分布は药・まり細眾こ、、 はなかった 温な房: 

H a つ n b ii r•玄 の磧次取った。た君、 Lこの測岐なU $期甫中にp 〇 2. —

C I i nt o-T！に移転し左・

璽融けの尚讚は考禁う秘なかつ色厌宰匕二つの水年申隆鹫吐りな 

カヽ’会,温浸と観測老の記事I二よつこ前測され杉.险水變が:雪ごあろ 

かと、 うか,また壬れカヾ隆るとさに融けこ()たが隣っこ刀、う後に融け 

たか与判断した,

q冃の羊ハ方4月半ば、の期商に地下水流量が:S・っっうue - ft M 

下になったXさに正常也下水漑水敬線の諷制な行つ右・

液水曲衆の堅会/タ"一 -H だけ童直にス、ラした。この奔卸 

の地下水童は地下水補給k決慾くこめ可互〇 一走ごあるニNか、あつ虎。 

’これIW植物生看期尙後ピは蒸発薮散 ?・扶、濾じ、たのボ、主.性泉困ごあ 

る»

二の論文ごは流理の連統的のグ、ラフとしこ流出困表わす在めこ、、吐 

なI)ハら、計巢した地下水汎最のグラフィカノしレコード、に莉連,しこ 

駛袤しためがニニ匕密げた例示ご、ある•種々の隆雨仁対し.こ地茨瀧 

下の初と終()な沃定するのに榕•别の注慧・を加えなオ、った"

へノ<1〜



後哉の!3脩は隋水ぎの大部分;X若つ泛日倚エし若•担挂し二起つW 

陶困は芽匕場祐#卽钧寸ろ,ちめに一役夜として尊蓬 U T貪bl仁 

£ K ノ。冃’ |耳あ、よびケ冃の争・専也六す..

7ab/e 5 流教堂の計算
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厂ノ多4 は計算した地下水流毫ん 高水仪の場合を除いた平均 

日沆夏の魂測傕Xかグラフィ"ルレゴー R、を术寸、一記の方法に对 

する一つの除外伽ポヤ、'%q ぐつi)乙注慧さ权る.タ冃公日の她下 

水汎臺の計辱値のなに不違底なとごろ取ある 4日N4日後の流W 
の戚返,の観測値に異常で、誕吋団題ご、、ある“なビならば4冃2 0日に 

ス〇うじ〃Q而米乃った外にE 4日スス日以後降兩がなかったから 

で、あよ、•滅氷の隊々こ、、 めったのば鉱山の排水が增犯したこNによる 

のかも知れ在I)。xもちく 夕日う日の流量の・測佢本、削つ［ると仮 

定し、この关から新しリ濾水灰始まったとし左。 T2ble 4は流 

量の観測値/計算値Xの冃董の坨較あ禾す.
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Table 4 観測之針算瀧出,董
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Aスナいs~t "孕 心タ イテク

Se pt.e b QL
&一2〇 スタZ <2-/

Ye卄 豪公クn Kス 公3

日フラ日の地下氷流弘)ごあゐー

のB曲繰か为し、&クL-77ご浦((〇) 

史以末の平均溫度はJ-B°Fご楠(5) 

のde•をvee — dぜ 丫の数哇ろ。(9

Ta b| e 5の製永は単に便 

宣的なものど谑つ仁方法ご 

も行うこと水、放まる.谷風 

而ビつ0こ蜂氷童状、初鄭淆 

夫以上ご、あれ日m行為婪ナ 

る.初期消夫朮、降术墮上。 

も多I)揚合は降水童は表仁 

匏>し右芝け会全部である 

ことは明らかで、める。初期 

消失に对しご調製すること 

が匹旻也とmは、曲線)\ら 

得た値wオーの彳〒に技記し 

調製した値はキニ行ヒ茨記 

する。禾標玄wd (針算値) 

の例としこ/つ冃N3日の 

薩取次用()るとFi才E 7)ヽ 

ちワMO sec -代 (/〇 

ニれに粗あする貯淄量E日玄3 

の片ー行に茨記した.前回の浪 

のオー行ヒ袤記し、3>ザF以比 

日は丁度クう")ごオニ行に直 

「に記Xした< タザFの温度’«ダ 5 の示標玄W0とE

c Fig m ) Xは。、スqこ・十の初期消哭(癇4斗一行丿6与える、z 

れ以ヨ日以前に超っな前の左めに久/々«M lc减じ(。彩 の祐), 

ごれな％二行に匏入し、この値か力次ノ々の初鄭消夫玄箱Uたもの 

は(P -し! )ごス、とクとなり斗二行に込してある

温目垠取後のも管フKカ消火(柳 ら)は 或〇ク膈(。、。〇［のゆ腿宏ye 

•一 d a 丫倍)ごあ/」、、こ昨匠"、クSの積算毛管水の餅回の値かう号Iき心 

3刀(補ワ勿弥一有)の植算と管氷の初の值な得る•この値NFはヨ 

の乙曲線•匕がス跪语の(P —し)の初め佢在与・える(楠・’オー荷)

—ノな'



n彳ク/、え のくP ーし./'丿の德なニれ工mえこ ちケワとれ の U) 

の录終尷Mる(歩三行),也線C Q «。クゆ(P - Li )の偵に対 

する顧算也営水の鼓終値ス、«"逐(棟の乙才三行)也示し、これは 

この圈爾のをめの浩夾△ククいiぐオニ行)を遅味する,この消失乞 

N«クから爰引きんクっこM の全混次と与える<欄?\漆ニ行J

曲兼A (平罰)は E冃/ ?日の鷹兼二よる禰紿の影『のヲノるズ 

なぢ存•在するNXに寺に入れこ、拋下水補紿在得るためI二用()会权 

る。水くこ弘6 (前回の補、 給)の3/ ら はク、貝3 ごク、g Q初め 

の全流丑•(曲縁A )免与え)〇、4 0 + /、ワ〇はス、/うの最•終全源也 

ヒ零し・くノこの値は久i-T］の補、 絵は増加統禾し、X; Okの神給 

の最終値を与・える.ごの段償は液中には械 (/。リのニ行匕ク野つ汕 の 

植給のあ>以外は禾されこいない.Zの隆龍による地袤流下室はA 

くしm歩ク)7！の福給坛い〇 の全瓶火かあ茬孙いて得万权、ご札 

東、痛c/ / J IC久ク。「勿X証入さ払てある-

/、3叮 3 の致終貯希は(棟/ク,三行)0、タ?仍1の术標好 ws (c 

久异/bvtQ浦給也雨え己得られる’厳格江分杭ごはこ揪は/ヨ時前 

限続の隣函の辺行うこと次、狠禾る。氐ぜ5:らば示棵玄vvsは(P - 

L；)の初めか丹6日日と敢クごろり、かつこの澈我のU^n it- W。- 

ゑた&phはぶ・、之さ日の期固龙将つかうごある.この例｝こ於(Jご雨の 

罔続時備を有購するためQ誤差は您祀し得如 ノ3ワふの貯通值と 

曲線ちとTススぐo sec•一代の彩、終地下水滝出、垣与え3 五してこ 

れ点滅!ほ)の才三行に記入してありゝF祯 4 こ、、は次の必下水退水 

刀仞!!を決めるのに申いちれて()る。

紡 諭 / 9タグ～扌»水ヰビ对する計算の結茨( Table 4,)は 

明瞭ごー駁に予飯されるよ0も艮好である、ケ冃と 8目との觑測お 

よひ、推算瓶鬼,堂の走冥日該ノケ经肯の耗上同程穢である.ワ冃と8 

冃との誤差は,冃の後半部に您つ在隣前の計算の結束、こ、ノ実測泥状 

量のウ筐こ、、あっえ:2とを理解するのは困・隹ごある-懺甫は下祀域日 

集中し高蔻度の断統的のもので、あつ也’験兩固の蒸湛・蒸散隊:Zの 

方法で走匕ふれた上()も一層殳僵ご、あったごあわう,.

～以ん〜

この呉につい乙 匸/'Z 3のE办ら傳え初斯注天ば地下术面,沢、 

地面に近()Xミには刪根される,こ双ば初鄭清失としこ正恒ごあ 

ると阪定してあろ・しがし蒸発ヒよ©全消火(輝雨直祓)は顼災 

び強I)時よりも高()と兰|ニ多I)匕()う爭実会蒸視し乙()る。外ぐ 

しこ遍度と示樑今w sど女高(［碎はも冒水羽力の酒火に5>q°F以 

上のイ侄おイセし一dな 丫当»"〇、ク〇 / 4"L勿 の一更,医孑ご誌璋｛さス气 

るよI)も冬童ご、ある.回林の龍呉は遍Jt太宿く示標gwsポ傑U 

曷合にも起るニの埸合には^!線Eからの初期潅关の値は仮侯士れ 

たようにあ日尚に.超リ健るよ"衫您らく多豪こ、 あろう〇 

ここで、田()だ方法ご日:クつ。戶の温馬:。の示糅やw& ぢよびF 

甘鹵人す。Miの哮水置に对し乙W汎下贸は控・ろッ()。

J义上の鹽実の相方共に刃期消失.な芝の衆叢と一致する以、上の値 

な用()た結果て、、ある.初期消央は隣雨水程った後にまぢ起るび、 

蒸整は隆由の直後に水分の侯給び最大公匕全 Eー蜃多くなる革実 

口注目されこ釆たのである■

この寸り方は卷障前曲の全寒、»、蒸散量な温.度に基バ【)己卽算］ 

次米ヒ誠于、る祝のとして)し7かつ全消失77、ら初斯男关亙建刃く 

コとご改技よ丸如 消穴の残余はを吾片ゝ 刀禎,真砲ZJラ莒れ衣、倉 

なけHば、 江らなI) ■

ごの兽算で出遏・っえもう一つQ弾哭は曷部睥の障単の回数が普 

延よりう步かつ七二とごあぶ , ノケ沂が、;?ケ胞の観測地で、はN 

j勺以上の隆;K建が‘あっこ、他Q饅測地ごば殆んど雨量灰、炭、U塲 

合公、多数:で、あっな,平询の冗域腐置は初期涓夫丄、人下ごのると,こ 

りキ()方ごW流出量:は然()ことにな号,この爾’免ごはヤうB 2 

たか、、この親実y爾置:刀ゝ初期消先:よりタはかった面積は徐外・し、 

寇りの面農につ()こ訐算寸ろ•ことご免眼するごX木、出未る.曲練 

在用I)こ得た汜出ゐ値は況出の森がっだ面積ヒ化例 しこ减じ、江什 

わば、攻られ()-

裁後匚一般的万法の渭•吱は谷蔭国間力悉整、蒸散量の決定方法 

の戯灰と,乾政而Q閥雨量の变叱の測髭.とその取扱方との辰矿陨

〜G?~



されること五暗宏は示してI)る

附發 用鼓と誕号

自莒咨适(C ap )廿"丫 c8卩旦づ十丫)土が’更カ(〇作吊!こ扰しこ保 

持し得る冰摯 ^

を官小足(C-api II a rvy-仁iw勺じ丫)会宣米分をも管容堂ま 

ご高わるに叟する水童

宣膏氷 (Capi 11 a water-重力fc机しこ主,として公管 

引/7 くよつこ支持とれる土中ペ分量ご、"大都分は蒸従と蒸散と 

で失Iわれる.

堂力札(T r-a.v it^ wa_"k～重力の影響ご、丄中会籁動する水。

地下水補給(jn・ 〇 u -n d — w混b-e c h a h e 持定の磁混から蒂 

心に多I里する术量

地下水,就宏,Gレou.Md-watULrvi/no<f 島水層から把袤排水 

怒に加わろ瞞の部分

水棵地下术眼 エnd e x gnos*nd - vV^teN d'lKchnn^e

CJ^dex gwd ) 地表流下の初め刀、らTHEの測水帝に於けZ 

也下水沉の流童(同一滅米曲線で土舁び無いとし己)ノ但しTは該 

醫匱地表に滲»すること

に相施する地下ナく寿涌

なえられ杉諸条件の下ご、

沉のし今・しー h/dnojr^ph め郞画

疋標地下 く 貯湯 I -h J & x, gnouTid - vr ater^ s"仰領 e 

(T-ndex iv S J 示棵辭 wd 

初期淆大 !がt

流下璽な超すニとの寒I)限木量の發大童

也表流»下竜 £レト+<xce —へlA-no仔 

学く地我排ペ孫に到更する泥出量と定義されて(房・実際(cは地茨 

流下の内に虫下の峰阪痛比な帽给に含れの示、常乙、、あるかうむしろ直 

義流jkと解すべきごあろう,こカ広水也の上昇玄超す隆宙にっつ、、く、 

或、期固内I二測水沂玄通.過すq基.底流出まだは拋下水あ坦以外の流量 

ごあな〇

〜〜
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